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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二十章　クリフ編







第一話「今後の方向性とクリフの悩み」




　シーローン王国での出来事から、一ヶ月が経過した。

　そろそろ冬が終わり、春がくる。




　この一ヶ月、俺は集中してオルステッドとの話し合いを行い、細こま々ごまとした計画を立てた。

　まず、仲間を集めるということについて。

　これは三つの方向性を定めた。

　一つは、情報収集メインの諜ちょう報ほう・雑務組織の立ち上げ。

　これはアイシャたちが作り上げた「ルード傭よう兵へい団」を使う。傭兵団のトップは俺の息の掛かった者ばかりだ。せっかくだから、これを流用する。彼らに裏で全面協力してもらうのだ。

　さらには世界的にこの組織を拡大させ、各支部で連携させつつ、本部に各国の情報が集まってくる形にする。本部に行かずとも、支部に行けばその周囲で何が起こったのかを細かく知ることもできるようになるだろう。

　これはオルステッド用というより、実働する俺自身の活動を補助する役割が強い。各所に手駒を置いておくという意味でも、便利なはずだ。

　二つ目は、権力のある人物の、あるいはこれから権力を持ちそうな人物の引き入れ。

　ラプラスは復活すると戦争を起こすという。順当に考えると、人族各国と戦争になるだろう。

　その時に、事前にそうなることがわかっているのといないのとでは、各国の対応力も変わってくるはずだ。ゆえに、権力者に予あらかじめ戦争があることを知らせておき、注意を喚起し、彼らに微弱ながら力を貸すと同時に、八十年後に向けてゆっくりでもいいので動いてもらう。

　ラプラスとの戦争時、各国の協力があるかないかで、ルード傭兵団の動きやすさも変わってくるはずだ。

　三つ目は、戦闘メインの武人集団。

　一応、これがオルステッドに関してのメインとなるか。オルステッドの代わりにラプラスと戦ってもらう人たちを仲間に加える。

　呪いが解消され、オルステッドと共闘できるというのなら、そのままヒトガミとの決戦に付いていってもらうのもいい。誰がいいか……というのはオルステッドと相談して決めた。

『元々ラプラスと戦う運命にあり、ヒトガミの使徒になりにくい人物』

　というのが結論だ。

　鬼神や鉱神といった、今代では関わりがないが、後にラプラスと対立する人物。

　水神流や剣神流も、今代の連中は関係ないが、その弟子たちはラプラスと対立する。

　また、北神カールマン三世、死神ランドルフといった長命な人物にも声を掛けていくつもりだ。

　中にはラプラスに個人的な恨みを持つ人物もいる。ルイジェルドも、その一人だ。

　居場所のわからない相手はルード傭兵団で捜索し、俺が直接訪ねて土下座外交だ。

　場合によっては、恩を売らなければならない可能性もあるだろう。

　ひとまず、強そうな人物には片っ端から声を掛けていく形になる。

　さて、それらを集めるに当たって、ネックとなる存在がある。

　ヒトガミだ。

　奴のことだから、使徒をつかって邪魔してくるだろう。

　ヒトガミの使徒は、基本的に誰がなるかわからない。オルステッド曰いわく、普段のループだと可能性の高低があるらしいが、今回のループでは、今までになったことのない人物も使徒になっており、判別は困難らしい。これから俺が活動していく上で、オルステッドの想定外の人物が使徒化してしまう可能性は大いにありうる。

　これに対する対策だが……正直、思いつかなかった。

　なので、いっそ考えないことにした。

　第一に、ヒトガミがどんな基準で使徒を選んでいるのかがわからない。オルステッドは「運命の強い人物を選ぶ傾向にある」と言っていた。が、現状で運命の弱い人物も使徒になっている。

　そもそも運命の強さの基準もよくわからない。

　オルステッドとヒトガミだけが知っていそうなルールだ。

　そんなルールに従っていちいちオルステッドにお伺いを立てても、よけいな心労が溜たまるだけで、考えても無駄な気がする。

　ゲームの初心者には、初心者なりの立ち回り方がある。

　ひとまず仲間にした連中に対し『夢のお告げを信じるな』という標語を周知しておく。

　だが、それでも、使徒は出るだろう。

　怪しいと感じたら使徒かどうかを確かめ、その都度、殺害していく形になる。

　辛つらい役割だが、できる限り俺がやろうと思う。

　俺が辛いことを除けば、あとはひたすらに仲間の数を増やしていく方向でも問題ない。

　なにせ、ヒトガミの使徒は三人までだ。

　こちらを増やせば増やすほど、有利になる。

　例えば、こちらが五人しかいない状況で、一人が使徒になって裏切ったら、戦力は二〇％減。

　相手の戦力も増えて、戦況はヤバくなる。

　だが、こちらが十人なら、あるいは二十人なら。百人なら、千人なら……人数が増えれば増えるほど、一人や二人が裏切ったぐらいでは、揺るがなくなる。

　頭かしらが操られて千人全部が敵になる、となったらまずいから、リスク分散のために一人の頭にあまり力を持たせすぎないようにしなきゃいけないが。

　ともあれ、しばらくは俺が頭だから大丈夫だろう。

　俺が死んだ後は少し心配だが、俺以上に優秀な人材などいくらでもいる。

　任せるに足る人物も出てくるはずだ。

　今でも、ロキシーとかいるしね。




　また、仲間集めの他にも、やるべきこと、手に入れておくべきものはたくさんある。

　一つが、オルステッドとの連絡手段の確保だ。

　前回の戦いにおいては、連絡不足でパックスを死なせてしまった。

　無論、連絡不足以外にも要因は様々あるだろう。だが……オルステッドとの密な連絡手段があれば、回避できたはずだ。オルステッドに頼りっきりになろうとは思っていないけど、これからは今以上に、離れて行動することが多くなる。

　そのため、連絡手段は必須だろう。

　重要な局面においては、自分ひとりの判断で動くより、誰かに相談した上で動いたほうがいい場合が多いはずだ。

　相手の窮地を知ることができれば、急行することもできるしな。

　もっとも、俺がオルステッドを助ける場面は想像もつかないが、ともあれ、一方的にでもいいから相手に情報を届けることができればいい。

　ということを踏まえて、オルステッドに相談してみた。

　電話なるものの存在について説明しつつ、似たようなものは存在しないか、あるいは作れないかな、と。

「声や文字を届ける魔道具か」

「文字だけでもいいんですが、とにかく遠くにいても情報のやりとりはできたほうがいいかなと。判断に困る時は相談したいですし、だめですかね？」

　無理だろうと思った。

　世の中、そんな便利じゃない。

「龍族の魔道具に似たようなものがある。それを再現すれば、恐らくは可能だろう」

　と、思ったのだが、意外にもオルステッドの返事は色よいものだった。

「へぇ、そんなものがあるんですか」

「ああ、お前も見たことがあるはずだ」

　マジかよ。

　そんなんどこにあったっけ。

　あれば、便利だ、俺も欲しい、と思うはずだが。

「七大列強の石碑や、冒険者ギルドのカードだ」

「ああっ！」

　なるほど。

　言われてみるとそうだ。

　冒険者ギルドのカードは音声入力だったし、七大列強の石碑は同じ文面のものが世界中に転がっている。

　はー。なるほど。冒険者ギルドのカードって、龍族の作りし物ブツだったのか。

　確かに、なんかオーバーテクノロジーっぽかったものなぁ……。

「少し改良が必要だが、作ってみるとしよう」

「え？　オルステッド様が、直々に作られるのですか？」

「どうせ、お前の出現で予定は狂いっぱなしだ。必要があるなら作っておいたほうがいいだろう……次回にも活かせる」

　というわけで、オルステッドが手ずから作ってくれることになった。

　嬉うれしい誤算だ。

　次回もオルステッドが俺を仲間に引き入れようと考えているらしいということも見えて、実に嬉しい。

「できない可能性もある、考慮しておけ」

「イエッサー、ボス！」

　通信機器に関しては良しとしよう。

　と、もう一つ。

　前回の失敗を踏まえて、作っておかなければならないものがある。

　魔導鎧マジックアーマーの輸送方法だ。前回、せっかく持っていた魔導鎧マジックアーマー『一式』も、移動にしか使えなかった。

　町から砦とりでへと運ぶのにもずいぶんと手間が掛かり、城内にも持ち込めず、結局は死神ランドルフとの戦いでも使えなかった。

　今後、死神レベルと戦うことはそうそうないとは思う。

　けど、絶対にないとは言い切れない。前回のような事態に陥ることを踏まえ、何かをしておきたい。

　無論、それを解消すべく、小型で性能のいい『三式』の開発も進めている。

　だが、『三式』の製作にはまだまだ時間がかかる。

　ザノバも全面的に協力してくれてはいるものの、一年や二年で出来上がるものではないだろう。

　そこで、一つの案が浮かんだ。

　『一式』をそのまま召喚してはどうか、というものだ。

　かつてシルヴァリルから受けた授業によると、物質の召喚はできないらしいが……。

　でも、なーんか、もうちょっとこう、発想の転換ができれば、物質の召喚もできる気がする。

　その辺について、個人的に少し試してみるつもりだ。

　ダメならダメでいい。




　さて、仲間集めに関しての方向性は決まった。

　ひとまずは、ルード傭兵団を大きくしつつ、さしあたって各国の権力者とツテを作って仲間にしていくのがいいだろう。

　ひとまずは、クリフとアリエルだな。

　ミリス教団の教皇の親族と、アスラ王国の次期国王。

　半分仲間みたいな彼らを、正式にオルステッド陣営に組み入れるのだ。

　二人のどちらが先か。

　もちろん、近くに滞在しているクリフからだ。

　クリフを仲間に加えれば、ミリス教団とのつながりができる。

　ミリス神聖国は強国だ。ラプラスとの戦争においても、極めて強力な戦力となろう。

　戦いは金と数だしな。

　いざという時につながりがあって悪いことはない。

　クリフはなんだかんだ言って、俺の親友と言ってもいい。

　オルステッドの呪いに関しても協力的だし、口約束程度で十分だろう。

　二つ返事のウンが聞ける。

　そう考え、俺はクリフが暮らすアパルトメントへと赴くことにした。




　クリフの愛の巣へとやってきた。

　珍しく情事に至っていないらしく、昼下がりのアパルトメントはシンと静まり返っていた。

　ていうか、毎日あれでは、近隣の住民も心穏やかに過ごせないだろうに……。

　いや、普段は学校の研究室の方でやってるから、夜ぐらいなのか。

「やぁ、ルーデウス……」

　部屋を訪ねると、げっそりとやつれたクリフが出迎えてくれた。

　エリナリーゼの妊娠中から子供が生まれたばかりの頃は元気そうだったのに、最近はいつも青い顔をしている。

　そろそろクリフの腎虚が心配だ。

「あら、ルーデウス、珍しいですわね」

　対するエリナリーゼはというと、テカテカしている。

　満足そうな顔で赤ん坊に乳をあげていた。

　上半身裸で、下もパンツだけ。今は小休止中で、飯が終わったらまた続きをするのかもしれない。

「ええ、ちょっと用事がありましてね」

　それにしても、お嬢様系の金髪美人が半裸で赤ん坊に乳をあげている姿というのは、思った以上に絵になるな。

　長耳族だから全体的に細くてスラッとしているし。

　彼女の普段のビッチっぷりと、今の聖母のような態度。これも一種のギャップなのだろうか。

　シルフィやロキシーの授乳姿を見た時も、何やらギャップを感じたものだ。

　最近はエリスにもギャップを感じる。

　あのエリスが赤ん坊を抱えて、じっと乳を吸われているというのに、声を荒らげることも、吸っている相手を殴ることもない。

　女性が母となり乳をあげる姿というのは、やはり神秘なのだ。

「ルーデウス、あまりマジマジと見ないでくれないか？」

「えっ？　あ、すいません」

　あれこれ考えていたら、クリフに釘くぎを刺されてしまった。

　すまんすまん。別にエロい気持ちで見ていたわけじゃないんだ。

「リーゼも、お客が来たんだから服ぐらい着てくれ」

「あら、クリフったら……嫉妬してらっしゃるの？」

「そうだよ。ルーデウスは君にとって家族みたいなものかもしれないけどな……」

「わかりましたわ」

　エリナリーゼは肩をすくめながら、赤ん坊を抱いたまま奥の部屋へと引っ込んだ。

「ルーデウス。君も、三人も妻がいるのに、人の妻に色目を使わないでくれないか？」

「色目なんて……」

　使っていないと言い返したかったが、見てたのは確かだ。

　俺だって、シルフィたちの裸は見られたくない。謝っとこう。

「いえ、すいませんでした。次からは気をつけます」

「ああ……」

　クリフはため息をつきながら、ソファに身を沈めた。

　疲れているのもあるだろうけど、なんか機嫌が悪そうだな。夜の生活の不具合でもあったのだろうか。

「で、今日はどうしたんだ？」

「ああ、いえ、ちょっと頼み事というか、勧誘というか……」

　クリフはどんよりした目でこちらを見ている。

　なんか話しにくいな。出直そうかしら。いや、出直す前に理由ぐらい聞いておくか。

「……何かあったんですか？」

「別に何も……」

　クリフは何かを言いかけて、首を振った。

「いや、ちょうどよかった。どうせ君には言わなきゃいけないことだからな……」

　何やら意味深な前振りだ。

　前回のザノバの一件を思い出す。

「実は、ミリス神聖国の祖父から手紙が届いたんだ」

　パターンも一緒だ。

　となると、クリフを誘い出す罠わなか。また戦争か。またヒトガミの罠か。

　いや、どのみち、クリフにはミリス神聖国との橋渡しを頼もうと思っている。

　本人もそのつもりみたいだし、今度は連れ帰ろうなどと甘っちょろいことは考えない。

　無論、彼にシャリーアにいてほしいのは確かだが、俺は目的を目指す。

　クリフは立ち上がり、棚から一通の手紙を取り出した。

　これまた凄すごいデジャヴュだ。

　きっと手紙には、祖父がクリフの育成にどれだけの金を掛けたか。なぜ金を掛けたのか。それはウチの陣営の力となってもらうため。いつ力になってもらうのか？　今でしょ！

　みたいなことが書かれているのだろう。

　心して見なければなるまい。

「あ、そんな深刻な問題じゃないんだ」

　クリフが頬ほおをポリポリと掻かきながら言った。バツの悪そうな顔だ。

「前々から、卒業したら戻るって話をしてたからな。路銀と道中の心配だけなんだ」

　言われて、見てみる。

　冒頭は、クリフの体を労いたわるような言葉から始まった。

　それから、路銀が足りなくなったら、同封しておいたミリス教団幹部の記章をミリス教会で見せろという案内。目下のところ、ミリシオンにおける権力争いは劣勢だから、戻ってくるなら覚悟してくれ、覚悟がないなら戻ってこなくてもいいという厳しめの注意文。最後に、厳しいことを書いたが、久しぶりに顔を見たい、帰りを心待ちにしているという言葉で締めくくられている。

　全体的に、クリフのことを慮おもんぱかった、心あたたまる手紙だ。

　クリフの祖父というのは会ったことはないが、良い人そうだな。

　これの何が問題なんだろうか。

「実は、迷っててな」

　迷うというと、覚悟云うん々ぬんの話だろうか。

「僕は卒業したら、すぐにでもミリスに戻るつもりだった。そのための修行も積んだし、今の今まで、ずっとそのつもりでいたんだ。ミリス教団の権謀術数の中で、戦い抜いて勝つ自信もあった」

「ですよね」

　クリフは元々、そう言い続けていた。

　この学校を卒業したら、ミリス神聖国に戻り、祖父の跡を継ぐと……。

　もっとも、最近では、教皇の跡継ぎは難しいことを理解して、地道に神父としての修行をしているが。

「でも……」

　クリフはソファに座り込んで、頭を抱えた。

「僕は結婚もしたし、子供も生まれた」

　それだけで、彼の悩みがわかった。要するに、俺がいつも悩んでいることと同じ類たぐいのことだ。

「ミリス教団は、平気で弱者を……敵の家族を狙うんだ」

「……」

「リーゼはまだいい、彼女は自分の身を守る術すべを持ってる。でも、クライブはまだ、自分の足で立つことすらできないんだ。僕は…………守り切る自信がない」

　悩む気持ちはわかる。

　大切な人には、いつだって安全な場所にいてほしいものだ。

「第一、僕はまだ、祖父に結婚したことすら伝えてないんだ。ミリス教皇の孫が、長耳族と結婚したって知れたら、変な醜聞が立つかもしれない。その醜聞に足を引っ張られて、失脚してしまうかもしれない」

　ミリス教は、他種族に対する圧力が凄いからな。

　長耳族は大森林の民だから、あまり排斥はされていないようだが、一部の過激派は人族じゃないというだけで迫害するという話だし。エリナリーゼも、長耳族の中ではあまりいい立場にはいないらしいし、厳しい現実が待っているかもしれない。

「そういうことをぐるぐると考えてたら、帰るべきか、帰らないべきかわからなくなってリーゼに甘えて……最近はそんなのの繰り返しだ……今更になって、ザノバがあんな意固地になった気持ちがわかったよ……」

　クリフ自身は、きっと帰りたい、帰らなければならないと考えているのだろう。

　だが、妻と息子が危険にさらされる。その上、妻のせいで祖父までやばいことになるかもしれない。

　そんな状況で、自分は自分の道を進んでいいのか。

　わかるまい。俺にだってわからない。

　だが、今回、俺がここに来たのはその件についての話でもある。

　今の俺には、助け舟を出すことができる。

「クリフ先輩」

「…………なんだ？」

「正式にオルステッド様の軍門に下りませんか？」

　クリフはきょとんとした顔でこちらを見た。

　言い方が悪かったかもしれない。でも、「俺の仲間に」とか言って誤解されても困る。

　ハッキリ言ったほうがいいだろう。

「どういう意味だ？」

「オルステッド様の配下になれば、俺とオルステッド様で、全面的にバックアップできます。エリナリーゼさんとクライブ君を守りつつ、クリフ先輩の陣営を勝利に導かせることも可能です」

　クリフは眉根を寄せた。

「そのバックアップを受けた場合、僕は何をすればいいんだ？」

「権力を握った後、ラプラスが復活した時に備えてもらいます」

　そう言って、俺は計画を話した。

　オルステッドを中心とした八十年後の計画だ。

　クリフにはヒトガミのことについてもすでに話していたが、一から丁寧に話した。

「……」

　全てを話し終えた時、クリフは難しい顔をしていた。

「どうですか？」

　そう聞いた時、クリフはしばらく黙った。

　腕を組んで、目を瞑つぶって、悩ましげに唸うなり声を上げた。

「うーん……」

　悪い話ではないはずだ。

　クリフも、オルステッドに漂う嫌悪感は呪いによるものであると知っている。呪いを差し引いたオルステッド本人の人となりは知らないだろうが……それでも、オルステッドを抜きにしたって、俺はクリフを裏切らない。疑われていると思うと悲しい。

「もう少し……時間をくれないか？」

　悩んだ末、クリフは絞り出すようにそう言った。

「もうすぐ卒業式だ。それまでに、決めるよ」

　いつまでという期限も決められて、俺としては首を縦に振らざるを得ない。

　なぜ、どうして素直に頷うなずいてくれないのかと思うところはある。

　だが、クリフ自身、なぜ迷っているのかわからないのかもしれない。

「なんだったら、エリナリーゼさんとも相談してください。一人で悩むことは、ないでしょうから」

「え？　ああ、そうだな。ありがとう」

　クリフは、今度は素直に頷いて、弱々しい笑みを浮かべた。

　エリナリーゼは、今の話を聞いていただろう。さっきから、扉のスキマにチラチラと金髪が見え隠れしているし。

　彼女なら、うまいことクリフを導いてくれるだろう。その結果、俺の思った通りにはならないかもしれないけど……それなら、それでもいいさ。

「じゃあ、また来ます」

「ああ。なんかすまないな」

「いえ、悩んだり、辛かったりする時は、お互い様です」

　そう言って、クリフの部屋を後にした。

　最後にエリナリーゼに目配せをしておくのも忘れずに。




　ひとまず、クリフの返事は卒業式に聞くとしよう。

　卒業式までは、あと二ヶ月ぐらいだ。

　その間に、ザノバに頼みたいプロジェクトの方を進めるとするか。







第二話「ザノバ商店」




　王子でなくなったザノバ。

　彼は、王族としてのモノを処分して金を作り、俺の家の近くに居を構えた。

　二階建ての、こぢんまりとした家だ。人形製作ができるようにと考慮されており、一階はガレージのようにガランとした造りになっている。

　居住空間は主に二階。そこで、ジンジャー、ジュリと共に三人で暮らすらしい。

　三人で暮らすには十分な広さだろう。

　この三人の関係が今後どうなるかはわからんが……。

　結婚とかするんだろうか。

　ともあれ、しばらくは蓄えというか、王族としてもらっていた金があるから大丈夫だが、今後は減るばかりだろうということで、魔導鎧マジックアーマー製作の賃金を支払うことにした。

　研究開発費である。

　ザノバは受け取ってはくれたものの、あまりいい顔はしなかった。

「余一人で作ったわけでもないのに、余だけが金銭をもらうのは、何やら申し訳なく思いますな」

　と、眉をハの字に歪ゆがめて言っていた。

　言いたいことはわからないでもない。魔導鎧マジックアーマーは、俺とザノバとクリフの三人で協力して作った。

　その研究開発費をザノバだけが受け取る。筋の通っていない話だ。

　だがしかし、それを言うなら、一番スジが通っていないのは俺だ。

　俺は、魔導鎧マジックアーマーを着用して仕事に出かけ、報酬を受け取っている。つまり、今まで俺だけ金を受け取ってた形になる。皆で作った魔導鎧マジックアーマーで、だ。

　魔導鎧マジックアーマーは、金銭目的のために作ったわけではないが、それでも金を求めて殺し合いをするのが人間という生き物だ。平等にすべきだというのなら、クリフにも支払わなければならないだろう。

　もっとも、クリフは金に困っているわけではないので、受け取ってくれるかは微妙だが。

　まあ、それはいい。

　少なくとも、誰かが金を要求してくれば、支払えるだけのモノはある。

　明らかに法外な金額をふっかけてくるほど意地汚い奴は、俺の知り合いにはそういない。

　俺自身も、相手が困ってるなら金を出すぐらいの余裕はある。

　やっぱり人間、金銭的にも余裕がある時は、人に優しくしなきゃならん。

　ま、魔導鎧マジックアーマーは必要なもので、ザノバの人形製作技術も必要なものだ。

　必要なものに対して金を出す。当然のことだ。

　そんなわけで、今のところザノバは安定した生活を送れていると言えよう。

　そんなザノバの家の前に立ち、深呼吸を一つ。

　この家には家主がいない時でも、自由に出入りしていい、なんて言われている。

　でも、入る時は、ちゃんとノックだ。

　それが親しき仲の礼儀ってやつだ。

「ザノバー、俺だー！　開けてくれー！」

　呼び鈴をカランカランと鳴らしながら、ザノバに呼びかける。

「おお、師匠。どうぞどうぞ、開いておりますぞ」

　レスポンスは非常に早かった。だが、俺は念には念を入れておく。

「本当かー？　開けてもいいのかー？　本当に開けちゃうぞー？　止めるのは今のうちだぞー？　俺は動き出したらもう止まらんぞー？」

　前は念を入れずに、事案スレスレだったからな。

「何のことやらわかりませんが、止めませんのでお入りください」

「本当か？　お前のそばで着替えてる女性とかいない？」

「大丈夫ですとも」

　俺は信じた。ザノバを信じた。

　そうとも、俺は彼を信じるんだ。

　あの未来の日記において、最後まで俺を信じてくれた彼を。

　たとえ世界がひっくり返っても、ザノバを信じてやるんだ。

「んじゃ、おじゃまします」

　扉を開けて一歩足を踏み入れれば、そこはもうザノバの工房だ。

　広い空間には作業机が二つ置かれ、そこかしこに木箱と人形が転がっている。

　ザノバは一つの机の前に座っていた。

　ジュリも一緒だ。

　と、それだけならいつものことだが、今日はちょっと雰囲気が違った。

　具体的に言うと、ジュリが座っている場所が問題だな。

　いつものジュリは、ザノバからちょっと離れた位置にある机で、人形を作っている。

　だが、今日はその机の前には座っていなかった。

「……」

　ジュリはザノバの膝の上に座っていた。

　ザノバの膝の上に座りながら、真剣な顔で人形に着色を施している。

　ザノバはというと、その頭上で魔導鎧マジックアーマーのパーツを慎重に削っている。

　ジュリの頭の上に削りカスがポロポロと落ちているが、ジュリが気にする様子はない。

「ザノバ……ちょっと見ない間に、ジュリとずいぶん仲良くなったね？」

「ふむ、いけませんか？」

　ジュリの背が低いのと、ザノバの背が高いのも相まって、兄妹みたいだ。

　まぁ、セーフだな。膝に乗って一緒に人形作るぐらいなら……。

　淫行の疑いは無しと見ていいだろう。いや、別にやっててもアウトじゃねえんだけどな。

　この世界に児ポ法はないし、とがめたりはしないよ。

　でもなんか、こう、ねぇ。

　せっかく念を入れたんだから、離れていてほしかったよ。

「いや、微笑ほほえましいよ」

　そう言いつつ、俺は工房の端に置いてあるイスを引っ張ってきて座った。

「それで、師匠、今日はどうしましたか？」

「うむ」

　もちろん、ザノバのところには雑談をしに来たわけではない。

　ザノバには魔導鎧マジックアーマーの製作を頼んでいるのだが、それと並行して、もう一つ仕事を任せたい。

「実はザノバ、今日はお前に、辞令を渡しに来たんだ」

「はぁ……じれいですか？」

「そう、辞令だ」

　そう言いつつ、胸元から取り出いだしましたるは、一枚の紙切れ。

　俺はそれを捧ささげ持ち、ザノバに差し出す。

「おっと、これは失礼」

　ザノバは慌ててジュリを下ろすと、パパッと胸元の削りカスを払ってから、恭しく受け取った。

　礼儀のなっている男だ。

「ふむ……『ザノバ・シーローンを人形販売部門の責任者に任命する』と書かれておりますな」

「うむ、謹んで受けたまへ」

「受けるのはよろしいのですが……例の計画は延期になったのではなかったのですか？」

　この辞令はつまり、かねてから予定していたルイジェルド人形の販売計画の開始を意味する。

　今、なぜこのタイミングで、と思うかもしれない。

　だが、今だからこそ、やらねばならぬのだ。

　というのもだ。これから各国の権力者を取り込むと同時に、対ラプラスとの戦いを視野に入れた仲間集めをするわけだ。

　だが、所在地がわからない人物が何人か存在している。

　例えば、そう、ルイジェルドだ。

　本来の歴史であれば、魔大陸にいる彼だが、このループにおいては、俺と共に中央大陸に移動してしまった。

　最近は音沙汰もなく、行方も知れない。

　まさか彼のことだから万が一ということはないと思うが、すぐに会って協力を要請することはできない状態だ。

　まぁ、彼も別に姿を隠しているわけではないだろうから、捜しているうちにどこかで見つかるかもしれない。

　だが、やはり「ラプラスを倒すため、協力してくれ」と、俺が最初に頼みたいのは彼だ。

　何を隠そう、彼だ。ラプラスと因縁深い彼だ。

　彼をなんとしても見つけ出し、俺が直接、頼みたい。

　ラプラスへの恨みを晴らすチャンスを、彼に与えてあげたい……。

　というのは建前半分。単純に、ルイジェルドに久しぶりに会いたい。会って、また一緒に、同じ目標に向かって進んでいけたらいいというのが、残りの本音半分だ。

　ほぼ利己的な理由だが、そういう流れでルイジェルド人形の販売を開始することにしたのだ。

　単純に捜すより、そっちの方が早かろうという目もく論ろ見みもあるし。

　スペルド族のイメージアップは、かねてから計画していたものでもあるし……。

　一応、他にも建前は用意してある。

　例えば、魔導鎧マジックアーマーに関してだ。

　魔導鎧マジックアーマーという兵器を作るのに、俺とザノバ、クリフの三人で行き詰まりを感じているのも確かだ。

　このままでは、『三式』が完成しない可能性もある。

　そこで、大々的に人形を販売。

　商売として規模を大きくしていくと同時に、技術者を募ったり、育てたりする。

　なにせ、人形の製作技術は、そのまま魔導鎧マジックアーマーの製作技術に通じているからな。

　ザノバやクリフの技術を知る専門家が増え、各員が試行錯誤を繰り返せば、何か革新的なアイデアが生まれる可能性も高まる。

　どこの世界でも、技術者の育成は重要なのだ。

「──と、いうわけだ」

　以上のことを、事細かにザノバに説明する。

「俺がやりたいだけってのもあるけど、魔導鎧マジックアーマーの製作技術は、今後も伸ばしていきたい分野だからな。誰よりも理解のあるお前に、責任者を頼みたい」

「ふむ……」

「サポートとして、以前からルード傭よう兵へい団の方で商業に詳しい団員を捜して付ける。もちろん、最初の店舗の立ち上げには俺やアイシャも協力する……やってくれるな？」

「ハッ、お任せを」

　ザノバはあっさりと頷うなずいて、膝をついた。

　脇で見ていたジュリも慌てたように膝をついた。

「グランドマスター！　わたしは、何をすればいいでしょうか？」

「ジュリはザノバについて、彼の指示に従ってくれ」

「はい！」

　ジュリにも、かなり頑張ってもらうことになる。

　これから、ルイジェルド人形の初期ロットの量産体制に入ってもらう形になるだろう。

　ザノバのためにお金を稼ぐ。

　そう聞けば、彼女も奮起するだろう。

「じゃあ、詳しい話はまた後日にしよう。今日はそれだけだ」

「わかりました」

　さて、では傭兵団の方で目をつけていた人物を連れてくるとするか。





　　　　★　★　★






　数日後、俺は二人の人物を伴って、ザノバの家までやってきた。

　片方は、丸いメガネをつけた、気弱そうな男だ。

　ちなみに髪型はマッシュルームカットではなく、七三分け。

　服装は、黄色い刺し繍しゅうのある黒コート、種族は人族である。

「今日から、ここが君の職場になる」

「は、はい……」

「いいかねヨーゼフ君。この一大プロジェクトは、君の手腕にかかっているといっても過言ではない」

　俺がそう言うと、彼はゴクリとツバを飲んだ。

「だが、必要以上に気負う必要もない。なにせ、我らの主である『あの御方』にとって、このプロジェクトは、数多くあるプロジェクトのうちの一つでしかないのだからね」

　彼の名はヨーゼフ。

　気弱な性格で酒に弱く、よく青い顔をしているため、傭兵団ではブルーという愛称で呼ばれている人物だ。

　彼は傭兵団に来る少し前までは商人だった。

　この世界の商人は、大抵は行商から始まる。

　金を貯ためてギルドや商会での地位を上げ、大手の商人の部下や弟子になったりして、さらに金と経験を溜ためて店を持つ。

　店を持った後に軌道に乗れば、大おお店だなの店主になったり、商会の幹部になったり、あるいは王室御用達の店に選ばれたりする。

　ヨーゼフは、一時期は店まで持っていたそうだが、そこで大きな失敗をして、全てを失ったそうだ。

　その大きな失敗というのが何か、彼は黙して語らない。

　けど、間違いなく女絡みの失敗だ。

　そう断言口調で語っていたのはリニアだ。

　もちろん、リニアの断言など信しん憑ぴょう性せいは欠片かけらも存在しない。粉々になったクッキーの如し。

　俺の予想だと、酒に関する失敗だと思う。酒を浴びるほど飲んで従業員の女の子に手を出したら美人局つつもたせで……あ、これじゃリニアと同じだな。今のなし。

　まぁ、とにかく全てを失った彼は、巡り巡って傭兵団へとやってきた。

　アイシャに聞くところによると、事務や会計に関しては非常に有能で、店を持っていたというのも嘘うそではなさそう。

　あの能力判定に厳しいアイシャが「有能だ」と断言するレベルなのだから、これは相当だろう。

　……いや、アイシャは俺のことを有能だと思っているフシがあるから、そんな大したことないかもしれないけど。

　ともあれ、そういう流れで彼に白羽の矢が立った。

　ザノバの店の立ち上げのアドバイザーとして。

「だ、大丈夫でしょうか……ザノバ様は、とても恐ろしい方と聞き及んでおります……怒ると人の体を天井に叩たたきつけ、ぺしゃんこにするとか……」

　ヨーゼフ君の顔色が凄すさまじくブルーだ。

「ヨーゼフ君。それはただの噂うわさだよ。どこの世界に、怒って人の体を天井に叩きつける人間がいるというのかね。本当に怒ったのなら、地面に叩きつけるじゃないか？　そうだろう？　だって地面の方が硬いんだから」

「そ、そうですよね……」

　そうだとも。

　ザノバが人を天井に叩きつけるのは、嬉うれしさで舞い上がった時だ。

　怒った時は顔をアイアンクローだよ。

「ともあれ、怒らせないほうがいいのはもちろんだ。でも、それはどんな相手でもそうだろう？　君も商人の端くれなら、どんな相手にもニコニコ笑っていたほうがいいと、そう思うだろう」

「い……いえ、時には、怒らせたほうがいい場合もあります」

「ほう」

「い、怒りは判断を鈍らせますから。特に敵に対しては、怒らせて判断を誤らせたほうが、交渉がうまくいくこともあります」

　なるほど。

　敵に関してはね。でも今は、敵の話はしていないんだよ。

「ザノバは敵かい？」

「い、いえ！　申し訳ありません。言葉尻を捕まえて口答えなど……！」

「気にすることはない。俺の方が間違っていた。そうだな、敵は怒ってくれたほうがいい時もあるよな」

「は、はい……無論、ザノバ様は敵ではありませんので……怒らせないつもりではありますが……その、自分は、傭兵団では、他人を怒らせてばかりなので……」

　確かに、彼は豪放な勇者の多い傭兵団において、少し浮いている。

　臆病でオドオドしているからだろう。

　アイシャの紹介で彼を面接した時なんか酷ひどかった。

　団長室に現れた彼の顔は、ブルーを通り越してホワイトで、死人のような顔をしていた。

　自分は何かミスをして、それが理由で罰せられるに違いないという体ていで話をしていたため、顔には引きつった薄ら笑いが張り付き、出てくる言葉はおべんちゃらばかり。

　本当にこいつで大丈夫か、と思ったものだ。

　実際、アイシャも推薦を取り消そうとしていた。

　彼は商人としては落らく伍ご者。

　つまり失敗した人物なのだ。

　失敗したヤツのアドバイスはあまりアテにならないことが多い。

　なぜ失敗したかをちゃんとわかっていないから、同じことを繰り返す可能性がある。

　同じ失敗を繰り返してきた俺が言うんだから間違いない。

　だが、物事には失敗はつきものだ。

　多くの失敗を重ねた者の体験は貴重である。

　それに、失敗を失敗のまま終わらせてしまえば、人はいつまで経っても成長しない。

　一〇〇％の成功でなくてもいい。

　達成率が六〇％ぐらいでも、及第点を取ることで世界が変わる。

　成功体験は人を変えるのだ。

　彼に成功体験を植え付けてやれば、きっと将来、素晴らしい人材となってくれるだろう。

　だから俺は、あえて彼にこのプロジェクトを任せようと思ったのだ。

「『あの御方』は、失敗に対しては寛容だし、成功に対しては正当な見返りを与えてくれる。もし君がこのプロジェクトを成功させてくれるようなら、そのまま傭兵団の商業部門の責任者に収まることもできるだろう」

「わ、私には恐れ多いことです」

「そうかもしれないな。しかし、君はこのプロジェクトへの参加を断ることなく、ここまで来てくれた。それが全てだ」

　我ながら、素晴らしい締めくくりだ。

「何も心配することはニャい。ザノバなんてあちしの舎弟みたいなもんだニャ。胸を張っていて何かあったらあちしに言えばいいニャ。そしたらガツンにゃ」

　そんな素晴らしい締めくくりを、もう一人の人物が台無しにした。

　リニアである。

　プロジェクトを立ち上げるにあたって、なぜか彼女が付いてきた。

　商売という点について一家言もっているような態度で。

　リニアの場合はまともに商人として活動し始める前に潰つぶれたので、一家言あるような態度をしていても素人に毛が生えた程度だと思うのだが……。

「団長……ありがとうございます。心強いです」

　ヨーゼフも彼女が付いてきてくれることに安心しているようだし、彼女にも立場ってものがあるだろうから、ひとまず今のところは何も言わず、言いたい放題にさせている。

　でも、あまり邪魔するようならつまみ出そうと思う。

「ともあれ、入ろうじゃないか」

　これ以上は平行線なので、俺はザノバの家の入り口を開けた。

「ザノバ、先日話していた例の……」

　しまったと思った。

　またノックを忘れた。

　ガチャリと開いた扉の奥には、信じられない光景が広がっていた。

　ザノバの家の一階、その奥にはザノバとジュリが座り、それぞれ人形をいじっていた。今回は膝の上には座っていない。

　だから、それはいい。

　俺が入ってきたところで、動きをピタリと止めた人物がいた。

　ジンジャーだ。彼女は、可愛かわいらしい犬のぬいぐるみを大事そうに抱えていた。

「な、何か……？」

　ジンジャーにぬいぐるみ。

　いやはや、なんとも似合わないというか、意外な組み合わせだ。

　見てはいけないものを見てしまったような気になる。

　てっきり、ジンジャーはそういうものには興味がないと思っていた。
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　もしかすると、ザノバが王族でなくなったということで、心境の変化でもあったのかもしれない。

　うん。落ち着いて考えてみると、信じられないってほどでもなかったか。

　人の趣味をとやかく言うべきではないな。

「ギャハハハ！　騎士がぬいぐるみなんて抱えてるニャ！　子供みたい……ニャ!?　ボス、何するニャ、ちょっと待っ──」

　俺はリニアをつまみ出した。

　ちなみに獣族には、魔物や動物の模型を相手に、狩りの練習をするという遊びがある。本当に小さい子のやる遊びだ。

　だから仕方ないのだ。彼女はジンジャーの趣味をバカにしたわけではない。

　獣族の常識に従った言動をしただけなのだ。

　とはいえ、言われたほうはたまったもんじゃない。ジンジャーは、なんとも恥ずかしそうな、いたたまれなさそうな顔をしていた。

　フォローせねば。

「こほん、良いぬいぐるみですな。どこで購入なされたのですかな？」

　おっと、なんかザノバっぽくなっちまった。

「……アスラ王国からの輸入品です。作者はベンジャーで、毛皮の端切れを使って、こうした人形を作っているとか」

「ベンジャーですか。ジンジャーと名前が似ておりますな」

「はい。なので少し気に入ってしまいまして……そんなに子供っぽいでしょうか」

「まさか。空気の読めない猫の言ったことは気にしないで。あいつは趣味ってものがわかってないんです。ジンジャーさんは好きなものを好きなだけ愛めでればいいかと」

「……ハッ、ありがとうございます」

　そんな会話をしていると、ザノバがめっちゃ微笑ましそうな顔をしているのがわかった。

　趣味の沼に落ちる友人を見ているオタクみたいな顔だ。

　ジンジャーが人形に興味を持ってくれて嬉しいのだろう。

　まぁ、犬のぬいぐるみだから、人形じゃないんだけど。

「ルーデウス様、そちらの方は？」

「ああ、紹介するよ。ザノバ」

「ハッ」

　ザノバを呼ぶと、彼は即座に立ち上がり、服についた削りカスのようなものをパパッと払って、こちらにやってきた。

　その後ろに、ジュリがちょこちょこと付いてくる。

「彼はヨーゼフ。傭兵団の中でも、特に商売に詳しい男だ。人形の販売についてのアドバイザーとして、お前につける」

「ふむ」

　ザノバの眼鏡がギラリと光る。

　ヨーゼフを品定めでもするかのような視線だ。

　ジュリも上目でヨーゼフを睨にらみつけている。可愛い。

「師匠、失礼ですが、彼は人形についてどれほど？」

「まったくの素人だ」

「ほう」

　ザノバの眉がピクリと動く。

「師匠のことですから、何か考えがあってのことでしょう。なぜ人形についての素人である彼を？」

　珍しい。

　ザノバのことだから、二つ返事で彼を受け入れてくれると思った。

　師匠のことだから何か考えがあってのこと、わざわざそれを聞きはしません、と。

「失礼。しかし聞いておきたいのです。余も遊びでやるわけではございませんゆえ」

「もちろん説明するさ」

　ザノバも、ガチでこの仕事に取り組もうとしてくれているのだろう。

　オルステッドの下について、パックスの仇かたきを討つ。

　その仕事につくのに、腹を括くくっているのだ。

　決して、芸術を理解しない輩やからに自分の仕事に口出しされたくないとか、そういう理由で言っているわけではないのだ。

　だよな？

「まず、元商人であるがゆえ、商売について詳しいこと。二つ目に、商人として一度失敗しているがゆえ、慎重であること。人形についてズブの素人であるがゆえ、素人目線で物事を考えられること」

「素人目線、ですか？」

「そうだ。今回のプロジェクトにおいて、人形を売る相手はお前のような好事家ばかりじゃない。主に素人だ。場合によっては、人形にまったく興味のない相手も対象になってくる。そういう相手にどう売るのか……何かアイデアを出した時に、ああそれなら自分も買うな、と素人である彼が思えないようなら、素人には売れない」

「なるほど！　さすが師匠ですな。確かに、芸術を広めるには、時に子供のような目線も必要となりましょう」

　ザノバがそう言うと、ジュリもウンウンと頷いていた。

　ともあれ、ザノバ的にはＯＫということだろう。

　まぁ、まだ何もしていないから、何がＯＫということもないだろうが。

「ヨーゼフ。彼がザノバだ。今後、君の上司になる」

「は、ハッ！　よろしくお願いします！　誠心誠意、頑張らせていただく所存です！」

　ヨーゼフは、傭兵団特有のお辞儀をした。

　リニアの教育が行き届いているのか、なかなか綺き麗れいなお辞儀だ。

「うむ。ザノバである。共に手を取り合い、人形を世に広めていこうぞ」

　ザノバはそう言って、彼と握手をするのだった。

　でもなザノバ、目的を勘違いしちゃいけないよ。

　人形を広めるのはもちろん大事だけど、傭兵団と別ルートの資金獲得や、商業的な方面の組織の獲得、技術者を育てたりするのが目的なんだぜ？

　まぁ、それも建前で、俺の目的はルイジェルドに再会すること、なんだけどな。

　いや、商売って言ったって、別に人形じゃなくてもいいからね……。

「じゃあ早速、最初の店舗を建てるための作戦会議といこうか」

　顔合わせが済んだところで、仕事の話といこう。





　　　　★　★　★






「まず、これらが主力となる商品だ。これを、主に庶民を相手に売っていきたいと考えている」

　ザノバの家の一階、工房となっているその場所の大机に、俺はルイジェルド人形と一冊の絵本を載せた。

　本の内容はルイジェルドの英雄譚たんである。

　ノルンが書いたものだ。

「物語と人形を同時に売るんだ」

　前々から温めていたアイデアである。

　もちろん、本の販売はノルンの許可を頂いている。

　この世界に著作権はないが、そのへんはしっかりしとかないとな。

「なるほど……」

　ヨーゼフは本を手に取ると、パラパラと中身を確認した。

「悪魔と呼ばれるスペルド族が、実は終戦に導いた英雄だった……という話ですか。大丈夫なのですか？　このようなものを販売して」

「許可は取ってあるよ」

「……誰の？」

「そりゃもちろん、ペルギウス様だよ」

　ヨーゼフの顔が引きつった。

　他に誰の許可を取るんだって話だよ。登場人物の中で唯一生存している人物だぞ。

　肖像権があるのは彼だけだ。

　まぁ、この世界に肖像権なんてものは存在しないんだけどな。

「あの、ミリス教からは圧力がかかるのでは？」

「そうだな。魔族を賛美するようなものを販売することを嫌がる奴はいると思う。でも、スペルド族を悪魔扱いしていたのは、なにもミリス教に限った話じゃないし、作中でもミリス教の聖書から言葉を借りて、主人公の行いがミリス教的にも正しいと示している」

　ノルンはミリス教徒だからか、作中にはミリス教の言葉がいくつもちりばめられていた。

　リスペクトはしているんだ。

　ちゃんと内容を読めば、ミリス教が素晴らしい宗教であるということもわかるんじゃなかろうか。

　まぁ、素晴らしくとも俺はちょっと入れないけどね。妻が多すぎて。

「そうなのですか……自分はミリス教徒ではないのでわかりませんが、そういうことなら大丈夫でしょうね」

　実際には、中身に関係なくアレコレ言ってくる輩はいるだろう。

　でも、そういうのをまともに相手にしていても仕方がない。

　俺はコレが売りたい。スペルド族の名誉を回復したい。

　彼らはソレを売ってほしくない。スペルド族の名誉とか知ったこっちゃない。

　どちらも譲歩するつもりがないのなら、もう喧けん嘩かするしかないのだ。

「ともあれ、これらを売るにあたって、どこでどのように売るのがより効果的か……ヨーゼフ、君の忌き憚たんない意見を聞きたい」

　ヨーゼフはしばらく、人形と本を交互に見ていた。

　やがて顔を上げると、ハッキリと言った。

「売れませんね。これでは」

　おっとこれはびっくり。

「貴様……！」

「まぁまぁ待て待て」

　ザノバが一歩前に出てくるのを、どうどうと抑える。

　彼の話を聞こうじゃないか。

「本というものが爆発的に売れることはまずありません。まず、文字を読める人自体がそれほど多くないのです。好事家ではなく、素人に売るのでしょう？　王侯貴族相手なら多少は売れるでしょうが、庶民にとなると、難しいでしょう……」

　王侯貴族や好事家にだけは売れる可能性がある、か。

　単に金を稼ぐという目的だけならそれでもいい。でも、俺の目的は違う。

　限られた相手にだけ届いても意味がないのだ。

　うーむ……。

「師匠、一つ失念してはおりませぬか？」

「うん？」

　と、そこでザノバが眼鏡をキラリと光らせた。

　いや、眼鏡が光ったのはザノバの意思ではない。一歩前に出たから光が反射したのだ。

「師匠は以前、こういったものを付けて売るのもいい、と話されていたような気がしますが……」

　ザノバがそう言って、ヨーゼフの持つ絵本に脇から手を出し、パラパラとめくった。

　開かれたのは巻末のページ。それが広げられると、ヨーゼフが息を飲んだ。

「これは……文字の練習表ですか？」

　そう、これは文字習得用の表だ。

　文字の読み方の法則や、書き順、練習の仕方なども書かれている。これだけであらゆる文学をスラスラ解読できるようになるものではないが、これに沿って勉強していけば、まぁなんとか簡単な文章なら読めるようになる。

　はっきり言って、かなりの自信作で、実績もある代物だ。

　あのギレーヌ・デドルディアが文字を読めるに至った理論を表にまとめたもの、と聞けばその凄まじさが理解できるだろう。

「文字の教本は各国によって様々ですが、これはわかりやすいですね。これが付いているなら、文字に関することはクリアしたと言っていいでしょう」

　ヨーゼフは感心しきりに頷いていた。照れるぜ。

　しかし、ヨーゼフは次に人形の方を見て、眉をひそめた。

「でも、本と人形を同時に売る、というのは正直なところ、あまり良い案には思えませんね。本を欲しがる人と、人形を欲しがる人は別でしょうから……」

「デスヨネ」

　考えてみれば当たり前のことだ。

　本を買いに行ったのに、かさばる人形ももらってしまうと困ってしまうかもしれない。

「いや、それはやってみねばわかるまい。特にこれから文字を習得しようというなら、子供に買う者も多いはず。子供が興味を持つように人形をつけるというのは、あながち間違ってはおるまい」

「なるほど子供か……それもそうですね」

　ザノバの意見に、ヨーゼフが頷いた。

「しかしそれなら、もう少し子供が欲しがるような人形にしたほうがよいのでは？　この人形は、あまりに厳いかめしい」

　ヨーゼフはそう言いつつ、人形の頭をつまみ、カポッとはずれた髪を見て、ビクリと身を震わせた。

「英雄に憧れる男の子なら、これぐらいでちょうどいいのではないかな？」

「でも世の中の子供は男だけじゃない。女の子が欲しがるような人形もあったほうがよさそうです」

　女の子が欲しがるような人形か。

　バー○ーちゃんみたいな、ファッショナブルな人形だろうか。それとも、マスコット的な小さくて可愛いやつか。イマイチ、女の子の需要がわからんな。今度、どんなのが欲しいかルーシーに聞いてみるか。

　それにしても、いつしかヨーゼフのおどおど感がなくなっている。

　案外、ザノバとは相性がいいのかもしれないな。

　俺はちょいと黙って、二人の会話を聞いてみるとしようか。

「それで、販売形態はどんな形を想定しているのですか？」

「ひとまずは普通に店で売ろうと思っておる。在庫が増えるようであれば、露店で売るのもよいであろうな」

「露店ですか、それは……いや、冒険者の中には文字を読めない者も多いですから、いいのでしょうね。彼らは学校に通う余裕もありませんし」

「店の場所はどこがいいと思う？」

「基本的には人通りの多い場所でしょうが、今回の商売の目的には『技術者を増やす』ということもあると聞いています、なら、ここシャリーアでは、ひとまず工房街に店を構えるのもいいのではないでしょうか」

「工房としての側面を強くするというわけであるな。大量生産の準備だけは整えておき、資金に余裕ができれば、大通りに店を構え、一気に放出する」

「その通りです。問題は大通りのどこに店を設営するか……商業ギルドも新顔がいきなり金にものを言わせて良い場所を陣取ったら、良い顔はしないでしょう。しかし場所は大事ですから……」

「ふむ……ならばいっそ、アスラ王国などいいのではないか？」

「た、確かにアスラ王国に店を構えられれば、集客力はシャリーアの比になりませんが……輸送コストを考えると現実的ではないですね。ここからアスラ王国まで何ヶ月かかるか……」

「なに、ならばアスラ王国でも作ってしまえばいいのだ。幸いにして余も師匠も、次期アスラ王とは旧知の間柄。シャリーアより活動はしやすくなろうというもの」

「謎が多い方だとは聞いておりましたが……いえ、そうですね。かの『龍神の右腕』ともあろうお方なのですから。ともあれ、アスラ王国で実績を作れれば、シャリーアでの商売もやりやすくなるというもので──」

　俺をほったらかしにしつつ、二人は着々と話を進めていく。

　ザノバがヨーゼフの話を聞いて、感心したりしながら考えをまとめていく。

　ヨーゼフは傭兵団にいた時よりもイキイキしている。

　うむ、こうしてみると、ヨーゼフを選んで正解だったように思う。

　ずっとオドオドしながら面接を受けていた彼を見た時はどうなることかと思ったが、やはり彼は商売が好きなんだろう。

　好きこそものの上手なれ。

　また失敗するかもしれないが……それはそれでよしだ。

「──ひとまず、そういう計画でいきましょうか。会長、それでよろしいでしょうか」

　やっべ、話聞いてなかった。

　チラッとジンジャーとジュリの方を見てみる。

　ジュリはというと、よくわかっていないのか、ちょっと不安そうな顔だ。

　ジンジャーは「問題ないのでは」という顔。

「ジンジャーさん、あなたはどう思います？」

「私も少し勉強しただけなのでハッキリとしたことは言えませんが……聞いている限りでは、うまくいくようにも思えます」

　ほう、勉強しているのか。

　偉いねジンジャーさん。

　俺も折を見て少し勉強しておかないといけないかな。そんな暇があるといいが。

「そうだな。俺は商売については勉強不足で判断がつかない。ひとまずアイシャに計画や状況を話してみて、お墨付きをもらえたら、それでいってみよう」

　ここはひとまずアイシャに話を聞きに行って、その時にしっかり勉強しよう。

　それまでに、この世界の商業について少し勉強をしておくか。まあ、付け焼き刃にしかならないだろうけど。

　付け焼き刃で物事を判断するより、知っていることを判断材料としよう。

　ひとまずアドバイザーのヨーゼフがよしとした。

　アイシャから優秀と評されるヨーゼフが、だ。

　そして、それを責任者であるザノバが同意した。

　なら、さらに上にいる俺の取る行動としては、それを承認し、経過を見守るだけだ。

「ザノバ、ヨーゼフ。丸投げするようで悪いが、商売に関することは、お前たちに任せる。うまく軌道に乗せてくれ」

「ハッ！」

「りょ、了解しました！」

「必要な物資、必要な人材、必要なコネがあったら、気兼ねなく言ってくれ。なんとかしよう」

　全て丸投げするつもりはない。

　なんなら、自分で物事を動かしたいぐらいだが、俺は俺でやるべきことが多くなってきている。

　全てを自分の手で、というわけにはいかないのだ。

　部下を信頼し、事業を任せる、ということもこれから多くなっていくだろう。

　これはその第一歩だ。

「時に会長、店を構えるのであれば、屋号なども必要になってくるかと思いますが、いかがいたしましょうか」

「え……じゃあ、ザノバ商店で」

　こうして、ザノバ商店は発足した。




「あ」

　話がまとまったので帰ろうとすると、扉の隙間から覗のぞく目と、目が合った。

　忘れていた。

「すまん。忘れてた」

　扉を開けてそう言うと、リニアはじっとりとした目で俺を見たが、すぐにふっと肩をすくめた。

「ま、ヨーゼフが受け入れられたようで何よりだニャ」

「おっと、いつになく大人な反応」

「当然ニャ、あちしは傭兵団のボスだからニャ。部下が出向先で舐なめられたり虐げられたりしないようにするのも仕事のうちだニャ」

　なるほど。何で付いてきたのかと思ったが、そういう理由だったのか。

　それはなんていうか、追い出して申し訳なかった。

　ともあれ、ちょっと見ないうちに、リニアにも組織のトップとしての自覚ってやつが芽生えてきたのだろう。

　そのことを嬉しく思いつつ、俺は帰路につくのであった。





　　　　★　★　★






　ザノバ商店の最初の店舗は、工房街に設置された。

　工房街の外れにあった倉庫を改造したものだ。

　魔法都市シャリーアでは、どちらかというと本社＋工房業務が主で、今後はアスラ王国の方に版図を広げていく計画だ。

　アリエルあたりへの協力要請が必要になるだろう。




　ともあれ、ルイジェルド人形の販売計画は俺の手を離れた。

　まだ手元の近くでフワフワとはしているが、うまくいくように祈るとしよう。







第三話「クリフと魔法大学生徒会」




　その日、クリフは職員室へと赴いていた。

　もうすぐ卒業ということで、特別生としての研究レポートを提出するためであった。

　クリフの研究レポートの内容は『呪いを抑制する魔道具に関する研究』。

　この研究レポートは、提出したその場で教員たちに回し読みをされ、大絶賛された。

　その場で質問会や討論が発生し、職員室が熱狂に包まれるほどに。

　これは歴史に残る研究成果だと、教師の誰かが言っていたのを、クリフはハッキリと聞いた。

　だが、教頭であるジーナスは言った。

「これほどの研究成果を残していただいて申し訳ないのだが……すでに首席卒業者は決まっているんだ」

　今年度の首席卒業者は、ネリス公国のブルックリン・フォン・エルザースという人物だ。

　クリフは、その人物の名前を知っていた。

　ここ数年、試験で何かとクリフと張り合ってきた人物だ。

　クリフは、一度として彼に負けることはなかったと記憶していた。

「すまない。この場で言うべきではないかもしれないが、君は今季の卒業生の誰よりも優秀な成績を修めていた。それは誇ってほしい」

　クリフはその話を聞くと、「そうですか。わかりました」と一言だけ言って、職員室を出た。

　以前のクリフであれば、その場で激怒し、喚わめいたであろう。

　だが、この七年間でクリフも変わった。

　勉学に励み、友人と接し、神父として働きながら、いろんなことを経験し、理解した。

　学校には立場がある。経営にも金が掛かる。国は強大。人は平等ではない。

　そして人は、それらを飲み込んで生きていかなければならない。

　ついでに言えば、『魔法大学首席卒業者』という肩書きに、それほど価値を感じていなかった。

　クリフの友人には、そうした肩書きを持っていないのに、凄すごい人物もいる。

　今でこそ、その人物は『龍神の右腕』という肩書きを持っているが、それは彼が求めて手に入れたものではない。

　単なる行動の結果に過ぎない。

　そう、行動の結果だ。

　それを考えれば、肩書きだけを求めることが何と滑稽なことかと、クリフは思うのだ。

「ふぅ……」

　不満があるとすれば、研究が不完全だったことか。

　『呪いを抑制する魔道具に関する研究』。

　このタイトルがもう少し変化していれば、『抑制』という文字が『除去』にできていれば、クリフは何の不満もなかったことだろう。

　だが、残念ながらクリフは研究を完成させることができなかった。

　もちろん、まったく成果がないわけではない。エリナリーゼやオルステッドからは、かなり呪いが緩和されたと感謝の言葉を贈られた。

　しかし、目的には程遠かった。

「……」

　クリフは廊下の窓枠によりかかり、外を見た。

　そこには、七年前とほとんど変わらない、魔法大学の姿があった。

（思えば、ここに来たばかりの頃は、もっと思い上がっていたな……）

　当時のクリフは、自分のことを天才だと信じて疑わなかった。

　数年で何度も打ちのめされ、自分が大したことのない人物だと思い知らされた。

　学業の成績を聞く限り、一般的なレベルに照らし合わせてみると優秀だったようではある。

　この学校に来たばかりのクリフなら、あるいはそれを確認し、得意満面で周囲に対してマウントを取っていたかもしれない。

　今のクリフはそれを誇る気にはなれない。

　とはいえ、ことさら卑下する気にもなれなかった。

　この七年間は、クリフにとってあまりにも濃密で、得がたい経験が多かった。

　エリナリーゼとの結婚、呪いの研究、ルーデウスの屋敷の奇怪な人形、魔大陸での戦い、魔眼の授与、クライブの誕生……。

　本当にいろんなことがあり、自分はそれらと真しん摯しに向き合い、一つずつこなしていった。

　だからこそ得られたものがある。それは自分に才能があったから得られたわけじゃない。

　そんな自戒がある。

　そうした経験を得たお陰か、ミリス教の神父見習いとして働き出した時も、教徒からの評判はよかった。あなたはお若いのに、人の気持ちがおわかりになる方だ。将来は立派な神父さんになる。なんて言われたこともある。

　シャリーアの教会を預かる神父からも、神父としての免状を得ると同時に、「あなたはどこででもやっていけるでしょう」と太鼓判をもらった。

　きっと、七年前の自分のままであったなら、そうは言われなかっただろう。

「ふ……」

　クリフは口元に笑みを浮かべた。

　自分は自分の思い描いた人物になれたわけではない。

　でも、かつて思い描いていた人物より、今の自分の方がマシに思えた。

「さて、しかし、どうしたものか……」

　研究レポートを提出し、卒業式まであともう少し。クリフはルーデウスに、「卒業式までに返事をする」と答えてある。

　だが、未いまだに答えは出ていなかった。

　ミリシオンには戻りたいと思う。

　でも、妻と子供が出来てしまった。

　クリフの両親は、ミリス教団の抗争で死んだ。具体的に言えば、ミリス教皇である祖父の抗争でだ。自分がミリシオンに戻るのは、エリナリーゼとクライブを危険に晒さらすということに他ならない。

　そう悩むクリフに、ルーデウスは一つの答えを提示した。

　ミリス教団の一員として、オルステッドの手助けをしてほしい、と。

　仲間になってほしい、と。

　そのために必要な出世の手伝いもしてくれる、と。

　エリナリーゼやクライブを守ってくれる、と。

　そう言ってくれた。

　クリフ自身は、かつてはまだしも、今では自分にそれだけの価値があるとは思っていない。

　ましてルーデウスは、凄い奴だ。

　最初に出会った時は、なんだこいつはと思ったものだけど、真摯だし、努力家だ。

　クリフが体験した『得がたい経験』も、大半はルーデウスのお陰で得られたものと言えよう。そんな彼が、力を貸してほしいと言ってきているのは、きっとクリフを友人と思ってのことだろう。

　ともあれ、願ったりかなったりの話だ。エリナリーゼとクライブは守られ、オルステッドという大きな後ろ盾を得て、ミリス教団で出世街道を歩むことができる。

　クリフの目的に沿っている。

　なのに、なんだかそれは嫌だった。

　なぜそれが嫌なのかは、まだクリフ自身、わかっていなかった。

　自分はどうすればいいのか。自分はどうしたいのか。わからずに頭を悩ませ、その度にエリナリーゼに慰められる毎日だ。

「もう少しブラブラしていくか」

　レポートを提出したらすぐに帰るつもりだったクリフだが、踵きびすを返した。

　このまま帰ってしまえば、また毎日の繰り返しになるだろう。

　それはよくない。

　ミリス様はおっしゃっている、『子を為すことは人々の定めなれば、忌避することなかれ、なれど溺れるなかれ』。

　また、こうもおっしゃっている、『汝なんじ悩みたまえ、悩むことから逃げることなかれ』。

　悩むことから逃げてエリナリーゼに溺れてはいけないということだ。

　ミリス教の教えには、『常に心安らかなれ』という言葉もあるから、悩みすぎてストレスを溜ためるのもよくない。

　しかし、そろそろ決めるべきだろう。ルーデウスに、なんと返事をするかを。

「どうしたものかな……」

　エリナリーゼと相談して決めるとクリフは言った。

　だが、エリナリーゼはそうしたクリフの感情について、何の言及もしてくれなかった。

　自分で考えろと言った。

　突き放すようにではなく、優しく諭すように。

　ならばきっと、これはクリフ自身が考え、答えを出さなければならないことなのだろうと思う。

　エリナリーゼは長命だ。クリフの何倍も生きていて、それどころか、クリフの何倍も生きているであろう子供までいる。

　人生の経験という意味においては、クリフなど赤子のようなものだろう。

　それでもクリフを子供扱いせず、愛する夫として見てくれている。

　なら、クリフもそれに応えなければならないと思っていた。

「できるさ、僕は天才だからな」

　クリフは口癖のようにそう言った。

　かつては信じて疑わなかった言葉。今では、自分を奮い立たせるために言う言葉。

　もう自分が天才じゃないのはわかっている。

　でも、この言葉を言うと、天才だと思っていた当時の気持ちになり、元気が湧いてくるのだ。

「──だ、──け──べき──！」

「……ん？」

　ふと、クリフは階下から、何かを言い争うような声を聞いた。

　もっとも、この魔法大学では、争いごとはさほど珍しくもない。普段の彼なら、争いなど素通りしていただろう。しかしその時のクリフは、争いに近づくように階段を下っていた。

　争っている声の中に、聞き覚えのあるものがあったからだ。

「だから！　私たちがやるべきなんです！」

「そうです！　自分の尻は、自分で拭ぬぐわなければ！　我々の手で学校を守りましょう！」

　小柄な少女を囲んで、数人の生徒が大声を上げていた。

　といっても、恫どう喝かつをしているようではなかった。

　どうやら、決定権が小柄な少女にあるらしく、他の生徒たちが少女に懇願しているようだ。

　そしてクリフは、少女のことをよく知っていた。

「お願いします、会長！」

「行かせてください、ノルン会長！」

　ノルン・グレイラット。

　彼女は周囲の生徒たちを前に、渋い顔をしていた。

「ノルン君、どうしたんだ？　何か問題か？」

　ノルンを含めた全員がクリフの方を向いた。

　同時にノルンの表情が少し和らいだが、彼女が声を上げるより先に他の生徒たちが前に出てきた。

「なんだお前！」

「これは生徒会の問題だ！」

　クリフと同程度の背丈の少女に、クリフの二倍はあろうかという獣族の青年。

　彼らの顔はクリフにも見覚えがあった。

　今期の生徒会メンバーだ。

「ちょっと、どいてください二人とも！」

　ノルンが二人をかき分けて出てくる。もしこの場にルーデウスがいれば、「ノルンが暖ノ簾レンをくぐるように出てきた」と心の中でくだらないダジャレを言うであろう動作であった。

「すいませんクリフ先輩。この子たち、ちょっと気が立ってて」

「クリフ・グリモル……こいつが？　あの六魔練の？」

「こいつなんて言わないでください。私、結構お世話になっているんですから！」

「……失礼しました」

　獣族の青年はそう言いつつも、相変わらずクリフの方を睨にらみつけている。

　以前のクリフであれば、その視線を受けて、敵対心を抱いたり、怯おびえたりしただろう。

　しかし、今のクリフはもっと恐ろしいものを知っている。その場にいるだけで恐怖心を煽あおられる存在を知っている。オルステッドやアトーフェに比べれば、この獣族の青年など、赤子のようなものだった。

「それで、何があったんだ？　差し支えなければ教えてくれないか？」

「えっと……実は最近、学内で幽霊が出るという噂うわさがあるんです」

「ふむ」

　その噂はクリフも聞いたことがあった。

　夜な夜な、うめき声のようなものが聞こえたり、カタカタという音が聞こえたり、半透明の存在を見た……というものだ。

　実際に、魔力枯渇状態で倒れている生徒も見つかっているらしい。

　とはいえ、この魔法大学において、練習のしすぎで倒れる生徒など珍しくもなく、幽霊に関してもよくある噂に過ぎないだろうと思っていたのだが……。

「それで、えっと……調べてみたところ、地下の使われていない倉庫の奥に、厳重に封印されている扉があって……えっと、それを開いたら、スケルトンが出てきたんです」

　何かを隠してでもいるかのように、ノルンは言葉をつまらせつつ、クリフに説明した。

　クリフはノルンが何かを隠していることに気づきつつも、それについては言及しなかった。

「それは、迂う闊かつだったな。厳重に封印されているのなら、それ相応の理由があったはずだ」

　クリフがそう言うと、生徒会の一人が「ウッ」と声を上げた。

　ツインテールの髪型をした、生意気そうな女生徒だ。

　どうやら、彼女が扉を開いてしまった張本人らしい。

「ひとまず、扉は先生の手を借りて封印し直せたんですが……」

　そこからは大変だったらしい。

　扉の封印は、聖級結界魔術であった。

　その聖級の結界魔術をすり抜けて、レイスは外に出てきている。恐らく、高位のレイスが地下倉庫の奥に潜んでいるのだろう。

　というわけで学校は魔術師ギルドに連絡を入れ、即座に討伐隊を組織……したかったのだが、ここで問題が発生した。

　レイスの討伐は初級の神撃魔術でも十分だが、高位のレイスになれば話は別だ。

　もし倉庫の奥にいるのがＡランクのデッドリーレイスであれば、上級以上の神撃魔術が必要になってくる。しかしその上級神撃魔術師が、魔術師ギルドに不在だったのだ。

　それなら仕方がないと学校は冒険者ギルドに連絡を取り、上級神撃魔術師を連れてこようとしたのだが、ミリス大陸ならまだしも、この北方大地に上級神撃魔術師がゴロゴロと転がっているわけもない。

　さらに言えば、魔術師ギルドもその行動にケチをつけた。別の町の支部にいる神撃魔術師を呼び寄せれば済むことだ。冒険者ギルドから魔術師を借りたとなれば、我らの沽こ券けんにかかわる、と。

　しかし、別の町の支部にいるという神撃魔術師も、すぐに移動できるわけがない。

　そんなこんなで日が過ぎていき……犠牲者が出始めてしまった。

　再封印が甘かったのか、それとも元々の封印が破られつつあったのか、それはわからない。

　犠牲者となったのは名もなき一般の女生徒で、レイスに襲われて魔力を吸い取られ、昏こん睡すい状態に陥った。症状としては単なる魔力枯渇なので、命に別状はなく、翌日には復帰した。

　しかし、その日を皮切りに、犠牲者はどんどん増えていくことになった。

　ひとまず今のところ、レイスは封印の中にいて、一日のうち限定的な時間だけ外に出て生徒たちを襲っているようだ。しかしレイスという魔物は、人間の魔力を吸うことで徐々にパワーアップしていくとされている。このまま生徒が襲われ続ければ、いずれ力をつけたレイスが封印を破り、スケルトンの群れと共に這はい出てくることだろう。

　そうなった時の被害は計り知れない。

「だから今のうちに、生徒会で地下に乗り込み、レイスを討伐するべきだという意見が上がりまして……」

「私は初級なら神撃魔術を扱えます！」

「自分は、工房街でレイスに効果のある武器も買ってきました！」

「こんな時のために魔術を学んできたんです！」

「会長、許可を！」

　レイスは、必ずしも神撃魔術がなければ討伐できないというわけではない。

　通常の攻撃魔術でも多少の効果はあるし、魔力付与品マジックアイテムの武器や、魔道具を使えばダメージを与えられる。

　だから、討伐という点において、必ずしも神撃魔術師が必要というわけではない。

「ふぅん、なるほどな。君もその意見に賛成なのか？」

「私は反対です。私たちだけで解決できるような相手なら、魔術師ギルドも先生たちも、上級神撃魔術師を待ってなんていないでしょうから」

「その通りだな」

　どれだけ手段があるとはいえ、神撃魔術が最も有効であることは間違いはない。

　熟練の冒険者は、よほどの事情がなければ神撃魔術なしでレイスと戦おうとはしないだろう。

　それだけ、危険な相手だ。

　まして高位のレイスとなれば、甘く見てかかればこちらが簡単に全滅しかねない。

　と、そこでノルンは暗い顔をした。

「でも、このまま生徒の被害が増えるのも看過できません……」

　実際に生徒に被害者が出ているため、ノルンも強く反対できないでいた。

　さらに言えば、生徒会の面々は、なんだかんだ言って優秀な生徒が多い。彼らならあるいは……ノルンがそう思ってしまうぐらいに。しかし同時に、己の兄やその他と見比べて、未熟であることも否めず、判断に迷うところであった。

「どうすればいいんでしょうか……」

　眉根を寄せて悩むノルン。

「ふん、そんなの……いや、なるほどな……」

　クリフはとっさに、「どうしてルーデウスに相談しないんだ」と言いかけて、やめた。

　なんとなくだが、ノルンの気持ちがわかってしまった。

　確かにルーデウスに話せば、この問題はすぐ解決するだろう。

　彼自身は神撃魔術の達人というわけではないが、その攻撃魔術は帝級だ。クリフ的には、神級に迫るとさえ思っている。レイスの一匹や二匹を片付けるのは、造作もないことだろう。

　だが、きっとそれではダメなのだろう。

　彼女の中では、それはしてはいけないことなのだ。

　その理由は言葉では説明できないが、今のクリフにはなんとなく、その気持ちがわかった。

「よし、じゃあこうしよう。もし君がよければの話だが……」

「……？」

「僕が力になろう」

「え」

　クリフがそう言うと、ノルンはハッとした顔をした。

「そうか、クリフ先輩なら上級神撃魔術が使えるから……」

　クリフは神撃魔術を上級まで取得している。

　中級以上の神撃魔術はミリス教団の許可がないと教えられないため、魔法大学では教えていない。教えるための教師もいない。

　だが、クリフは教皇の孫である。

　例外として、神撃魔術を教授することを許可された。

　ゆえに魔法大学は特別講師を招き、クリフに上級神撃魔術を教えた。

　その特別講師はすでに学園にはいないが、クリフはまだ卒業していない。

「会長、これは生徒会の仕事です！　いくら六魔練のクリフ殿といえど、一般生徒を巻き込むべきではありません」

「そうですよぉ！　私たちだけでやるべきです！　じゃないとまた、今期の生徒会は人任せの無能集団だ～とか、ノルン会長は力がないとかバカにされちゃいます！」

　先ほどクリフの前に立ちふさがった二人が、口々に反対する。

　しかし、ノルンはキッと二人を睨みつけた。

「そんなことより、次の犠牲者を出さないことの方が大事でしょう！」

　ノルンがきつくそう言うと、二人はシュンと縮こまった。

「それに、私は皆が次の犠牲者になるかもしれないのが、不安なんです」

「会長……」

「ノルン会長……」

　ノルンは改めてクリフの方に向き直ると、クリフの瞳を見た。

　強い目だった。かつて、クリフの元に訪れた時、ルーデウスがベガリット大陸に行った時、彼女はこんな目はしていなかった。迷える子羊という言葉が似合う、不安と怯えの目だった。

　それが、一年、また一年と時間が経つごとに、少しずつ変化していったのを、クリフは見ている。

　彼女は事あるごとにクリフのいる教会に来て、懺ざん悔げをしたり愚痴をこぼしたりしていたからだ。

「クリフ先輩、お願いできますか」

「ああ」

　ルーデウスが時折、「ノルンは立派になった」と嬉うれしそうに話すのは聞いているが、クリフが聞いているのは懺悔や愚痴なので、あまり実感はない。

　しかし、今回はその一いっ端たんを垣間見た気持ちになった。

　そして、そんな立派になった後輩が自分の兄ではなく、自分を頼ってくれることを、クリフは嬉しく思った。

「では、これより地下倉庫に侵入します！　が、手に負えそうにない、と思ったらすぐに撤退します。いいですね！」

「は、はい！」

　こうして、クリフは生徒会の面々と共に、地下倉庫へと赴くこととなった。
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　学校の地下倉庫。

　魔法大学は由緒正しく、創立して二百年以上もの年月が経過している。

　その正確な年数をここに記すことはあえて避けるが、クリフか、あるいは生徒会の面々にでも聞いてみれば、即座に答えが返ってくるだろう。

　ともあれ、魔法大学は創立以来、校舎の増改築を繰り返し、巨大なマンモス学校になった。

　区画が整理されているのは、その時々の校長や建築家が有能だったからに違いない。

　しかし、どれだけ有能であっても、繰り返される増改築の波によって、時と共に整理しきれない部分が出てくる。

　その一つが、この地下倉庫であった。

　校舎の端の方にいくつか存在するこの倉庫には、魔法大学の歴史が詰まっている。

　二百年前の魔ま術じゅつ杖づえだとか、百五十年前のスクロールだとか、百年前の校長のヅラだとか、そういった「当時はまだ使うかもしれないと残されたが、使う機会のなかったもの」が雑多に放り込まれているのだ。

　要するにゴミ捨て場である。

　生徒会長がノルンの代になってから、そのゴミ捨て場にメスが入れられることとなった。

　この倉庫のいらないものを片付ければ、スペースができる。そこをリフォームして、生徒のロッカールームにしよう。そんな案が持ち上がったのだ。

　使っていない部屋のゴミ掃除。ノルンらしい地味な政策である。

　しかし、昨今の魔法大学は生徒が増えすぎた。

　生徒の個別ロッカーが足りなくなっているのも事実である。

　もちろん、反対する教師はいた。

　あの倉庫にあるものは歴史あるものばかりで、中には価値のあるものも存在する。そう簡単に捨てていいものではない、と。

　しかし、その反対は「本当に価値があるものなら、なおさら倉庫の奥に放置しておくのもよろしくない」と封殺された。かくして生徒会は予算をぶんどり、学内でアルバイトを募集、倉庫の片付けを開始したのであった。

　この案は、比較的好意的に受け入れられ、生徒たちも賃金が出るのならと、積極的にアルバイトに参加した。

　そして、そんなアルバイトの中から何人もの犠牲者が出た。

「そういう経緯なので、私たち生徒会は責任を感じているんです」

　ノルンはランプを片手に、クリフにそう言った。

「まぁ、聞いた感じだと、生徒会が責任を感じる必要はなさそうだけどな」

　倉庫の掃除を開始する前から、犠牲者はポツポツと出ていたのだ。

　結界を張り直してもなお、犠牲者は増え続けている。

　倉庫の奥にいるレイスが力をつけている証拠だろう。

　生徒会が倉庫の掃除を提案しようがするまいが、結局はレイスは結界を破って出てきただろう。

　むしろ、早期発見につながったのだ。ケガの功名といえるだろう。

「う～……」

　クリフの言葉に唸うなり声を上げたのは、一人の少女だ。

　先ほど、ノルンに噛かみ付いていた、ツインテールの少女。

　彼女は五十センチほどのワンドを両手で握りしめ、地下倉庫へと続く暗がりを睨みつけていた。

　口はキッと結ばれているが、その姿勢はやや及び腰であった。

　封印された扉を最初に見つけたのは、彼女だ。扉の封印を破ったのもそうだ。

　彼女が扉を開いた瞬間、スケルトンが飛び出してきたのだった。彼女と一緒にいた生徒は不意をつかれて怪我をし、その場で戦闘が起こった。最初のスケルトンはなんとか破壊したものの、すぐに復活した。場が騒然となり、他の生徒会の面々がやってきて、なんとか初級の結界魔術で押し留とどめ、聖級の結界魔術を扱える先生が来るまで持ちこたえたのだが、一緒に扉の封印を破った彼女の友達は怪我をしてしまった。

　もし事態が悪化すれば、そのまま二次災害が起きていたかのような状況……。

　中にレイスがいるなど知らなかったとはいえ、イタズラ半分に封印を解いたという事実も否定できないため、本来なら退学になりかねない出来事であった。

　だが、ノルンは彼女を庇かばった。

　幽霊話と今回の一件を結びつけ、幽霊を捜索していたら地下倉庫の扉にぶち当たった、という嘘うそをついた。

　実際のところ、破壊したスケルトンは神撃魔術で完全に灰にするまで、何度も蘇よみがえって襲ってきた。

　スケルトンを操るレイスがいる証拠だ。

　レイスがいるのは間違いないし、生徒たちを襲っているのもレイスで間違いないだろう。

　だから、ノルンの嘘も、あながち嘘というわけではない。

　とはいえ、やはり扉を開けてしまった彼女は、多大な責任を感じているようだった。

「……不気味だな」

　クリフも彼女に倣い、暗がりの奥を見た。

　封印のある扉は、この奥にある。スケルトン騒ぎがあったことで倉庫の整理は中止になり、今は生徒会の名のもと、立入禁止となっている。

　ふと、クリフは昔のことを思い出した。

　ルーデウスと一緒に、現在のルーデウス邸を探索した時のことだ。

　あの時のクリフも、今の少女のように、緊張でブルブルと震えていた。

「君、名前は何だったかな？」

「えっ、わ、私!?」

「そうだ」

「シーラですけど」

　それが何か、と言わんばかりにキッと睨みつけてくる。

　まるでかつての自分のようだと思い、クリフはフッと笑った。

「シーラ君、君はこういう経験……例えば、冒険者として森に入ったり、迷宮に潜ったりしたことはあるかい？」

「ないですけど！　六魔練のクリフ先輩は、きっと豊富なんでしょうけど！　それが何か!?」

「いや、僕もほとんどない」

　クリフがそう言うと、シーラは訝いぶかしげな顔になった。

「ただ、経験の豊富な奴に言われたことがある。こういうところに潜る時、初心者は多くのことをやろうとしてもできない。一つのことだけを確実に遂行しろ、とな」

　あれは、ステップトリーダーにくっついて冒険に出かけた時だったか。いや、その数日後、ルーデウスと屋敷を探索する際だった。ルーデウスに「敵を見つけたら神撃魔術で撃退してくれ」とだけ指示を出されたのを思い出す。

　クリフはその指示だけを頭に入れて、実際に人形が襲いかかってきた時、神撃魔術を放つことができた。

　そう、初心者は多くのことはできないのだ。

「この中に、魔物と戦うのに慣れている者や、冒険者として活動していた者はいるか？　いたら手を挙げてくれ」

　すると、七人の生徒会メンバーのうち、二人が手を挙げた。

　片方は獣族の青年で、もう片方は人族。

　獣族は森で暮らしている者も多いから、魔物との戦いに慣れている。

　もう片方の人族は、恐らく冒険者だったのだろう。

「よし、じゃあ君たちが指示を出してくれ。それ以外の者は、予あらかじめ役割を決めておこう」

「おい、クリフ先輩」

「なんだ？」

「会長が世話になっているとおっしゃっている手前、あまり強く言うつもりはないが、俺たちはお前の部下じゃないぞ」

　クリフは数秒ほど停止した。

　だが、こういうタイプは自分が言っても無駄だろうとすぐに悟った。

「そうだな。じゃあノルン君。仕切ってくれ」

「ええっ、別に誰が仕切ってもいいじゃないですか。私だって魔物と戦うのに慣れてるわけじゃないんですけど……」

「でも、会長です！」

「まぁ、そうですね……じゃあネーデルと相談して役割を決めますね」

　ノルンは言われるがまま、先ほど手を上げた生徒のところに言って、あれこれと話をし始めた。

「ネーデル、あなたは元冒険者でしたよね。皆の特技は私が教えますから、誰にどんな役割を振るのか意見を──」

　クリフが先ほど声を荒らげた獣族の青年を見ると、当然だと言わんばかりだ。

　実際、パーティの役割分担を決めていくノルンは堂に入っていた。

　誰がどんな魔術が得意で、魔術以外に何ができるのか。

　そういったことを細かく覚えていて、テキパキと役割を決めていく。

　かつてのノルンであれば、そうやって主導権を握らされると、わたわたと慌てた上、どうやればいいのかわからず、俯うつむいてしまっただろう。

　だが、今は違う。

　決して完璧とは言えず、わたわたと慌ただしいことも多いが、唐突に言われたことでも周囲の力を借りて、それでもなんとか無難にこなしている。

　決して有能ではないが、それでもやっていけている。

「よし……じゃあこんな感じですね。皆さん、いいですか？」

「はい！」

　役割が決まり、生徒会メンバーとクリフは、暗い地下倉庫へと歩を進めるのであった。
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　扉は石で出来ていた。

　重そうな石の扉には、青白く光る魔法陣が刻まれている。

　聖級の結界魔術。

　魔法大学の教師で、聖級の結界魔術を使える者は一人しかいない。学校中に設置されている結界魔術の調整や整備は、彼の仕事だ。

「魔法陣に綻ほころびはないようだな」

　クリフは魔法陣を調べつつ、そう言った。

　クリフの使える結界魔術は中級までだが、呪いの研究やザリフの義手の開発、魔導鎧マジックアーマーの製作を経て、魔法陣についてはかなり詳しくなっていた。少なくとも、魔法陣がきちんと働いているかどうかぐらいは、見ればすぐにわかったし、一時的にオフにする方法も思い当たった。

　時間をかけて解読すれば、この聖級結界魔術の魔法陣も、習得することができるだろう。

　もっとも、クリフは秩序の男だ。できるからといって禁止されていることはやらない。

　クリフが教師の扱う聖級結界魔術を学んだとなれば、教師に迷惑が掛かるだろう。ゆえに聖級結界魔術を習得するつもりはなかった。

　ミリス神聖国に戻れば、いくらでも学べるのだから。

「解除は可能だ。入れるぞ」

「わかりました。皆さん、準備はいいですか？」

　ノルンの言葉で、生徒会の面々が武器を構え直す。

　ある者は鼻をひくつかせ、ある者は目を光らせる。

　人族に、獣族に、小人族に、魔族。

　人族だらけだったアリエル生徒会と違い、ノルン生徒会の面々は種族だけ見ても個性豊かだ。

　恐らく、人族以外の者がこれだけ生徒会に集ったのは、魔法大学の歴史上初めてのことだろう。

「では、開けてください」

　ノルンの言葉で、クリフは魔法陣の要所の一つに切れ込みを入れた。

　フッと、音もなく消える魔法陣の光。

　光源は生徒会の面々の持つカンテラの光だけとなる、薄暗い空間に、ボウッと照らし出される石の扉。

　その扉に、獣族の青年が取り付いた。

「ぬっ……ぐおおおお！」

　獣族の青年が吠ほえると、石の扉がズリズリと音を立てて開かれた。

　人が一人か二人通れるかという広さに開かれた石の扉。

　元冒険者のネーデルがカンテラで扉の奥を照らしつつ、スルリと奥に足を踏み入れる。

　それに続き、他の面々も中へと進入した。

　全員が入ったところで、獣族の青年がまた扉へと取り付き、ズリズリと音を立てて、扉を閉めた。

　もちろん、完全に閉め切ることはしない。

　万が一を考えて、体が一つすり抜けられる隙間を開けておく。

　また、地下倉庫の入り口には立入禁止の看板が立っているし、石の扉には「生徒会調査中、しばらく再封印はしないように願います」という貼り紙もしておいた。もし完全に閉め切ってしまえば、様子を見に来た教師によって再封印される危険性もあった。

　もしこれがルーデウスであれば、そういったことを忘れて見事に閉じ込められるのだろうが、ここにいる生徒会の面々は、誰かのイタズラやイジメでそうやって閉じ込められた経験のある者も多いため、そのあたりに抜け目はない。

「……」

　静まり返る地下倉庫。

　しかし、耳をすませば、遠くない場所から、カタカタという音がするのがわかる。

　奥にスケルトンがいる。

「では、各自役割通りに」

　ノルンの言葉で、獣族と小人族の青年が先頭を歩き始める。

　二人の手には、鋼鉄のメイスが握られていた。骨であるスケルトンに対しては、斬撃よりも打撃の方が有効だ。ゆえに生徒会の面々は、全員が魔術杖かメイスを手にしていた。打撃と魔術でスケルトンを抑えつつ、奥にいるであろうレイスを狙う。

「むっ！　会長、下がって！」

　獣族の青年が鋭い声を上げる。

　ややあって、カタカタという音が大きくなり、白い影がのそのそとカンテラの光の中へと入ってくる。

　白い人骨が、二足歩行で歩いてくる。

　スケルトンだ。

　かつて何らかの理由で死んだ誰かの死体は、生徒会の面々を見つけると、手に持った棒きれを振り上げた。

　それと同時に、奥からカタカタ、カタカタと何体ものスケルトンが姿を現す。

「下がりません、皆さん、迎撃を！」

　ノルンの言葉で、獣族と小人族が、メイスを大きく振りかぶった。

　スケルトンは棒きれを振り上げて襲いかかってくるが、その動きは緩慢だ。スケルトンの能力は、生前の能力に比例する。恐らく、この死者はさしたる使い手ではなかったのだろう。

「ふん！」

　獣族のメイスによる一撃でスケルトンは砕かれ、地面に倒れ伏した。

　だが、すぐにまたカタカタという音と共に骨が再生されていく。

　奥にいるレイスを倒さなければ、スケルトンは無限に復活し続ける。

「奥へ！」

　ノルンの一声で、生徒会の面々はスケルトンを蹴散らしつつ、奥へと進んでいく。

　幸いにして、スケルトンたちの中に鋭い動きをする者はおらず、大した労もなく、面々は奥へとたどり着いた。

　最奥……そこには祭壇があった。

　何かが置かれていたであろう祭壇は、しかしその上には何も載っていない。

　ただ、その直上に、半透明の存在がいるだけだ。

　その存在には、足がなかった。

「ナンデ……ナンデ……ナンデ……」

　と、ブツブツと呟つぶやいていた。

　レイスだ。

「ナンデ……ナンデ……ナンデ……」

　レイスは、ボロボロのローブをはためかせつつ、ゆっくりとこちらを向いた。

　ガリガリにやせ細り、半分朽ちたその顔からは、まだ若さを感じられた。

　レイスは一瞬だけきょとんとした表情を見せたが、ノルンたちを見つけると、身の毛もよだつような表情で叫び声を上げた。

「キィィアアアァァァァ！」

「う、うわぁぁ！」

「れ、レイス……！」

　生徒会の面々の何人かが、その声に足をすくませる。

　ほぼ同時に、祭壇の周囲にあった骨が音を立てて浮き上がり、スケルトンになる。

　さらに、背後からは先ほど破壊したスケルトンが蘇り、襲いかかってくる。生徒会メンバーは、スケルトンたちに前後を挟まれる形となった。

　だが、そこまでは予想通りだ。

「いたっ!?」

　生徒会の一人が、唐突に足首に痛みを覚えた。

　見下ろしてみると、そこには小さな骨があった。

　体長にして二十センチほどだろうか。

　ネズミだ。

　ネズミの骨だ。

　ネズミの白骨が歩き回り、足首に噛み付いていたのだ。

「うわ、ねず、うわ、うわああああ！」

　彼女はスケルトンラットを振り払おうと、叫び声を上げながら足を振り上げ、手に持った魔術杖を振り回した。

　スケルトンラットは一匹ではなかった。

　何十匹ものネズミが、チョロチョロと生徒会メンバーの足元を駆け抜けていく。

「えっ！　うわっ！」

「キャァ！」

　陣形が崩れた。

「お、落ち着いてください！　まずは人型のスケルトンを優先？　じゃなくて、えっと、撤退したほうが……？」

　予想外の敵の出現に恐慌をきたす面々をノルンが落ち着かせようとするが、彼女もまた優先順位がわからず、混乱しながらも自分の足元を駆け抜ける相手にメイスを振るう。

　その間にも人型スケルトンが包囲の輪を縮め、生徒たちに取り付いていく。

「……」

　パーティ全体が浮足立つ中、クリフは冷静だった。

（ラットはともかく、人型のスケルトンの動きは遅いし、レイスもさしたる力を持っているようには見えない……）

　もしＡ級のデッドリーレイスであれば、スケルトンラットの召喚の後、畳み掛けるように魔術を撃ってきたはずだ。あるいは、距離を詰めて吸精を行うか。

　そのどちらもしてこない。ただ祭壇の上で、金切り声を上げているだけだ。

　その金切り声も、さほど怖くはない。魔大陸で出会った、あの話のわからない魔王に比べれば、女生徒が喚いているだけにしか聞こえない。

　予想に反し、このレイスはさほど強くないのでは。

　そんな思いがよぎるが、予想だけで隊列から飛び出し、全員を危険に晒すことなど、クリフにはできようはずもない。かつてのクリフならまだしも、今のクリフには。

　しかし、それはあくまで予想だけの話だ。

　クリフには、予想以上のものがあった。

「識別眼！」

　クリフは眼帯をめくった。

　途端、視界いっぱいに広がる文字、文字、文字。

　頭痛がするほどの情報量から、なんとか少しずつ、見たいものへと絞っていく。

　魔界大帝キシリカ・キシリスからもらった魔眼。その訓練は欠かしていないが、ルーデウスほど制御できているわけではない。きっとそこに到達するには、さらなる年月が必要になる。

　だが、それでも必要な時に、必要なものを見られるようにはなっていた。

「……！」

　見えた。

　レイスに表示された文字列が。

「僕が行く！　誰か援護を！」

　クリフはそう叫んで、崩れつつある陣形から飛び出した。

　目指すはレイス。間には二匹のスケルトン。

　クリフは右手にいたスケルトンの腰に、メイスをフルスイングでぶち当てた。

　骨盤が砕け散り、その場に崩れ落ちるスケルトン。

「──『エクソシストレート』！」

　後ろからやや遅れて、左手にいるスケルトンに白い光が叩たたき込まれる。

　スケルトンは神撃魔術の一撃を受けて粉となる。

　クリフは振り返らない。だが声でその魔術を放ったのがノルンであることを理解していた。

　クリフはさらに数歩走りつつ、詠唱を開始する。

「母なる大地に恵みを与えし我らが神よ！　理ことわりに背きし愚かなる者に、っ！」

　唐突に、視界の外からスケルトンが、飛び込んできた。

　スケルトンは先の尖とがった棒をクリフめがけて突っこんだ。

　クリフは身を捩よじってそれを回避しようとしたが、咄とっ嗟さのことで適かなわず、それを脇腹に受けてしまう。激痛が脊せき髄ずいを駆け抜けるが、クリフは歯を食いしばって、目の前にいる存在を見る。

　もうレイスは射程圏内だ。

「神罰を与えよ！　『エクソシストレート』！」

　クリフの魔術杖から、光の塊が射出される。

　それは十分な速度でもってレイスへと直進し……直撃した。

「ギエエエエアアアア！」

　レイスが断末魔を残して、消えていく。

　半透明の体がバラバラに引き裂かれ、光の粒子となって消滅する。

　それとほぼ同時に、スケルトンも糸の切れた操り人形のように崩れ落ちていった。

「えっ？」

「倒した……のか？」

　わけもわからず、周囲に散らばる骨を見下ろす生徒会の面々たち。

　クリフは周囲を見渡し、すでに動く死霊がいないことを確認すると、脇腹を押さえて膝をついた。

「うう……」

「クリフ先輩！　大丈夫ですか!?」

　ノルンが慌てて近寄ってきて、治癒魔術を詠唱する。

　淡い光と共に、クリフの傷が塞ふさがった。

「ふぅー」

　クリフは額にびっしりとついた汗を拭いつつ、大きく息を吐いた。

「ありがとうございます、もう、何がなんだか……」

「いや、仕方ないさ。スケルトンラットなんて、誰も予想していなかった。レイスが低ランクだったのが救いだな」

「レイスが低ランクだって、どうしてわかったんですか？」

「僕には、コレがあるからな」

　クリフはそう言って、眼帯を上からトンと叩いた。

　識別眼で見えた文字列、そこには『レイスじゃな。大した力は持っとらん』と、簡潔に書かれていた。

　それでも、クリフが飛び出したのは、一種の賭けだった。

　大した力は持っていないと書かれていたが、初級神撃魔術の一撃で倒せる保証はなかった。

　クリフの力が足りなければ、あるいは識別眼で知ることができた『大した力』というのがあくまで魔界大帝基準のもので、実はそこそこ強いレイスだったなら、クリフは反撃を受けて殺されていただろう。

　低ランクであることは状況から推測できたが、確実とは言えなかった。

　ゆえに、賭けだった。

「何にせよ、これでレイスは駆除できたな」

「そうですね。ありがとうございます。でも、おかしいですね。話では、聖級の結界を超えられるぐらい高ランクのレイスがいるという話だったんですが」

「いなくてよかったな。ただのレイスで、この体たらくだ。もし高ランクのレイスがいたら、全滅していた可能性もある」

　その言葉に、狐きつねにつままれたような顔をしていた生徒会の面々がムッとした顔をする。

　だが、事実であるため、何も言い返せなかった。

　スケルトンラットが出てきただけで、あれだけ浮足立ったのだ。

　スケルトンを操っていたのが高ランクのレイスであれば、スケルトンの動きも違っただろうし、レイス本体からの苛か烈れつな攻撃もあったはずだ。

　場合によっては、生徒会のメンバー全員がスケルトンの仲間入りをしていてもおかしくなかっただろう。

「でも、確かにおかしいな。少し調べてみたほうがいいんじゃないか？」

「そうですね……じゃあ皆さん、他のスケルトンやレイスに気をつけつつ、この場を探索してみてください」

　こうして、レイスは駆除され、部屋の探索が始まった。
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　結論から言うと、レイスが地上に出現しているのは、ネズミが原因だった。

　部屋の隅にポッカリと開いていたネズミ穴をよくよく調べてみると、地上につながっていたのだ。

　そこからレイスが漏れ出て生徒たちを襲っていたらしい。

　そして、なぜこんなところにレイスがいたのかということは、部屋の隅に落ちていたボロボロの手記によって判明した。

　これまた酷ひどい話であった。

　どうやら、この場所はかつて、魔法大学の大事な魔力付与品マジックアイテムをしまっておく場所だったらしい。しかし、何らかの理由でその魔力付与品マジックアイテムが、この場所から移動されることになった。

　がらんどうになったこの場所を、とある教師が生徒たちに掃除するよう命じた。

　生徒たちはこの場所の掃除を始め……閉じ込められた。

　閉じ込められた生徒たちの主観では、教師が悪意を持って自分たちを閉じ込めた、ということになっているが、教師が掃除を命じたことを忘れて鍵を掛け、そのまま……という可能性もありそうだった。

　真実は闇の中だ。

　ともあれ、生徒たちはなんとか脱出しようと頑張ったらしい。

　しかし、掃除を命じられたのは学校に入学して間もない一年生だったのか、はたまた単なる落第生だったのか、脱出に有効な手立てを打てないまま、時が経過し……。

　そのまま餓死で亡くなった。

　よくよく見ると、スケルトンの持っていた武器が掃除道具の残骸であったり、頭蓋骨の数がちょうど閉じ込められた生徒の人数に合致していたりしたので、恐らく真実であろう。

　そして、ここからは生徒会の面々の推測になるが……。

　彼らが死んで何日かして、教師が戻ってきた。

　教師は恐る恐る扉を開け、中で死んでいる生徒たちを発見。

　自分の責任になるのを恐れ、なんのかんのと理由をつけて、石の扉に結界魔術を施した（あるいは施してもらった）。

　かくして事件は闇へと葬り去られ、生徒たちはアンデッド化。

　何百年もしてネズミが倉庫まで穴を掘り抜き、実害が出始めた……というわけだ。

　地下倉庫が使われなくなってから相当な年月が経過しているため、恐らく当時の教師も、生徒の身内も、この世にはいないだろう。




　クリフは彼らの骨を埋葬し、丁寧に弔ってやることにした。

　それが、ミリス教の神父である自分に唯一できることだと考えて。

　生徒会の面々も、せめて一緒に祈りたいと、全員が付いてきてくれた。

　死んだ生徒たち一人ひとりに墓を作り、聖句を唱えた。

　生徒会の面々もまた、神妙な顔で葬儀を手伝った。

「この事件、学校側はどうするつもりなんだ？」

「公表するみたいです。何百年前の事件かもわからないし、遺族も見つからないだろうから、痛くもないとかで」

「そうか……黙っているかと思ったが」

「ジーナス教頭が公表したほうがいいと主張していたそうです」

「ああ、ジーナス教頭は真面目な男だからな」

　クリフも、ジーナス教頭のことは知っていた。真面目で話のわかる男だと。

　実際、この男が教頭になってから、教員の種族差別が大きく減少したと言われている。

　平等で、正義感が強いのだろう。

「そうだ、ところでノルン君、一つ聞いていいか？」

「なんですか？」

「もしかすると、不機嫌にさせてしまうかもしれないんだが……」

「クリフ先輩がそう言うって、相当ですね……数秒待ってもらっていいですか？　ちょっと覚悟を決めます」

　ノルンは深呼吸をし、軽く頬ほおをパシパシと叩くと、「よし」と一声。

　クリフの方を向き直った。

「どうぞ」

「今回の一件、どうしてルーデウスに相談しなかったんだ？」

「え？」

　ノルンは一瞬、きょとんとした顔をした。

「ルーデウスなら、僕のように君たちを窮地に陥らせることなく、解決したと思うんだが」

「……あー、そう、ですね」

「やはり、何か思うところがあるのか？」

「まぁ、確かに、些さ細さいなことで兄さんに頼らないようにしようと思っています。というか、自分でできることは、できるだけ自分でやるべきだと思っています」

　ノルンはそこで苦笑した。

「でも、今回は兄さんに頼ってもよかったですね。判断ミスです」

　判断ミスとノルンは言った。

　だが、クリフは憶おぼえている、ノルンはむしろ、反対していたのだと。

　自分たちで解決できないと知っていて、生徒たちを止めようとした。ノルンに判断ミスをさせてしまったというのなら、それは話に突然割り込んできたクリフのせいだろう。

（もし僕が出ていかなかったら、ルーデウスに相談した可能性も十分にあったか……）

「すまなかったな、変なことを聞いて」

「いえ……」

　と、二人がそんな会話をしていると、生徒会の面々が集まってきた。

「クリフ先輩！」

　野太い声で呼びかけてきたのは、何かとクリフに噛み付いてきた獣族の青年だ。

　その脇にはツインテールの少女もいる。

　獣族の青年は、そのいかつい顔を険しくさせながら、ガバッと頭を下げた。

「先輩のお力がなければ危ないところでした！　先日の無礼な態度をお許しください！」

「ごめんなさいでした！」

　ツインテールの少女も頭を下げる。

「いや、別に構わない。言うほど無礼でもなかったしな」

「いえ！　無礼でした！　六魔練ということで、色眼鏡で見ておりました！　申し訳ありません！」

「あたしも、てっきり、リニアさんやプルセナさんと同類かな～って思ってて……」

「……確かにそれは無礼だな」

　クリフはニヤニヤと笑う猫と犬を思い出し、額に指を当てた。

　あれと同類と思われていたのなら、警戒するのも頷うなずけた。

「でも、事件が解決できてよかったです。本当にありがとうございました」

「これで会長が無能だって言われなくて済みます！」

　ノルンがペコリと頭を下げると、少女が冷やかすようにそう言った。

「だからお前はいつもそういうことを」

「えー、だって会長があんまり成績良くないのは本当のことじゃないですかー」

「成績が良くないのと、能力の有無は関係ない。会長は立派な方だ！」

「あーやだやだ、獣族ってすぐそれだもん！　がいぢぉーがいぢぉーって尻尾ふっちゃって、情けない」

「なんだと……！」

　二人が喧けん嘩かを始めると、何だ何だと生徒会の面々が寄ってきた。

　対応は十人十色だ。囃はやし立てる者もいれば、なだめる者もいる。

　それを、ノルンが微笑ほほえましそうに見守っていた。止めないところを見ると、あくまでじゃれあいで、実際は仲がいいのだろう。

　クリフはふと、彼らの行く末が気になった。

　獣族の青年と人族の少女。

　彼らは卒業後、どうするつもりなのだろうか、と。

「無礼の詫わびというわけじゃないが、君たちにも聞きたいことがあるんだが、いいか？」

「？」

「お前たち、卒業した後はどうするつもりなんだ？」

　そう聞くと、

「自分は故郷に帰り、村で働きたいと思っています。魔術師が不足していますので！」

　クリフに何度も突っかかってきた獣族の青年はそう言った。

　彼は獣族だが、故郷は大森林ではなく、北方大地の小さな農村だ。そこに唯一住む獣族の一家で、はっきりいって色眼鏡で見られているが、それを払ふっ拭しょくするためにも、自分が努力すべきだと考えている。

「私は実家が貴族なんですけどー、騎士になりたいなって思ってます」

　これは、獣族の青年に突っかかっていた人族の少女。

　まだ卒業の遠い彼女は、将来の展望について深く考えてはいない。

　だがそれでも漠然と、魔法大学に通ったことの意味を、将来の職業に見み出いだそうとはしていた。貴族の令嬢として、どこぞの貴族と結婚し夫人として生きるより、魔術を扱う機会の多い騎士に。

「俺は商売ですかね。去年卒業した先輩が、一緒にやろうって誘ってくれてるんですよ」

　これは魔族の少年。彼は来年卒業で、今は勉強の合間に、町の商会でアルバイトをしながら、商売のイロハを学んでいる。

　魔術は商人という職業につく上でかなり有用で、卒業生で商人を志す者は意外に多かった。

「あたしは何も考えてないっすね。まぁ普通に冒険者とかやるんじゃないっすか？」

　もちろん、卒業が遠い者の中には、こういう考えの者もいる。

　しかし大抵の者は卒業が近づくにつれて、この学校を出た後に何をするのかを真剣に考えるようになるようで、上級生ほど、漠然としながらも、方向性を見出している者が多かった。

　そんな進路を聞いて、クリフはふと、思った。

　バラバラだな、と。

「しかし、君たちはノルン君を敬愛しているんだろう？　卒業後も、彼女のために働きたいとは考えないのかい？」

「それは……ノルン会長にそうしてほしいと言われればもちろん考えますが、そもそも自分たちも会長がどうするかを知りませんし……」

　と、生徒会の面々の視線がノルンの方を向いた。

「えっ？　私ですか？」

「そうだな、君の希望進路も聞いておきたい」

　するとノルンは、顎あごに手を当てて、少しだけ考えた。

「まだ先のことですし、そんなにしっかり考えているわけじゃないですが」

「ひとまず、今の考えを教えてくれ」

「そうですね、卒業する頃にできることから、自分に合った仕事を見つけたいとは思っています」

「しっかり考えているじゃないか」

　ノルンらしい、堅実な考えであった。

「……何かやりたいことはないのか？」

「やりたいこと、ですか？」

「君の場合、ルーデウスに頼めば、いくらでも好きな仕事につけるだろう？」

　クリフがそう言うと、ノルンはちょっとだけムッとした顔をした。

　兄さんは関係ありません。そう言いたげな顔だ。

　クリフも自分の失言に気づいたが、彼が自分の意見を謝罪するより前に、ノルンは次の言葉を口にした。

「私は、この学校でいろんなことを学んだんです。それで、自分が何をできるようになったのか、知りたいんです。だから、決めるとしたら、卒業直前だと思います」

「……！」

　その言葉は、クリフの脳髄を貫いた。

　ピンときた。

　自分の悩み、自分のやりたいこと。

　そうだ。ルーデウスの言葉に頷けば、確かにクリフはミリス教団で成り上がることができるだろう。元々、教皇の孫という生い立ちも相まって、何一つ苦労することなく、相応の椅子に座ることができるはずだ。

　その時、きっとクリフは思うのだ。

　何のための七年間だったのだろうか、と。

　魔法大学での七年間、自分は何のために勉強し、何のために生き、何のために『得がたい経験』をしたのだろう、と。

　この七年にあった『得がたい経験』に意味なんてあったんだろうか、と。

　確かにルーデウスという得がたい友を得た。

　でも、それだけで、自分自身は何一つ変わっていないのではないか、と。

　そうなのだ。

　知りたいのだ。

　確かめたいのだ。

　自分が学んだことや、自分が得たものが正しかったのか。

「ノルン君」

「え？　はい、なんですか」

「ありがとう。今回は君に教えられたな」

　柔らかく笑ったクリフに、ノルンはきょとんとした。

　だが、すぐに笑みを返した。

　彼女は手を前に揃そろえ、背筋を正し、顎をそびやかし、

「いえ、私こそ今までクリフ先輩にはいろいろと教えてもらいました」

　ぺこりと、頭を下げた。

　ルーデウスがいない時、ノルンはクリフに何度も面倒を見てもらってきた。

　クリフとしては、せいぜい相談に乗っているという程度のことではあったが、ノルンは感謝していた。
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　ミリス教徒の先輩として、愚痴を聞いてもらったり、心の持ちようを教えてもらったり、勉強を見てもらったり……。

　ノルンが頼ったのはクリフだけではないが、それでもクリフには助けられたと思っていた。

「少し早いですけど、ご卒業おめでとうございます。本当に今まで、ありがとうございました」

　ノルンの言葉に、生徒会の面々もまた頭を下げ、口々に「おめでとうございます」と言った。

　彼らとしては、単にノルンに倣っただけのことであろう。

　しかし、その口調には、確かに敬意が感じられた。

「……まぁ、なんだ」

　クリフは少々照れつつも謙遜はしなかった。

「ありがとう」

　はにかみながら、そう口にするのだった。
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　その日の晩、クリフはベッドに横になりながら、昼間のことを反はん芻すうしていた。

　隣ではエリナリーゼが横になり、さらにその隣では、クライブがスースーと寝息を立てている。

　エリナリーゼは目を閉じてはいるが、まだ起きている。

　目を閉じているのになぜ起きているのがわかるかというと、クリフの体を優しく、愛いとおしそうに撫なでているからだ。

「リーゼ」

　クリフはクライブを起こさないよう、ささやき声で彼女を呼んだ。

　エリナリーゼは返事をしなかった。

　ただ、撫でている手を止めて、クリフの肩のあたりに、ポンと自分の頭を載せた。

　なんですの？　と、言わなくてもわかった。

　クリフが横を向くと、彼女の美しい顔が眼前にあった。

　クリフは人を顔で選ぶべきではないと考えている。しかしそれでも、一目見た時から彼女は美しいと思った。顔で決めるべきではないと思いつつも、彼女が欲しいと思った。

　彼女は思った人とは違ったけれど、思った以上に美しかった。

　顔だけでなく、心と生き方が。

「ルーデウスへの返事が決まったよ」

　クリフがそう言うと、エリナリーゼはクリフの手を取った。

　優しく握られる。

「僕はね、ルーデウスには感謝しているんだ。彼のお陰で、僕は一いっ端ぱしになれたと思っている。一人前とは、まだ言いがたいけどね」

　エリナリーゼは何も言わない。

　彼女はクリフの話を、特に真面目な話を聞く時は、こうして何も言わずに耳を傾けてくれる。

「君とこうして子供を作り、幸せな生活を送れているのも、半分ぐらいは彼のお陰だと思っているんだ。もちろん、彼は否定するだろう。彼はなぜだか、僕に一目を置いてくれているから。クリフ先輩の努力の成果ですよ、なんて言うと思うんだよ」

「だからね、リーゼ。僕はルーデウスが困っていたら、助けてあげようと思っているんだ。困っていたら、その都度、何度でもね。僕の力はルーデウスの足元にも及ばないだろうけど、それでも何かできることはあるだろうから。彼ができないことで、僕ができることは、必ず何かあるはずだからね」

「そして、彼ができなくて、僕ができることっていうのは、彼と同じことをやっていたり、彼の庇ひ護ご下にいたりしたら、きっと増えていかないと思うんだ」

「彼の友人として、彼に頼ってもらうためにも、僕は、僕の足で歩いていくべきだと思うし、僕の手で欲しいものを手に入れ、手の中のものを守っていくべきだと思うんだ」

　クリフの口から出てくるものには、確固たる理論があるわけではなかった。

　きっとそう思うという、ただそれだけのことなのだ。

「僕は実感が欲しいんだ」

　実感。

　そう、クリフは実感が欲しかった。

　自分がやれるんだということ。自分は一人前なんだということ。自分がこの七年で、どれだけ成長したのかということ。自分の手で、エリナリーゼやクライブを守っていけるんだということ。

　そうしたことを、ミリス教団という組織の中で、確かめたかった。

　無論、それはエゴに過ぎない。

　本当に、心の底からエリナリーゼやクライブを守りたいのなら、最初からルーデウスの手を借り、オルステッドの後ろ盾を得たほうが確実だ。

　でも、そうじゃない。

　それでは、クリフはきっといつか、自信を失ってしまうだろう。

　本当の窮地に陥った時に、自分の意思で動けず、固まってしまうだろう。

　居もしない誰かの指示を待ち、機会を逃すだろう。

　そうしたことを、クリフははっきりと言葉で説明できるわけじゃない。ただ、漠然と自分がそうなるであろうと予想し、そうなるのが嫌だと思ったのだ。

　そして、エリナリーゼはわかっていた。

「クリフはそう思いますのね」

「間違っているか？」

「いいえ。でも一つだけ。あなたの手の中には、すでにわたくしがいますわ。そしてわたくしは、敵を倒す剣にも、身を護まもる盾にもなれますの。武器は使わないと損ですわよ」

「ああ、そうだな」

　武器や防具は体の延長だという言葉がある。

　エリナリーゼはそれに倣い、自分を手足のように思ってほしいと思っている。

　武器のように使うのではなく、手足のようにあって当然の存在だと思ってほしいと考えている。

　それが、エリナリーゼなりの尽くし方であった。

「それにしても、ずいぶんと悩んでいらしたのに、急にどうしましたの？」

「いや、実は今日、生徒会の面々とこんなことがあったんだが──」

　クリフは、その日の出来事を話した。

　ノルンが困っていたこと、学校の地下にいたレイスを退治したこと、生徒会の面々に進路を聞いたこと……。

　最後に、ノルンが微笑みながら、お礼と祝辞を述べてくれたこと。

「そう、今日はいい日でしたわね」

「ああ……でも、一つ気になることが出来てな」

「気になること」

「ああ。なんというか今日思ったんだが……」

「教えてくださいまし」

「いや……うん」

「大丈夫、笑ったりしませんわ」

　言いよどむクリフに、エリナリーゼは優しく聞いた。

　しかし、その口元は、少しニヤけていた。クリフがこうして言いよどむ時は、大抵は女性関係のことだからだ。そして、浮気だと思われることを恐れて、こうして言いよどむ。

　エリナリーゼは、クリフのそういうところをとても愛いとおしく思っていた。

　言いよどむのは、エリナリーゼに嫌われたくないという感情の発露だからだ。

「ええと、君に言うのもなんなんだが……もしかすると、ノルン君は、僕のことが好きなのかもしれないんだ」

「あらあらあらあら、クリフったら、浮気ですの？」

「ち、違っ」

「ねぇクリフ」

　いつもは、違うと慌てるクリフを、エリナリーゼがからかって、最後に「冗談ですわよ」と言って抱きしめて終わりだ。

　だが、その日は、エリナリーゼも少しだけ真面目な話をすることにした。

「大抵の男は、わたくしに言い寄ってはきますけど、わたくしがどういう女かを知ってなお、家庭を持ちたいとまでは思いませんわ。わたくし自身、そう思いますもの」

「でも、あなたはそう思ってくれた。自分の見ていないところで、どこの馬の骨かわからないような女に、真正面から来てくれた。呪いを真正面から治そうとしてくれた。それは、とてもできることではありませんの。だからわたくしはあなたにぞっこんですの。わたくしの心は、あなたのものですの。クリフ。あなたに捧ささげた操を守るためなら、呪いで死んでもいいぐらいに想おもっていますの。それぐらい、あなたはいい男ですわ。わたくしにとっては世界一」

「いや……そこまで言われるほどではないと思うんだが……」

　べた褒めされ、クリフは顔を赤らめて視線を泳がせた。

「それを踏まえた上で、これから言う言葉を信じるも信じないも、あなた次第」

「あ、ああ」

　ゴクリとツバを飲んだクリフに、エリナリーゼは間髪いれずに言い放った。

「それ、クリフの勘違いですわ」

「……」

「わたくし、呪い持ちだから、女の子の恋の機微には敏感ですの。だから、間違いないと思いますわよ」

　容赦のない言葉に、クリフは絶句する。

　そんなクリフに、エリナリーゼはクスッと笑い、そのまま、からかうような口調で続けた。

「でも、これはもしかすると、わたくしが嫉妬からそう言っているのかも……あなたをノルンに取られたくないあまり、嘘をついて遠ざけようとしているのかも……」

「いや……それはない。うん。わかっていたとも。だから『もしかすると』と前置きしたんだ。別に期待していたわけじゃない。なんたって僕には君がいるからな。ただ、もし彼女が僕に好意を抱いてくれていたなら、それは悲しいことだと思ってだな──」

「はいはい」

　真っ赤になって言い訳をするクリフ。

　エリナリーゼはそれを愛おしそうに眺めていた。試すような言い方をしてしまったが、こう言ってくれるからこそ、エリナリーゼはクリフが好きなのだ。

「う……あぁぁぁ……あぁぁぁ……！」

　と、そこでクライブがぐずりだしてしまった。

　クリフの声が大きすぎたのか、両親のイチャイチャに当てられたのかはわからないが、とにかくご立腹だ。

「あらあら、声が大きすぎましたわね」

「む、すまない……」

　エリナリーゼは身を起こすと、脇のベビーベッドにかがんで、クライブの世話をし始めた。

　クリフも起き上がり、何かを手伝おうと手をさまよわせたが、エリナリーゼはすぐにクライブをあやし、静かにさせてしまった。

　よしよしと、体をゆすりながら子供をあやすエリナリーゼ。

　それを見たクリフは、なんともいえない幸せな気持ちになった。

　同時に、改めて今後の自分の人生について、決意を固めるのであった。





第四話「クリフとザノバの卒業式」




　そんなこんなで、あっという間に月日が過ぎた。

　今日は、ラノア魔法大学の卒業式だ。




　大講堂にて行われる卒業式。

　ズラリと並んだ卒業生の中には、クリフがいる。

　実は後ろの方にザノバもいる。

　退学した彼だが卒業式に参加できないか、と聞いてみたところ、特例として許されたのだ。特別生だし、授業自体もほとんど取ってなかったってことで。

　教頭であるジーナスの、粋なはからいとも言える。

　ザノバ自身は、卒業式自体にはそれほど興味なかったようだがね。

　でもまぁ、こういう式典ってのは、参加することにも意義があるもんだ。

　セレモニーだもの。

　参加者はいつも通りだ。卒業生五百名ほどの横に、二百～三百人ほどの教師陣が並んでいる。ロキシーも、前回いた時は少し浮いて見えていたが、今回は馴な染じんでいるように見える。

　慣れたせいかな。一つだけ小さな背があっても、気にならない。むしろ、いて当然という感じだ。

　在校生は生徒会のみ。

　キリッと引き締まった顔をしたノルンを筆頭に、魔族や獣族といった多種族が並んでいる。

　アリエルが生徒会長だった時は人族が中心だったが、頭かしらが替われば、その下につく者も変わってくるものなのだろう。去年の入学式の時にも思ったが、ノルンは特に、魔族や獣族の生徒に慕われているようだ。一般生徒からも、悪い噂うわさは聞かない。

　アリエルほど心酔されているわけではないようだが、頼れる生徒会長として認識されていると見ていいだろう。お兄ちゃんとしては、鼻が高い。

　ちなみに、今回も俺はジーナスに許可を取り、生徒会の末席に座らせてもらっている。

　いやはや、何度見ても、卒業式というのは感慨深いものだ。

「卒業生代表！　ブルックリン・フォン・エルザース。諸君に、卒業証書と、魔術師ギルドＤ級の証を授けん！」

　今回の首席卒業は、クリフではなかった。

　首席のヤツの名前は聞いたことがないが、苗みょう字じは聞き覚えがある。

　確か魔法三大国の一つであるネリス公国の王侯貴族だ。

　ラノア魔法大学は、ラノアと名は付いているものの、魔法三大国の共同出資によって賄われている。

　こうした式典において、三大国の偉い貴族・王族を優先するのも、一つのルールなのだろう。

「ブルックリン・フォン・エルザース。謹んで拝受いたします！」

「そなたに魔導の道があらんことを！」

　クリフはそれを見ながら、物憂げな顔をしていた。

　以前のクリフであれば、「なぜ僕が首席じゃないんだ！」と暴れただろうか。

　実際、成績だけを見れば、卒業生の中でクリフを超える者はいないはずだ。

　彼の最終成績は、上級攻撃魔術四種に、上級治癒、上級解毒、中級結界、上級神撃。その上、呪いの抑制に関する研究レポート。聖級こそ取得しなかったものの、これに迫る者はいない。大学の歴史を見ても、そう多くはいないだろう。

　俺の知る限り、そんな偉大な人物はロキシーぐらいだ。

　俺？　俺は大学では治癒と解毒ぐらいしか習ってないから、ノーカンさ。

　右記に加え、クリフはミリス神父としての資格も取っている。毎夜毎晩エリナリーゼとくんずほぐれつしていたくせに、成績が落ちることもなかった。学校でできることは全部修得して、精神的にも肉体的にも大人になって。さらに美しい妻を娶めとり、子供まで出来た。

　完璧なリア充だな。

　もっとも、あの表情。

　恐らく、首席を取れなかったことを嘆いているわけではあるまい。

　物憂げな、悩みのある顔だ。

　二ヶ月前に決めると言ったことを、まだ決めかねているのかもしれない。しかし、悩んでいるなら悩んでいるでいい。二ヶ月で決めきれることなんて、そうそうないのだから。




　卒業式が終わった後、まずはザノバと合流した。

　正装をしたジンジャーとジュリが花束を持って後ろにつき従っていた。他にそんなことをしているヤツはいないから、シーローン王国の習慣なのだろう。

「ザノバ、卒業おめでとう」

「おお！　師匠！　ありがとうございます！」

　ザノバは、ラノア魔法大学の制服だ。若者向けのデザインではあるが、シーローン王国の正装をしているより、よっぽど似合って見える。

「余の卒業に関していろいろと手を回してくださったようで……先日、いきなり大学より書状が届けられた時は、仰天しましたぞ」

「いいじゃないか。こういうのに出とくのも、一種のけじめだよ」

　やっぱり式典ってのは出といたほうがいい。

　シルフィも卒業式に出られなかったことを、ちょっと残念に思っていたようだしな。

　でもザノバは式典を、面倒なだけの代物と認識しているかもしれないな。王族だし。

「それとも、嫌だったか？」

「いえ、最初は面倒に思っておりましたが、出てみると、意外に悪くありませんな……」

　ザノバはそう言って、周囲を見渡した。

　卒業生が在校生に囲まれたり、先生に挨拶していたり。微笑ほほえましい光景が広がっている。

　おや、あの人だかりの中心にいるのはノルンか。

　魔族っぽい少年が顔を真っ赤にして彼女の手を握っている。

　ノルンが困った顔をして、周囲の生徒会役員がニヤニヤ笑っているところを見ると、告白イベントだろうか。

　あるいはもっと微笑ましくて、あこがれの生徒会長に握手をねだっているだけかもしれない。

　ノルン握手会だ。ルイジェルド人形にノルンとの握手券をつければ、親衛隊ファンクラブの方々がたくさん買ってくれるだろうか。

　いや、金儲もうけ目当てじゃないから、やらないが……。

　あっちで女子に囲まれているのはロキシーだな。五人ぐらいの女生徒が、泣きそうな顔でロキシーに頭を下げている。ロキシーが少し微笑みながら、何かを言い返すと、女生徒は感激したように大声で泣いて、ロキシーに抱きついた。

　ロキシーは困った顔をしながら、彼女の背中をぽんぽんと撫なでる。

　周囲の女生徒たちがもらい泣きを始め、号泣が始まってしまった。

　その他にも、各所で卒業イベントが行われている。卒業式独特の、少し湿っぽいけど、スッキリとした雰囲気。

　もっとも俺とザノバの周囲には誰も近づいてこない。

　あまり学校に知り合いが多いわけではないってのもあるだろうが、なんだか少し寂しい。

　まあいいさ。

　この後、酒場の予約をしてある。ウチの家族とリニアとプルセナ。ついでにナナホシも呼んで、皆集めて楽しく宴会だ。オルステッドはちょっと参加できないが、祝辞は頂いている。

　こういう場では寂しくとも、仲間がいないわけではないのだ。

　さぁ、さっさと帰ろうじゃないか。

「ルーデウス様」

　と、思ったら一人の男が近づいてきた。ふわふわの金髪を持った、二十歳ぐらいの男だ。

　見覚えがあるようなないような。

　どこの誰だったか。

「初めまして、私はブルックリン・フォン・エルザースと申します」

　あ、首席卒業の人だ。さっき見たばっかりじゃないか。

「この度は首席卒業、おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　俺が頭を下げると、彼も優雅に礼を返してくれた。

「しかし、首席で卒業できたのは、あくまで家柄のお陰です。私は試験成績において、常にクリフ様の二番手でしたからね」

「またまた、ご謙遜を……」

　冷や汗が流れそうになってしまう。口に出しては言ってないが、俺もそう思ってたからな。

「でも、家柄のお陰とはいえ、最後の最後に、クリフ様に勝てました。勝ってしまいました……」

　確かに、結果を見れば首席卒業したのは彼だし、勝ったことになるだろう。

　勝ったと喧けん伝でんできるほど、勝ってはいないだろうが。

「……なので、ルーデウス様」

　ブルックリンは、まっすぐに俺を見た。

　真しん摯しな目つきだ。なんだろう。もしかして告白されるんだろうか。クリフに勝ったから告白？　どういう経緯だ？

　やめて、あたいには妻と妻と妻と子供がいるの……。

「あなたに、決闘を申し込みます」

　違った。

　決闘か……最近、オルステッドの配下と知れ渡ったからか、たまにそういう輩やからも来るようにはなってきたけど……。

　でも、なんでクリフに勝ったら決闘なのだろうか。

「なぜ？」

「はい。私は以前より、自分がどの程度強いのか、ということに興味がありました。そして、この数年間で、自分の実力が、一般的なレベルから見て抜きん出ているということもわかりました」

　抜きん出ている……。

　まあ、仮にも首席卒業だもんな。実際、頭一つか二つ、抜き出ているのだろう。

「ですが、ルーデウス様、あなたはその上を行っている」

「……そうですかね」

「私は、あなたにずっと挑んでみたかった。あなたが魔王バーディガーディを一撃で倒した時から、ずっと」

　ブルックリンは、そう言ってグッと拳を握りしめた。

「私の家は武家です。本国に戻り、家を継げば、部下を持ち、人を使う立場になります。そして、そうなれば力試しをする機会などなくなるでしょう」

「偉い立場になれば、勝手はできないでしょうね」

「はい。なので、今、この最後のチャンスに、あなたに挑ませてください！」

　ブルックリンは勢いよく頭を下げた。

　事情はわかった。男の子なら誰しも、自分の強さが気になるものだ。

　自分が平均より上なのはわかった。それ以上に強い者がいるのもわかった。

　多分負けるだろうけど、挑んでみたいという気持ちもわかる。

　ちょっとわかんない部分が残ってるが。

「なぜ、クリフに勝ったら、なんですか？」

「え？」

　そう尋ねると、ブルック氏はきょとんとした顔をした。

「ルーデウス様に挑むには、六魔練を倒さなければならないと、そう聞き及んでいます。リニア様、プルセナ様、フィッツ様は卒業し、バーディ様もいなくなり……ザノバ様は倒しましたし……」

「……」

　六魔練って……そういえば、そんなんあったな。誰が言い始めたのか知らないけど。

　全員を倒さなきゃ、俺に挑めないとかなんとか。

　こいつは、それを律りち儀ぎに守ってたってことか……。

「ザノバには、勝ったんだ？」

「はい。授業中の模擬戦にて何度も勝たせていただいております」

「そっか」

　ちらりとザノバを見ると、目を逸そらされた。

　……まあ、魔術だけでの戦いであれば、ザノバも勝てないか。でもクリフにはずっと勝てなくて、ここまでズルズルと来てしまったと。最終的に、クリフに勝てたとは思ってないけど、卒業すればチャンスは完全に失われるから、今こうして頼んでいると。

　なるほどな。

　卒業記念か。

「やはり、卒業した方も倒さなければいけないのでしょうか……」

　彼としても記念のつもりなのだろう。

　最後のけじめ。ダメ元の告白にも似ている。

「いや、いいよ。やろう」

　卒業式に何かをしたいと思うのは、どこの世界も一緒だろう。

「……！　ありがとうございます！」

　俺の返答に、ブルックリンはまた勢いよく頭を下げた。

「すまんがザノバ、審判をしてくれ」

「了解しました。師匠」

　俺はザノバに上着を預けた。

　一瞬だけ魔導鎧マジックアーマーのことがチラリと頭によぎったが……無しの方がいいだろう。





　　　　★　★　★






　校庭に移動して決闘を始め、全てが終わるのに、三時間ほどの時間を要しただろうか。

　結果から言うと、俺は勝った。伊だ達てに日頃から剣王エリスや龍神オルステッドと訓練をしているわけではない。苦戦する気配もなく、赤子の手をひねるように勝った。

　手加減はやめておいた。

　ブルックリンも、結果はわかっていたようで、晴れ晴れとした顔で礼を言われた。

　と、そこまではよかった。

　その後、それを見ていた別の卒業生から、次々と腕試しを挑まれたのだ。

　ザノバには早食いで勝った、クリフには徒競走で勝ったとか、そんな本当かどうかもわからない理由で。

　野次馬も大量に集まり、なんだか人気者だ。

　俺としては、なんだか楽しくなってきてしまったため、全てを受けた。卒業式だし、そもそも六魔練とか言い出したのは俺じゃないし。いつもは口うるさいノルンも今日は何も言わず、生徒会の面々を使って野次馬の整理をしてくれた。

　騒ぎは起こしてほしくないが、卒業式だから仕方ないという感じの顔だ。

　すまんね生徒会長。

「ふぅ」

　そうして、二十人ほどとの決闘が終わった。日頃から鍛えているとはいえ、さすがに疲れた。

　皆満足していた。満足した顔で、帰っていった。

　これから帰郷する者の思い出になれたらいいなと思う。

　そして、誰もいなくなった。

　ノルンも会場の片付けがあるから先に帰っていてくれと、姿を消してしまった。

　残ったのは、ザノバとそのお付きの二人だけだ。

「さすが、師匠は人気者ですな」

　ザノバはずっと審判を続けて疲れたようだ。

　なんだかんだ言って、コイツは体力がない。

「余は疲れましたが……師匠はどうですか？　お疲れではないですか？」

「いや、大丈夫だよ。ただ、お互いちょっと汚れたな。宴会の前に、着替えたほうがいいだろう」

「ふむ……そうですな」

　ザノバはそう言って、己の服装を見下ろした。魔術の余波で撥はねた泥や、砂がこびりついてしまっている。無論、戦いの渦中にあった俺もだ。

「では、一度家に帰りましょう。妹君はどうすると？」

「ノルンは、参加はするって言ってたし、会場も伝えてあるから、勝手に来るはずだよ」

「そうですか、では……」

　と、そこでザノバの視線が、ふと俺から外れた。俺の背後、やや上の方へと注がれている。

　振り返り、何があるのかと視線を追ってみる。

　いた。

　短めのダークブラウンの髪が、屋上から覗のぞいていた。その隣では、金髪の縦ロールが風に揺れている。

「ジュリ、ジンジャー」

「はい」

「すまぬが、先に帰って、着替えを用意しておいてはくれぬか？」

「わかりました」

　二人は頷うなずき、その場を後にした。

　もう主従ではないと決めたはずだが、どうみても主従だな。すぐに抜けるもんではないだろうが。

「では師匠、参りましょうか」

「ああ」

　俺はザノバの言葉に頷いて、校舎へと入った。




「全部見てたよ。ルーデウスは強いな」

　屋上に出ると、クリフは疲れた顔でそう言った。

　その脇には、エリナリーゼもいる。彼女が卒業式に来るのは知っていた。

　事前に、クライブ君をウチで預かってもらうように頼んできたから。まあ、退学したはずなのに制服姿なのは知らなかった。制服姿でナニをしていたのかは聞くまい。

　なにせ、今日は卒業式だ。

　どこで何が起こっていても不思議ではない。

「さすがは、『龍神の右腕』というところか？」

「茶化さないでください。あれぐらいなら、オルステッド様と戦う前でもできましたよ」

「そうだな」

　クリフはそう言って、屋上の手すりに体を預けた。

「クリフ先輩は、どうしてこんなところに？」

「理由なんてないさ。なんとなく、高いところに登りたかっただけだ」

　クリフは空を見上げつつ、そう言った。

　なんとなく高いところに、か。

　そういう時もあるだろう。俺は高所があんまり得意じゃないから、なんとなく行くのはパウロの墓だけど。

「何はともあれ、クリフ先輩。卒業おめでとうございます」

「ありがとう」

　俺はクリフの隣に行き、彼と同じように手すりに体を預けた。

　クリフが飛び降りるとは思っていないが、なんとなくだ。

　ザノバも、クリフの反対側に移動した。

　エリナリーゼは、俺たち三人を見守るかのように、やや離れたところに立っている。

　あ、なんか今の構図、青春っぽいな。

　思えば、クリフは青春真っ盛りなのかもしれない。二十二歳。子持ちの卒業式。

　悩みは多そうだ。

　いやいや。馬鹿なこと言ってないで、今日の宴会をどうするかぐらい聞いとくか。

　参加するとは聞いていたし、主役の一人だからドタキャンされても困るが。

「クリフ先輩、この後、どうするんです？」

　どのタイミングで来るのか。

　俺たちと一緒に宴会に来るのか、それともエリナリーゼともう一戦ぐらいしけこんでから来るのか。そんなつもりで聞いた。

「……」

　クリフはその問いに、沈黙で答えた。

　言いにくいのか。てことは、まだエリナリーゼと制服プレイを楽しむつもりか。

「……僕もリーゼと相談して、考えたんだ」

　クリフが言葉を発したのは、それから数秒後だった。

「もう一年。待ってほしい」

　一瞬、俺は何を言われているんだかわからなかった。

　酒場の予約は今日だ。一年も待てるわけがない。

「子供がもう少しだけ大きくなるまで、ですかな？」

　ザノバの言葉で、俺はハッと我に返った。クリフは、二ヶ月前に「卒業式には答えを出す」と言った。その答えを、今言おうとしているのだ。

　いや、忘れてたわけじゃないぞ。今日は卒業式で宴会だから、聞くのはその後でもいいと思ってたんだ。

「そうだ。クライブはまだ小さいから、せめて乳離れするまでは、見守ってやりたい」

　クリフは真剣な顔で、魔法都市シャリーアを見下ろした。

　ここからだと、町並みがよくわかる。屋根が緑色だからか、俺の家は目立つな……。

　そういえば、大学に入学した頃は、この校舎に屋上ってなかったんだよな。

　増築する前、三年生ぐらいの時に、何か必要なものがないかってアンケートが取られてて「屋上」なんて答えたら、いつのまにか造られたけど、結局一度も来なかった。

「ここからミリス神聖国まで行くのには、二年近くかかる。けどルーデウス、君のところの転移魔法陣を使わせてもらえれば、移動時間は短縮できる。どれだけ短縮できるかはわからないが、最低でも一年の猶予は、あるはずだ」

　卒業から二年以内に帰るのを、クリフは義務と考えているらしい。

　律儀なことだ。

「魔法陣、使わせてくれるよな？」

「もちろん」

「助かる」

　転移魔法陣は禁忌だ。

　緊急の場合でもなく、ただ私事で使うのは、クリフにとってブレーキが掛かる行為なのかもしれない。

「それとルーデウス。君たちの仲間になる、ということについてなんだが……」

「はい」

　クリフは言いにくそうにしている。

　断られる流れだろうか。せめて理由を聞いて、説得はしておきたいものだが……。

「それも、待ってほしい」

「待つ、ですか？」

「ああ、確かに、龍神オルステッドの後ろ盾があれば、僕はミリス教団でも上の地位に立てると思う」

　立てるだろうな。

　オルステッドは、ミリス教団の内部事情にも詳しいはずだ。なんなら、長いループの中で、この時期の教団幹部の弱みを知っている可能性がある。

「けど、それじゃダメな気がするんだ」

「……」

「僕の、今まで頑張ってきた自分の力が、ミリス教団でどこまで通用するか、試してみたいってのもあるけど……誰かの手で用意された椅子には、座りたくないんだ」

　クリフは拳を握りしめて、そう言った。

　わからないでもない。さっき、俺に決闘を挑んだ連中と同じだ。力試し。クリフの男の部分だ。

「その結果、僕がミリス教団で上に立てたら、君たちの仲間になろう」

　うーむ。それでクリフが上に立てたらいいが、できない場合もあるだろう。

　失脚するだけなら、まだいい。ミリス教団には別のアプローチを掛けて、クリフはオルステッドの専属ヘルメット職人にでもなってもらえばいい。

　けど、謀殺までされてしまうのは、俺としては嫌だ。友人に死んでほしいわけじゃない。それとも、クリフが挑んだ末の結果なら、俺は甘受すべきなのだろうか。

「それで、クリフ殿。一年後はお一人で行かれるつもりで？　ご家族はいかがなさる？」

　俺の代わりにザノバが聞いた。

　そうだ、エリナリーゼとクライブはどうするつもりなんだろうか。

　クリフは難しい顔をしている。悩ましげというか、申し訳なさそうな顔だ。

　でも、決心をしている顔だ。

「置いていく」

「……いつまで？」

「少なくとも、僕が一人前になるまでは」

　一人前になるまで……ってことは、要するに、いつまでかはわからないってことか。

　エリナリーゼを見ると、彼女はお腹のあたりで腕を組んだまま、目を瞑つぶっている。

　了承しているということか。

　しかし、いいのか？

　エリナリーゼも、できれば近くでクリフを見守り、支えてやりたいのではないだろうか。

　呪いだって、クリフの魔道具で緩和できるとはいえ、何年ももつわけではない。

　いや、俺が何かを言うべきことではないな。クリフはエリナリーゼと話し合って決めたのだ。

　ここが、クリフにとってのターニングポイントなのだろう。

「わかりました」

　クリフの意見を尊重することには、リスクがある。

　クリフが俺の目の届かないところで死んでしまえば、俺はミリス神聖国へのつながりを失う。

　呪いの研究をする人物もいなくなる。

　だが、リターンもある。一人で揉もまれることで、クリフは一回りも二回りも成長するだろう。

　成長したクリフは、仲間になった後に、今以上に頼りになるはずだ。リスクに見合っているかはわからないが、リターンはある。理屈でもそう考えられるなら、問題あるまい。

　クリフがそうと決めて、エリナリーゼが了承した。

　なら、俺はその意見を尊重しようと思う。

「ではあと一年間、よろしくお願いします」

「ああ、こちらこそ」

　そう言って、クリフは手を差し伸べてきた。

　俺は彼の手を握り、大きく頷いた。

　しかし、クリフが一人前になるまでと考えると、仲間になるかどうかわかるのは、今から三年以上は後になるな。

　なら、クリフのことは置いといて、別のことをしよう。

　そうだな……まずは、先にアリエルの方に声を掛けておこうか。

　ザノバの人形販売も始まったばかりだし、傭よう兵へい団も大きくしなきゃいけない。

　どっちもアスラ王国への進出はしときたい。これから一年は、アスラ方面の攻略期間と考えて行動するか。

　忙しくなるな。

　……でもその前に。今日は卒業したことを、皆で祝おうじゃないか。

「よし、クリフ先輩。難しい話は終わりにして、今日のところはパーッと騒ぎましょう」

「……そうだな！」

　こうして、ザノバとクリフの卒業式は終わりを告げた。







間話　「田舎者、都会へ行く」




「ニナさん、手紙です」

『剣王』ニナ・ファリオンの元に手紙が届いたのは、夏のことだった。

　万年雪で覆われている剣の聖地は常に寒いが、その日は春のように暖かく過ごしやすい日であった。

　道場の主である剣神ガル・ファリオンは午前のうちに「こんな日に修行するなんて馬鹿らしい、お前ら、今日は好きにしていいぞ」と昼寝を敢行。

　ニナは勤勉であったため、実直にも稽古に励んでいたが、手紙と聞いてその手を止めた。

「手紙？　……イ……ゾル……あっ！」

　汗だくになりながら配達人から手紙を受け取ったニナは、顔をほころばせた。

　水神流の紋章が描かれた封筒の裏には、懐かしい名前が書いてあったからだ。

　イゾルテ・クルーエル。

　数年前にニナと共に修行をした、水神流の筆頭剣士である。

　彼女は今、アスラ王国の剣術指南役として働きつつ、水神流の道場を切り盛りしているはずだ。

　彼女とは友人関係にあるが、剣の聖地を発たってからは疎遠になってしまった。

　こうして手紙が届くことは珍しい。

「……えっと」

　ニナは喜びながら封筒を破り、中の便箋を取り出した。

　しかし、その表情は、びっしりと文字の書かれたそれを見た瞬間、曇った。

「なんて書いてあるんだろう」

　ニナは文字が読めない。知り合いの名前ぐらいはなんとか読めるが、長文を読むレベルには達していない。この剣の聖地では、それでも困らないが。

（誰かに読んでもらおう）

　この道場に住む者の中には、きちんとした教育を受けて育った者もいる。誰かは読めるだろう。

　ニナは裏庭へと赴いた。

　そこでは何人かの門弟が、麗うららかな日差しを浴びてのんびりとお喋しゃべりに興じていた。

　普段なら、サボっているように見える彼らを一喝する立場にあるニナである。

　ゆえに、彼らも慌てて立ち上がり言い訳を始めようとしたが、今日は道場主が直々に休暇を言い渡した珍しい日である。ニナは彼らに対して特に何も言わず、手紙を持ち上げて読めるかどうかを聞いた。

　彼らは顔を見合わせ、そのうちの一人が手を挙げた。ニナは「人間語ならなんとか」と言う彼に手紙を渡し、読んでもらうことにした。

　内容は簡潔だった。

　ここ数年の出来事と、近況である。

　レイダが死に、道場を切り盛りしながらのあれこれ。剣術指南役として、ギレーヌと仲なか違たがいすることもしばしば。ニナはそれを微笑ほほえましく思いながら聞いた。真面目で潔癖なイゾルテが、ギレーヌのぶっきらぼうな言葉にムッとした顔をしている姿を思い浮かべながら。

　そして、最後に書いてある文で、真顔になった。

『もうすぐ、アリエル陛下の戴冠式が行われます。戴冠式の前後一ヶ月は、国を挙げてのお祭りとなります。それに合わせて、ぜひとも遊びに来てください』

　ニナはそれを聞いて、即座にアスラ王国に行くことを決意した。

　悩むことはなかった。即決即断が剣神流のモットーであるから。

　行きたいと思ったら行くのだ。





　　　　★　★　★






　アスラ王国首都アルスの大通りは、人でうめつくされていた。

　一歩横によろめけば人にぶつかるほど、数メートル先が見えないほど。

　さながら、増えすぎた雪せき狼ろうの群れのような密度である。戴冠式を目前に控えたアスラ王国の首都アルスには、世界中から人が集まってきているのだ。

　最強国家の王を一目でも見られるかもしれないと思って田舎から出てきた者。

　祝辞を述べるべく、親善大使として派遣された他国の貴族。

　このタイミングでならいい仕官話が転がっているかもしれないとやってきた浪人剣士。

　人手が必要だろうと予測をつけ、簡単で報酬のいい依頼を求めてやってきた冒険者。

　木を隠すのなら森の中、これを機に追っ手から逃れようとしている賞金首。

　人が集まるところには儲もうけ話アリと、怪しげな商品を売りつけるべくやってきた商人。

　中央大陸に住む、ありとあらゆる人種がこの国に集まりつつあるのだ。

　その上、今日はアスラ王国の白騎士団がパレードを行うということで、憧れの騎士団の晴れ姿を一目見ようと、町人たちも大通りまで足を延ばしている。

「うわぁ……」

　そんな中、ニナはキョロキョロと首を巡らせながら、町の中心に向かって歩いていた。

　これほどの人混みは生まれて初めてだ。それなりに人の多い町には行ったことがあると思っていた彼女だったが、その想像を絶するほどの人の群れに、混乱せざるをえなかった。

「ちっ、どこ見て歩いてんだ！」

「なっ……そっちからぶつかっ……あれ？」

　喧けん嘩かを売られた、と思った時にはすでに相手は人混みの中に消えている。

　こんな経験も初めてだった。彼女は仮にも剣王だ。持ち前の鋭い感覚で、今悪態をついた男がどいつで、どっちに行ったのかはわかる。

　だが、向こうは悪態をつくだけついて歩き去った。

　恐らく、ニナの顔すら見ていない。

（都会では、あの程度の悪態は挨拶みたいなものなのかしら……）

　剣の聖地で自分にあんな口を利いた相手は、一瞬で治癒魔術師送りになるというのに……。

　都会では悪態をつかれても、喧嘩を売られたと思ってはいけないのかもしれない。

「やぁやぁ、そこの綺き麗れいなお姉さん、ちょっと見ていきやせんか？」

「き、綺麗って……私？」

　フラフラと歩いていると、唐突に商人風の人物に呼び止められる。

　彼は近くの小さな店で、何かを売っているらしい。

「そうですそうです。あなたのような綺麗な方は初めて見ました……ところで、見たところお姉さん、首都は初めてのようですが？」

「はい、でもなんでわかったの？」

「え？　一目見ればわかりやすよ。この人混みでてんてこ舞いなのは、他国の人間の証拠ですもの」

　知らず知らずに田舎者らしい動きをしていたと聞いて、ニナは顔を赤らめた。

　自分では都会にもちょくちょく足を延ばしているつもりだった。

　だが、本当の都会の人間からすると、ニナが都会と思っていた場所ですら、田舎なのだ。

「すごい人混みね。やっぱりみんな、戴冠式目当て？」

「もちろん、それもありやすが、今日は騎士団のパレードがあるってんで、皆してこの大通りに集まってるんでさ」

「そうなの……」

「町の至るところに、看板があったでしょう。パレードを見るなら大通りを、用のない者は裏のサアルテン通りの方を使えって……」

「悪いけど、字は読めな──」

「あ、なるほどなるほど、パレードに用がないなら、うちの裏からもサアルテン通りに出られやすから、よかったら、通っていきやすかい？」

「いいの？　でも、通行料が──」

「えあー、もちろん無料で……あ、そうだ。文字が読めないってんなら、うちの商品を買っていくといい。人形付きの絵本なんですが、巻末には字の読み方も付いてるってんで、好評なんですよ」

「本を買えるだけのお金なんて……」

「大丈夫大丈夫。うちの本は、そんじょそこらの本よりずーっと安いんですよ。アスラ大銅貨二枚……いや、これも何かの縁だ、アスラ大銅貨一枚と銅貨八枚に負けときますよ、いかがです？」

　気づけば、ニナは幾分か人通りの少ない道にいて、手には絵本と人形を持っていた。

　サイフからは、きっちりアスラ大銅貨一枚と銅貨八枚分の金が減っている。

　自分の発言を遮られて、矢継ぎ早に言葉を繰り出された結果だ。

　気づいたら詐欺にあっていた感じだが、嫌な気分ではない。このスピード展開は、剣神ガル・ファリオンに稽古をつけてもらった時と似ているからかもしれない。

　それにしても、大銅貨一枚と銅貨八枚。

　本の値段にしては安いかもしれないが、ニナの手持ち金額から見ると高額である。

　だが、道を教えてもらった上、何もなしでは剣王の名がすたる。

（だから、これでいいのよ……）

　そう思い、ニナは歩き出した。




　サアルテン通りは、大通りより二メートルほど下を通っていた。

　ややジメジメとしていて、トンネルが多い。まさに地元民の下道という感じだが、道幅は広く、商人の言ったように大通りに比べて空いていた。

　あくまで比べてということなので、人でごった返してはいるのだが……。

　それでも町の中心へと向かう人の流れと、町の外へと向かう人の流れできっちりと分かれていたため、ニナもスムーズに移動を再開することができた。

「これなら、なんとか夕方までにはイゾルテの道場に着けるわね」

　先ほどのお金は、情報料としては悪くなかったかもしれない。

　そう思いつつ、ニナは手元にある人形と絵本を見た。

　槍やりを持った魔族の人形で、絵本の表紙には同じ人物が描かれている。

　恐らく、主人公なのだろう。

　珍しいことに、スペルド族だ。

　どういう物語かは知らないが、ニナも武人の一人として、スペルド族と戦ってみたいと思ったことはある。

　友人であるエリスの話によると、スペルド族は凄すさまじく強いらしい。エリスは悪魔すらも目線を逸そらして道を譲るような殺気立った犬だ。そんな彼女が誇らしげに語るスペルド族。少し興味があった。

（それに、商人の言う通りこの本で勉強できるなら、稽古の合間に勉強するのも悪くないかもしれないわね）

　なんて考えつつ歩いていくと、大通りの方で歓声が上がった。

　どうやら、パレードが始まったらしい。

　騒いでいるのを見ると少し興味が湧いてくる。まずはイゾルテのところに、と思っていたが、今から大通りに向かって、見ていってもいいのではないか。

「え？」

　なんて思ったニナの視界の端に、チラリと、どこかで見たことのある、赤毛の女が映った。

「エリス？」

　なんでここに彼女が？　そう思い、赤毛の女を目で追う。

　すると、確かにいた。二メートル上の高さにある大通りから、赤い頭がぴょんと出ている。

　後ろ姿だったが、その物腰を見てニナは確信した。

　間違いない。エリスだ。

「エリッ──」

　なんでこんなところにいるのかわからないが、懐かしさを胸に声を掛けようとして、ニナは言葉を詰まらせた。

「ほら、ルーシー、見える？」

「見える！　キラキラしてる！」

　彼女が唐突に、近くにいた少女を肩車したからだ。

「エリス、俺が肩車してあげたかったんだけど」

「ダメよ、どうせルーシーの太ももを舐なめまわすんでしょ？　昨日私にしたみたいに！」

「失敬な！　実の娘にそんなことするわけないだろ！」

「どうだか！」

「確かに舐めまわしたいぐらい好きだけどさ……」

　その会話は、エリスの隣に立つ男性とのものだった。

　男性の方は、見覚えがあった。ニナにとってトラウマともなっている、魔王バーディガーディ。

　彼を一撃で倒した、あの魔術師だ。

　最近は『龍神の右腕』と目され、各地で目撃情報のある男。

　ルーデウス・グレイラットだ。

「……」

　ニナは、自分がショックを受けていることに気づいた。

　エリスがルーデウスのところに行ったのは知っている。龍神オルステッドと戦うというルーデウスの元に行ったのを知っている。その後、手紙も送ってこなかったから、てっきり死んだものと思っていたが、風の噂うわさでルーデウスと一緒にアスラ王国に現れたという話も聞いた。

　その後、ルーデウスが『龍神の右腕』となったのだから、エリスも龍神の軍門に下ったのだろう、と勝手に思っていた。

　きっと強くなってるのだろうな。あの頃よりも、と思っていた。

　しかし、今見えるエリスは、ニナの想像とはかけ離れたところにいた。

　男と二人で冗談を言い合いながら、笑い合っている。あの肩車をしているのは、娘だろうか。

　エリスが結婚して子供まで産んでいるなんて、考えたこともなかった。

　あのエリスが、あの野獣が、狂犬が、あんな風になってるなんて。

　夫と仲良くパレード見物に来て、イチャついているなど……。

「……イゾルテに会おう」

　ニナはそう思い、エリスから視線を外した。

　剣王になって、ようやくエリスと並んだと思っていたはずなのに、凄まじい敗北感を抱えながら。

　ちなみに、ニナの位置からは見えなかったが、ルーデウスの脇にはちゃんとロキシーとシルフィが立っており、すぐ近くにはザノバとジュリの二人もいたことを明記しておこう。
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　その後、ニナはイゾルテの道場へと赴いた。

　汗臭く、厳粛な雰囲気を持つ道場は、ニナの心をほっと落ち着かせた。

　イゾルテに挨拶をしたのち、門下生たちに紹介される。誰も彼もが女っ気、あるいは男っ気のない朴ぼく訥とつとした雰囲気を持っていた。

（やはり、剣士とはこうでなくては……）

　ひと通り道場の案内を受けた後、ニナはイゾルテに連れられて、彼女の住居へとお邪魔した。

　首都アルスに滞在している間は、彼女の家に泊めてもらう手はずとなっていた。

　イゾルテの住んでいる家の部屋が、一つ余っていたからだ。かつて、水神レイダの暮らしていた部屋であるが、すっかり片付いている。

　ニナは、レイダのことより、イゾルテに男っ気がないことに安心していた。

　水帝で、剣術指南役で、騎士。さぞモテるだろう。

　あのエリスですら結婚して子供がいるのだから、この玲れい瓏ろうたる雰囲気を持つイゾルテに相手がいてもおかしくない。

　家に戻ったら夫と子供を紹介されてもおかしくない。

　そう予想していたがゆえの、安心であった。

「ニナさん。実は今日、パレードが終わった後に小さな集まりがあるんです。長旅でお疲れかもしれませんが、そちらの方にも参加していただけませんか？　ぜひとも剣王様を、いろんな方に紹介したいのです」

　ニナが荷物を置き、ほっと一息ついたところでイゾルテがそう提案した。

「ええ、いいわよ」

　ニナはあっさりとそう答えた。

　小さな集まりというのが何かはわからないが、どうせ夜に予定があるわけではない。

　観光は明日からでもできるだろう。

　そう思ってのことだった。




　ニナは一時間もしないうちに、その返答を後悔した。

　無論、後悔するまでの間にも奇妙な経緯はあった。

　最初に思ったのは『何かおかしい』。それは、イゾルテに連れていかれて、王城近くにある巨大な館やかたを前にした時に思った。

　あれ、小さな集まりの割に、全然小さくないぞ、と。

　次に思ったのは『騙だまされた』。それは、豪華そうな部屋に連れていかれ、豪華そうなドレスを一つ選ばされ、複数人のメイドに半ば無理やり着替えさせられた時。

　これ、絶対に貴族のパーティか何かだ、と。

　そして『来なければよかった』だ。なぜ、あっさり了承したのか。なぜ、のこのこ付いてきたのか。なぜ、無抵抗に着替えさせられたのか。

　普段のニナであれば、どこかで抵抗し、その場を脱していただろう。

　そうしなかったのは、やはり普段と違ったからだろう。

　着慣れないドレスに身を包み、歩きにくい靴を履かされて足回りもおぼつかなく、剣も取られて腰も寂しい。

　そんな状態のニナはイゾルテに連れられて、パーティ会場にいる人々に紹介された。

　そこで、ニナは少しだけほっとした。

　紹介された人々が、高貴な人物ばかりではなかったからだ。

　貴族は多かったものの、平民出身の騎士や、他国から引き抜かれた魔術師団の若きエースといった、ニナにとってもわかりやすい世界の人間がいてくれた。

　彼らの中にも、ニナと同じように、騙されて連れられてきたのか、戸惑っている者がいた。

　自分だけではないと知ると、人は心に安あん堵どが生まれるものである。

　落ち着いてしまえば、ニナも剣王である。

　相手を見極め、己が勝てるかどうかの品定めをすることぐらいはできる。

　周辺にいる相手が雑魚ばかりと知れば、心にゆとりも出来てくる。

　心にゆとりが出来たニナ。

　彼女が次に思ったのは『お腹すいた』だった。食い気である。思えば、昼から何も食べていなかった。剣神流の剣士は全員が健けん啖たん家である。

　修行のため、数日森にこもるような時ぐらいしか、食事を抜かない。

　そんな彼女が、パーティ会場にある色とりどりの料理に目を奪われたのも、仕方のないことであろう。そして人目を憚はばからず、大いに飲み食いをして、その結果トイレが近くなり、中座することになったのも、仕方のないことであろう。

　メイドの案内でトイレまでたどり着いたのはいいが、用を足した後、着衣を直そうと四苦八苦しているうちにメイドがいなくなり、なんとかドレスを元に戻したものの、迷宮のような館の中、元の会場の場所がわからずに迷ってしまったとしても、全ては仕方のないことなのだ。

（はぁ、調子狂うなぁ……）

　薄暗い廊下をボンヤリと歩きながら、ニナは心の中でため息をついた。

　どうにも、アスラ王国に来てからというもの、場の空気に圧倒されっぱなしで、本調子を取り戻せない。剣王になって、世界に通用するレベルだと思っていたのを、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれた気分だ。

「昔はもっと、考えずに動けたんだけどなぁ……」

　剣王になり、弟子もできたせいだろうか。それとも、エリスと知り合い、彼女の性格に影響を受けたからだろうか。昔と違って、後先考えずに動くことはできなくなってしまった。

　その分、剣士として強くはなれたと思ってはいるが……。

「そういえば、エリスのこと、イゾルテに言うの忘れてた」

　エリスが町に来ているなら、また三人で稽古の一つもしたい。

　なんて考えた途端、ニナの脳裏に昼間見た光景が浮かび上がり、ブンブンと首を振って打ち払った。

（あれはもう、私の知っているエリスじゃない……）

　なんでもいい、早く会場に戻ろう。

　そして適当なところで切り上げてもらい、帰ろう。ここは居心地が悪いが、アスラ王国には名所がたくさんある。イゾルテに案内してもらって……いや、彼女が忙しいなら、自分でも散策してみよう。

　町はお祭りみたいだし、きっと楽しいこともあるはずだ。

　なんだったら、町にある剣神流の道場とかを訪ねてみるのもいい。

（よし…………ん？）

　決意を新たにしたニナの視界に、ふと、明かりの漏れている部屋があった。

　扉は小さく、パーティ会場ではないだろう。

　だが、会場を知っている人はいるはずだ。彼らに道を尋ねればいい。

　半ばほっとしつつニナはその扉に近づいて……。




「──アリエル陛下も、あのことをバラされたくないでしょう？」




　あからさまな脅しの声を聞いて、立ち止まった。

（アリエル……陛下？）

　この国で、そう呼ばれる人物が一人しかいないことは、いかに田舎者のニナでも知っていた。

　アリエル・アネモイ・アスラ。

　十年近くラノア王国に島流しにあっていたにもかかわらず、彗すい星せいのように戻ってきて、王位を手に入れた、カリスマ女王。この首都アルスのお祭り騒ぎは、全て、彼女一人のために行われているといっても過言ではない。

「……あのこと？　なんのことですか？」

「覚えがないと？」

　ニナは足を忍ばせて、扉に近づいた。そして、扉のスキマから、中を覗のぞき込む。

（……！）

　そこには、一組の男女がいた。

　イスに座る金髪の女性、その脇に立つ一人の明るい茶髪の男。

　男の顔は、見覚えがあった。

「心当たりがありすぎて……」

「それは──」

　ルーデウス・グレイラット。

　彼は、昼間エリスに笑いかけていたのとまったく違う、別人のようないやらしい笑みを浮かべながら、アリエルの頬ほおに顔を近づけていた。
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　ニナは咄とっ嗟さに思った。

（肉体関係を迫ってるんだ！）

　ルーデウス・グレイラットという人物は、エリスの他にも二人の妻を持っている。

　好色な人物であるという噂も、どこかで聞いた気がする。

　また、アリエルが王になるにあたり、裏でかなりの尽力をしたという話も、道中で耳にした。

　オルステッドの配下になったのなら、その手先としてアリエルを支援したのだろう。

　そして、おそらく、その時の何かをネタに、アリエルを抱こうと考えているのだ。

（斬ろう）

　ニナは即座にそう判断した。

　アリエルがどんなネタで強ゆ請すられているのかはわからない。ルーデウスがどれだけ強いのかもわからない。自分は今、剣を持っていない。

　だが、そんなことはお構いなしに、ニナは目の前にいる男を斬ると決めた。

　悩むことはなかった。

　イゾルテはアリエルの配下だ。

　友人の上司が強請られているというのなら、斬ることにためらいなどあるはずもない。

　もっとも、最近のニナなら「少し待てよ」と考えるところである。

　この数時間で、彼女もストレスが溜たまっていたのだ。

　しかし、次の瞬間。ニナの背後で殺気が膨れ上がった。

「っ！」

　慌てて背後を振り返る。

　すると、そこには血のような真っ赤なドレスを着た悪鬼が立っていた。

「エリス!?」

　なんでここに、と思わなくはなかった。エリスはルーデウスの隣にいた。ルーデウスはここにいる。なら、この館に来ていても、なんらおかしくはなかった。

「ニナ……？」

　エリスは訝いぶかしげな顔を一瞬作ったが、すぐに顔を引き締めた。

「あんた、誰に向けてそんな殺気撒まき散らしてんの？」

　まずい、とニナは思った。この状態になったエリスは止まらない。一戦交えれば、部屋にいるルーデウスにも気づかれる。二対一、エリスも剣を持っていないが、魔術師と挟まれれば……。

「あれ？　エリス、戻ってきた？」

　ニナがそう思った時には、すでに遅かった。

　背後で扉が開き、ルーデウスが顔を出した。その時点で勝てないとニナは瞬時に悟った。

　それでも猛獣のように向かっていくのが剣神流である。

　ニナは丹田と足に力を込めて。

「さぁ、ルーデウス様、そろそろ参りましょう。お客様を待たせてしまっています」

　ルーデウスの横ですまし顔をしているアリエルの顔を見て、ニナの力が抜けた。

　彼女は助けを求めるような顔も、切羽詰まった顔もしていなかった。

　何かがおかしい、とニナは感じた。ここ数時間で何度も感じた感覚である。

「……脅されていたのでは？」

「……？」

　アリエルは腰を落としているニナを見て、首をかしげた。

　ニナとアリエルに面識はない。だが、アリエルはニナの体勢と表情、エリスの表情、自分たちの会話を考え、瞬時に何があったのかを悟っていた。

「いいえ、私の方がルーデウス様に頼み事をして、それを断られただけですよ。どうしても頼まれてほしかったので、少々ルーデウス様の弱みをつついてみたのですが、見事にカウンターをもらいまして……。後半部分だけを聞いて、私が脅されていると判断し、助けようとしてくれたのですか？」

　ニナは目を白黒させながら、コクコクと頷うなずいた。

　アリエルはそんな彼女の腕をそっと掴つかんで、ゆっくりと立ち上がらせた。

「ありがとうございます。お初にお目に掛かりますね。アスラ王国次期国王アリエル・アネモイ・アスラと申します」

「えっ、あ、え？」

　次期国王アリエルに、こんな間近で、しかも先に名乗らせてしまった。

　そのことに理解が追いつかず、慌てたニナは、咄嗟にエリスの方を見た。

　彼女はムッとした顔をしていたが、ため息をついてニナに助け舟を出してくれた。

「そいつはニナよ」

「エリス様のお知り合いですか？」

「そうよ、剣聖ニナ・ファリオン。剣の聖地で一緒に修行したわ」

　なんでここにいるか知らないけど、とエリスは付け加えた。

「も、もう剣王になったわ！　あなたと同じよ！」

「……そうなの？　おめでとう」

　エリスにそっけなく言われて、ニナは押し黙った。まるで、意味もなく剣王であることを誇ってしまったかのような気分だ。ただ訂正しただけなのに。

「なるほど、ニナ様。今こ宵よいのパーティは、私とルーデウス様で主催したものです。あとでお話をする機会もあるかと思います。まずはゆったりと楽しんでいってください」

「あ、は、はい……」

　アリエルは優しく微笑むと、ルーデウスと共に廊下を歩いていった。

　ニナはそれを見送り、はぁとため息をついた。

　今日は本当に、調子が狂うことばかりが起きる。

「で、なんでここにいるのよ」

　そして、背後に居残っていたエリスに声を掛けられて、ゆっくりと振り返った。

　真っ赤なドレスに、アップにした赤い髪がよく似合っている。

　首飾りやイヤリングといったアクセサリーも、きまっていて、本当の貴族令嬢のようであった。

「…………エリス……ドレス、似合ってるね」

「ふふん、当然よ！　ルーデウスに選んでもらったんだから！」

　自慢げに胸を張るエリスは、先ほどの野獣と同一人物とは思えなかった。

　だが、ニナは思った。

（エリス、あんまり変わってない）

　と。それがきっかけだったのだろう。

「あのね……聞いてエリス。イゾルテがね……」

　ニナはため息をつきながら、エリスに対して愚痴を言い始めるのであった。
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　結局のところ、ニナにはあのパーティの目的はよくわからなかった。

　あの後、エリスと一緒に会場に戻るとルーデウスがやってきて、

「龍神オルステッドはあなたの味方です！　今ご契約いただければ、洗剤もお付けいたします。大丈夫です。契約金は一切かかりません、ただ八十年後に奴が戦争を起こした時に備え力を蓄え、龍神オルステッドに力を貸していただくだけでいいのです。そうするだけで、向こう百年、オルステッドコーポレーションはあなたの味方です！　神を名乗る怪しい男からお告げがあった時、妻子を人質に取られた時、どんな時でも龍神オルステッドがあなたをお助けします。どうか、清き一票をよろしくお願いします！」

　と、よくわからないことを言われ、頷いただけである。

　ルーデウスは、仲間を集めているようであった。

　先ほどのことが誤解であるというのなら、エリスの夫でもある彼に力を貸すのはやぶさかではない。

　でも、どこでどう力を貸せばいいのか、ニナにはよくわからなかった。

　八十年後に戦いが起きるから、その時にオルステッドに力を貸してほしい、その時に向けて力を蓄えておいてほしい、と言われてもピンとこない。

　ニナと同様、その場にいた面々も戸惑っているようだった。

　だが、最終的には他の誰もが頷いていた。

　アリエルから頼まれて、嫌と言える人物は、あの場にはいないというのもあるだろう。




　パーティの後。

　エリスの勧めで、ニナはパーティ会場である館に泊まることになった。

　イゾルテも一緒である。なんでも、この館はルーデウスがアリエルから下賜されたものであるそうで、自由に使っていいのだ、とエリスが自慢げに語っていた。

　その夜は、久しぶりに三人で会話をした。

　相変わらずルーデウスのことばかり話すエリスに、自分もそろそろ相手が欲しいとぼやくイゾルテ。二人と顔を突き合わせて話すのは、昔を思い出しているようで、なんとも懐かしかった。

　話の内容は昔に比べて少し変わったが、それでも楽しいことには変わりなかった。

　この時間があっただけでも、首都アルスに来てよかったと思えるほどに。

　そして、翌日になる頃には、変な嫉妬心や敗北感は薄れ、ニナは自分を取り戻していた。




　アリエルの戴冠式が無事終了するまでの間、ニナはたっぷりと首都アルスを満喫した。

　観光名所に、人混みに、道場に。行こうと思っていた場所には全て赴いた。

　一人ではない。イゾルテは仕事の関係もあって付いてこない日が多かったが、なぜかエリスはずっと付いてきた。

　なぜか、と最初は思った。エリスは口を開けばルーデウスのことばかり話したからだ。

　なら、ルーデウスのところにいればいいのに、と思うことも多かった。

　だが、長いこと一緒にいたお陰で、ニナにもエリスの思惑がわかった。

　どうやらエリスはニナに、ルーデウスの勧誘を受けてほしいらしい。

　口下手な彼女の話は要領を得なかったが、真しん摯しで一生懸命な言葉は、ニナの心を動かした。

　よくわからないから放っておこう、と思っていたルーデウスの話を、少し考えてみるか、と思えるぐらいには。




　戴冠式が終わり、ニナは剣の聖地へと戻った。

　帰路で彼女は考えた。

　八十年後の戦争、オルステッドの陣営につくことに同意した自分。幸せそうなエリス、明るいエリス、元気そうなエリス。その隣にいたルーデウス。

　彼らのことを考えながら、馬を走らせた。

　結論は出なかった。

　だが、剣の聖地にてニナを出迎えた人物を見て、ふと何かがカチリとハマった。

　出迎えたのは自分の従兄弟いとこだった。自分の後を追うように剣聖になり、そしてもうすぐ剣王になろうとしている青年ジノ・ブリッツ。彼を見て、ニナは思い浮かんだ言葉をそのまま言った。

　ためらいはなかった。

　なぜなら、剣神流は即断即決がモットーであるからだ。




「ねぇジノ。私たちも結婚しない？」




　その後、剣の聖地に一組の夫妻が生まれるが、それはまた、別の話である。







間話「成人式」




　妹の話をしよう。

　ノルンは、生徒会長として頑張っている。

　最近は生徒たちの大半が「生徒会長といえばノルン・グレイラット」と認識している。もっとも、アリエルが生徒会長だった時代を知らない生徒の比率が増えたのも関係しているだろう。

　ノルンは人気のある生徒会長だ。

　一般生徒の中には、ノルンを気安く「ノルンちゃん」と呼ぶ者も多い。

　ノルンは嫌がっているようだが、愛称のようなものだろう。アリエルは頼られる生徒会長だったが、ノルンは親しみのある生徒会長なのだ。

　ただ、ファンクラブの影響もあってか、色恋沙汰とは今のところ無縁のようだ。

　学校のマスコット的な立ち位置でもあるらしい。

　無論、彼女は生徒会だけでなく、勉強の方も頑張っている。先日は、剣術の訓練で剣神流中級の認可を受けたらしい。俺の周囲と見比べてみると少々遅いが、しかし普通はこんなものだろう。

　魔術の方も頑張っているし、その他にもいろんな授業をとっているようだ。詳しい内訳はわからないが、たまに顔を出す学校で「ノルン会長ってどこでも見るよな」なんて言葉を聞いたことがある。

　なかなか一番にはなれないようだが、その分、いろんな分野に手を出しているのかもしれない。




　アイシャは、最近はアルス君にベッタリだ。

　エリスが子育てに対して不器用さを発揮しているというのもあるが、男の子の赤ん坊が可愛かわいいようで、何かと構っている。

　お気に入りなのだろう。

　何がいいのかはわからないが、最近は「アルス君は可愛いなぁ」と口癖のように言っている。

　もちろん、それはいい。だが、少し心配な部分もある。ちょっと構いすぎというか……。

　この間など、空腹で泣きだしたアルスに対し、己の胸をはだけて吸わせようとしていた。

　吸えば泣きやむかと思った、などと供述していたが……。

　実際アルスもおっぱいに包まれると幸せそうに笑うので、アイシャがそういった行動に出るのはわからないでもない。

　でも、ちょっと心配だ。

　胸を見せる相手が、赤ん坊ぐらいしかいないのだと思うと、な。

　まあ、心配なのはそれぐらいだ。

　傭よう兵へい団に関しては、うまいことやってくれている。

　傭兵団をオルステッドコーポレーションの諜ちょう報ほう組織として、世界規模で広めていくと宣言した俺に対し、特に方法を聞くでもなく、別の土地に支部を作るのに必要な人材、建物、交渉の手配をしてくれる。

　リニアとプルセナの手綱もうまく握ってくれている。

　もっとも、アイシャ自身は人を扱うことはあまり得意ではないようだ。

　特に、能力が低く、同じ失敗を何度も繰り返してしまうような部下に対しては、厳しく当たりすぎてしまうらしい。

　もちろん、そういう部下はリニアとプルセナがうまいこと使う。

　適材適所。

　アイシャはブレーンなのだ。それも最高のね。




　さて、そんなノルンとアイシャだが、もうすぐ十五歳になる。

　もはや説明の必要もないかと思うが、この世界において五年ごとの誕生日は節目とされ、盛大にお祝いをする。

　特に十五歳は成人とされ、貴族などは大規模なパーティを行うことも多い。

　成人式だ。

　この世界の人族にとって、最も重要な日と言えよう。

　そして、これまた説明の必要もないかと思うが、俺は二人を祝おうと思う。

　そりゃもう盛大にだ。オルステッドからドカーンと金をもらって、でっかい建物をドーンと借りきって、俺の知り合いとか、偉い人とかバンバン呼んで、貢物もガンガンさせて、世界で一番のお姫様みたいな扱いをしてやるのだ。

　そう意気込んでロキシーに相談してみたところ、

「アイシャはともかく、ノルンはもうちょっと地味な方が喜ぶと思います……やめておいたほうがいいのでは？」

　と、釘くぎを刺された。

　貴族じゃあるまいし、家の中だけで十分だろう、とのことだ。

　その後、「ルディは十五歳の誕生日を祝ってもらったことがないから、張り切っているのですね」とロキシーに頭を撫なでられた。

　個人的には自分の十五歳の誕生日とかどうでもよかったが……まあいいや、せっかくロキシーが頭を撫でてくれているのだから、甘えてしまおう。ごろにゃーん。

　ともあれ、何事もやりすぎは注意だ。ロキシーのお陰で目が覚めたよ。

「ひとまず、二人以外の家族には話を通して、お祝いの方法を考えよう」

　というわけで、ノルンとアイシャを除いた全員で会議を行うことにした。





　　　　★　★　★






　会議は夜中遅く、地下にて行われた。

　一つのろうそくを囲み、薄暗い中でアイシャとノルンを除いた家族全員が顔を突き合わせる。

「ようこそ、闇の──」

「あの、ルディ、もう少し明るいほうが文字を書きやすいのですが……」

　書記のロキシーが開催の挨拶を遮って文句を言ってきた。

　ムードを大事にしてほしい。

「いやでも、明かりが漏れてると、アイシャに気づかれるかもしれないし」

「そもそも、なんで隠すのですか？」

「なぜと言われても……」

　隠すものじゃないのだろうか。

　例えば、バレンタインの準備は男子に知られてはいけないらしいですし。

「隠していると準備も大変ですし、特に理由がなければ明かしていただいたほうがありがたく思います」

　と、リーリャ。

　準備するほうとしては、隠していないほうがいいらしい。

　まあ、そりゃそうか。こそこそ準備するより、堂々と準備したほうが楽だろう。

「ふむ」

　でも、そうだな。別に隠さなくてもいいよな。思えば俺の時は五歳の時も十歳の時も、サプライズパーティだった。ゆえに、誕生パーティは隠すもの、という先入観があった。

　前回のこともあり、ノルンもアイシャも、祝ってもらえることぐらいはすでに悟っているだろう。

　なら、言わない理由もない。

「じゃあ、二人にはオープンにしていくという方向で」

　大々的にやろう。

　その方が、プレゼントを買う時も気にしないで済むだろう。

　アイシャは商店街の皆様とは仲がいい。

　あんまりこそこそしてると、「こないだアイシャちゃんのお兄ちゃんが来て、可愛らしいパンツを買っていったんだよ」とか言ってしまうかもしれない。

　もちろん、パンツを買うつもりはない。

　喩たとえ話だ。

　決して、先日、シルフィに履かせようと思ってパンツを購入し、アイシャにニヤニヤ笑いながら指摘されたから、そう言ってるわけではない。

「でも、贈り物は秘密にしておいたほうがいいわね」

　エリスの言葉に、うんうんと、全員が頷うなずいた。

「秘密でも、ボクらがそれぞれ何をあげるかってのは、かぶらないように決めておいたほうがいいだろうね」

　シルフィが追従する。

　彼女の言うことはもっともだ。

　当日、社交的な二人は各所からいろいろとプレゼントをもらうだろう。ノルンは生徒会や親衛隊から、アイシャは傭兵団や商店街の人々から。そのへんとかぶるのは仕方ないにしても、せめて家族間で同じものをあげるのは避けたいところだ。

「では、それぞれ何をあげようと思っているのか、今のうちに話しておきましょう」

　というわけで、今回の集会の議題は、プレゼントの中身について、という形になった。

　といっても、各員、予あらかじめある程度は決めていたようだ。

　リーリャはノルンにハンカチを、アイシャにはエプロンを。

　シルフィはノルンに本を、アイシャに羽根ペンを。

　ロキシーはノルンに特注の鎧よろいを、アイシャに園芸用のシャベル魔道具を。

　エリスはノルンに剣帯を、アイシャにベルトを。

　皆様、いろいろと考えているようだ。

　無論、俺も考えていなかったわけではない。

　ノルンには、パウロの人形を贈ろうと思い、数日前から製作に入っている。

　ノルンはパウロが好きだったし、成人したのを誰よりもパウロに伝えたいだろう。

　すんげー微妙な顔をされるかもしれないが……まぁ、その時はその時だ。

　ただ、アイシャに関しては、ちょっと迷っている。

　彼女が欲しいものがわからない。アイシャが好きなのは、可愛いものだ。

　その凄すさまじい才能からは想像もつかないほどにベタベタの少女趣味である彼女は、ヒラヒラのフリルがついた可愛い服や、キラキラしているアクセサリーを好む。

　そういうのを贈ってもいいんだが……最近は傭兵団で顧問料をもらっていることもあって、欲しいものは大体手に入れてるみたいだ。

「ちょっと参考までに、今まで皆様が成人の時に何をもらったのか聞いてもいいですかね？」

　一応、女性陣に聞いてみることにする。

　リサーチは大事だろう。

「ずいぶんと昔の話になりますが、私は両親から髪飾りを頂きました。少しは女らしくしろ、と」

　というのは、リーリャ。

　十五歳の時のリーリャがどんなのかは知らないが、あまり飾りっけのない性格だったとは聞いている。なにせ、道場の娘だしな。

「ボクは誕生日がわかんなくなってたから何も……あ、でもアリエル様たちからいろいろもらったっけ、服とか靴とか……」

　シルフィは服飾関係らしい。普段は着飾らず、ボーイッシュな格好をしている彼女に、せめてプライベートの時には、とプレゼントしたのだろうか。

「わたしは特には。ミグルド族にそういった風習はなかったので」

　ロキシーはそうか。

　一応、結婚祝いに帽子を贈ったので、それを挙げてくれてもよかったんだが。

「私は、ルイジェルドに戦士って認めてもらったのと……ルーデウスからは、その……アレよ！」

　エリスはアレか。

　口に出すのも恥ずかしいが、俺とエリスの初めてのアレだ。ユニフォーム交換だ。

　そういえば、アイシャは俺に好意を向けてくれている。もしかして、アレをもらうとすごく嬉うれしかったりするのだろうか。いや、アレと同じことをアイシャにするわけにもいくまい。

　でも、アレまで行かなければ、いい感じのプレゼントになるのでは？

　海の見えるレストランで君の瞳に乾杯、シェフの気まぐれ料理に舌鼓を打ちつつ、一生に一度の一夜限りのシンデレラナイトを演出……。

　自分で言ってて恥ずかしくなってきた。

「うーん、アイシャにあげるものが決まらない」

「アイシャちゃん、ルディからもらったものならなんでも喜びそうだけどね」

　シルフィはクスッと笑いながら言った。

　そうかもしれないが、だからこそだ。

　だからこそ、もらって超嬉しいものをあげたい。

　……いっそ、超高価なものというのもアリだろうか。

　十万カラットのダイヤモンドとか。オルステッドに言えば、ある場所を教えてくれるだろう。

　たとえベヒーモスの腹の中だって取りに行くのは躊ちゅう躇ちょしない。

「ルディが今までもらった中で一番嬉しかったものをあげる、というのはどうでしょうか」

　ロキシーの提案に、ハッとなった。

　おっしゃる通りだ！

「なるほど……そうしてみます」

　一つの答えを得た俺は、深く頷いた。

　プレゼントは決まった。





　　　　★　★　★






　その後、何度かの打ち合わせを重ねて、準備を着々と整えていく。

　ノルンとアイシャには、お誕生日会をするので、その日は空けておくように通達しておいた。

　二人は誕生会の開催を喜んでくれた。

　ノルンは「そんなのいりません！」とか言うかと思ったが、素直に「ありがとうございます」と頭を下げてきた。ノルンのこうした素直な態度は珍しい……と、思ったが、考えてみると、ノルンが俺に対して刺とげ々とげしいのは、学校の中だけだ。

　学校では立場もあるから、仕方ないのかもしれない。

　アイシャはもっと単純に「すごい楽しみ！」とウキウキした様子を見せる。

　かと思ったが、違った。

　むしろびっくりした顔をして「そっか、あたし、もう大人なんだ」と今更気づいたかのように呟つぶやいていた。

　賢い彼女のことだから、何か思うところでもあったのだろうか。

　なんだったら、会の途中で俺が大人としての訓示でもたれてみようか……。

　いや、やめとこう。

　俺は自信を持って大人と言えるほど大人じゃない。

　ここで偉そうに何かを言っても、将来的に赤っ恥をかく結果になりそうだ。

　ともあれ、二人への通達も終わり、あとは日を待つだけとなった。





　　　　★　★　★






　開催当日。

　ノルンはいつも通り学校に行った。

「なるべく早く帰ってきます」

　という言葉から推察するに、楽しみにはしてくれているようだ。

　アイシャも朝早くから傭兵団の事務所の方に出かけた……のだが、昼前には帰ってきた。

　仕事の方は早めに終わらせたらしい。団員から何かプレゼントでももらってくるかと思ったが、手ぶらだった。

「何かもらったりとかしなかったのか？」

「んー、誕生日だって言ったんだけどね。獣族だからか、みんなそういう風習とかよくわかんないみたい」

　とはいえ、お祝いは各所から言われたようで、上機嫌のように見えた。

　しかし、商店街の人々もアイシャに対して何もあげなかったのだろうか。

　まあ、客とはいえあくまで他人だしな……。

　大体、お祝いがモノだけとは限らないからな。

　大事なのは心意気だ。祝おうとする気持ちが大事なのだ。

「ねぇ、お兄ちゃん。準備するところ、見てていい？」

「ああ、もちろん」

　アイシャはそのまま、食堂に陣取り、会場設営をする俺たちをボンヤリと見始めた。

　リーリャとシルフィが厨ちゅう房ぼうと食堂を行ったり来たりする様子を。

　市場に行ったエリスとロキシーが食材の山を担いで帰ってくる様子を。

　俺がそれぞれの手伝いをしながら飾り付けをしている様子を。

　黙って、じーっと見ていた。

　見られるとやりにくいが、今日の主役は彼女だし、見ていいと言った手前、ちょっと夕方まで出かけててとは言いにくい。

　もっとも、本当に見ているだけだ。

　アイシャは特に口出しをするでもなく、無表情で俺たちの仕事を見ている。

　途中、ゼニスが彼女の隣に座って、アイシャの頭を撫でても特に何も言うことなく、じっと。

　途中、レオがアイシャの膝に頭を乗せても、特に相手することはなく、じっと。

　途中、アルスが泣きだしたので離席するも、すぐに戻ってきて、じっと。

　途中、ルーシーに「アイシャおねえちゃん、お暇ならあそんで？」と言われても、「んー、ごめんね、実はちょっと忙しいんだ」と微笑ほほえんで、じっと。

　ただただ、何をするでもなく、見ていた。

　彼女が何を考えているのかわからない。

　成人についてあれこれと考えているのか。それとも単に「手際が悪いなー」とか思っているのか。

　俺にはわからない。




　そうしているうちに、時刻は夕方になった。

　アイシャに見守られる中、準備は着々と進み、完了した。

　飾り付けされた食堂。

　部屋の隅には、二人に渡す梱こん包ぽうされたプレゼントが、山と積まれている。

　テーブル上には、冷めても大丈夫な料理が並べられている。メインディッシュはノルンが帰ってきてから作り始める手はずだ。

　あとは、ノルンの帰りを待つだけとなった。

　予定より少し遅れているだろうか。あまり遅くなるようなら迎えに行こう。

　なんて思っていたが、ノルンは宣言通り、早く帰ってきた。

「ただいま戻りました」

　ノルンは、両手に抱えきれないほどの荷物を持っていた。

　左手には大きな花束。右手には木箱が抱えられており、中には反物やら、むき出しの髪飾りやら、何に使うのかわからない不思議な形をしたオブジェといったものが詰め込まれている。

「ごめんなさい、遅れました。帰りがけにいっぱいもらっちゃいまして……。寮に置いてこようと思ったんですけど、クローゼットに入りきらなくて。これだけは家に置いとこうと思ったんですけど、途中で袋が破けて……」

　学校で、いろいろな人に声を掛けられ、いろんなプレゼントをもらったらしい。

　学校には、それだけノルンの成人を祝おうという人が多いのだ。

　さすが親しまれる生徒会長と言うべきか。

　変なものもらってないといいが。髪の毛入りクッキーとか……。

　ともあれ、ノルンを家に迎え入れ、本格的に会をスタートすることになった。





　　　　★　★　★






　会の流れは、数年前に行った、二人の誕生パーティの時と一緒だった。

　俺による開催の挨拶。

　十五歳になったからといって何か変わるわけではないが、世間からは大人として見られるであろう、といった訓辞をたれる。

　そんな訓辞はやるまいとは思っていたが、やってしまった。

　つい口が滑って偉そうなことを言ってしまった。

　もっとも、俺を皮切りにウチの大人連中もそれぞれ「成人した後の心構え」を語っていた。

　これからは何かをするのに家の許可を取る必要はないけど、責任は持つこと、とシルフィ。

　学ぶことは忘れてはいけない、とロキシー。

　何か目標を持ちなさい、とエリス。

　リーリャは、感動もひとしおなのか、パウロとゼニスの若き日や、二人が生まれた日のことを語り、半べそになってゼニスに頭を撫でられていた。

　その後は、プレゼントの贈呈だ。

　俺たちからのプレゼントに、ノルンは花が咲いたかのような笑顔を見せた。

　特に、ロキシーが知り合いの鍛か冶じ師に頼んで作ってもらった鎧が気に入っていた。

　ロキシーはこの日のために、現在ゼニスの部屋に飾られているパウロの鎧によく似たデザインの鎧を特注したらしい。

　ノルンの体に合わせてサイズを調整し、女性向けにアレンジを加えて。

　エリスにプレゼントされた剣帯と合わせ、パウロの愛剣を腰に差してみると、馬子にも衣装とばかりに一いっ端ぱしの剣士に見えた。

　この二人は以前ノルンが「冒険者になりたい」と言ったことを覚えていたのかもしれない。

　俺が作ったパウロの胸像は、最初ドン引きされた。

　自信作ではあるが、三十センチほどもある石像だし、その気持ちもわからなくもない。作ってる途中はわからなかったが、現代日本人の感覚でいうと「もらって困るもの」に分類されるかもしれない。

　が、この世界には写真などはない。

　像を見ているうちにパウロのことを思い出してしまったのか、ノルンは目に涙を浮かべ「大事にします」と受け取ってくれた。

　そうしてプレゼントを受け取った後、ノルンは言った。

「その、ありがとうございます。これからは大人としての自覚を持って、頑張っていこうと思います。これからも、支えてください」

　感激が胸いっぱいという感じだったが、堂々と、立派に言い放った。

　その言葉でリーリャがまた、泣き崩れていた。

　ノルンは、本当に立派になったな……。

　さて、ノルンは非常に喜んでいたが、アイシャの方はどうか。

　アイシャも嬉しそうにはしていたが、俺は彼女を見て、何か違和感を覚えた。

　無論、露骨に顔をしかめたり、嫌がったりということはない。

　何かをもらう度に「うわー、すごい！　可愛い！　ありがとう！」とお礼を言ったり「ちょうど欲しかったんだ！」と嬉しがったり。

　表面上はいつも通りの明るいアイシャで、この会を楽しんでいるように見えた。

　だが、なんだろうか。

　やはり違和感という言葉が正しいだろう。

　俺の目に映るアイシャは、どことなく冷めているようにも見えた。笑顔も笑い声も作り物めいていて、演技しているようにも見えた。そう思うのは、昼間の彼女を見ていたからかもしれない。

　そんなアイシャに俺があげたのは、ペンダントだった。

　ミグルド族のペンダント……は、ルイジェルドにあげてしまったので、そのレプリカだ。

　手作りだから高価なものではなく、本物でもない。

「アイシャ、これは、俺が成長するきっかけを与えてくれたものだ。お前にとっては何の意味もないものだが、俺はお前の成人の証として、これを贈ろうと思う」

　自己満足の範はん疇ちゅうだという自覚はあった。

　でも、なぜかノルンより、アイシャにこれをあげたかった。

　なぜかはわからない。

　ただ、もらって一番嬉しかったものと聞いて、これが真っ先に浮かんだのだ。

「……ありがとう」

　アイシャは喜ばしい顔はしていなかった。

　きょとんとした顔をしていた。そして、何かを考えこむかのように、ペンダントをじっと見つめるのだった。
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　その後、メインディッシュやケーキを食べながら誕生会を楽しんだ。

　サプライズもあった。

　日が完全に落ちてから、学校の生徒が訪ねてきて、ノルンへとプレゼントを置いていったのだ。

　今日、学校でノルンが十五歳の誕生日だと知った後、慌てて買ってきたようだ。

　そんなのが、何人も来た。

　俺が出迎えると、何人かは青い顔をしていたが、そこはキラッとルーデウスマイルで事なきを得た。やはり、笑顔は人類共通の挨拶だね。

　……ごめん嘘うそついた。

　俺の笑顔を見た瞬間、連中は青い顔をさらに凍りつかせ、逃げようとした。

　シルフィが捕まえて、プレゼントは無事にノルンのところへと届けて、事なきを得たが……失礼しちゃうわね。ぷんぷん。

　そんなのが何人も来たせいか、いつしかノルンへのプレゼントは山のようになっていた。

　対する、アイシャのプレゼントは、俺たち家族からもらったものだけ。

　アイシャは笑顔を作ってはいるものの、その笑顔が作り物めいて見えるせいか、何やら傷ついているようにも見えた。

　俺以外は、アイシャの作り笑いに気づいていないのだろうか。

　俺が深読みしているだけで、アイシャは気にしていないのだろうか。

　そろそろシルフィに相談したほうがいいのだろうか。

　なんて迷っていた時、ふと、玄関先が騒がしくなった。

　大勢の人の気配と、レオのワンワンと吠ほえる声。

「何か来たわね……」

　エリスが険しい顔で部屋の隅に置いてあった剣を取る。

　オルステッドでも来たのだろうか。いや、それにしては人の気配は大勢だ。オルステッドが大勢を引き連れてくるはずがない。

　なんて思いつつ、俺は玄関に向かった。

　外に出ると、ガラの悪い連中が大挙として押し寄せていた。

　ガタイが大きく、毛深く、長い犬歯を持つ連中。全員が、無骨な黒いコートを身につけていた。

　威圧感を覚える連中だ。

　だが、その姿はかなり汚れていた。

　怪我をしていたり、コートがボロボロになっている奴もいる。

　その筆頭に立つのは、この町でも一番のワル二人。

　二人はボサボサになった髪を振り乱しながら、言い争いをしていた。

「リニアが悪いの。昨日の仕事の最後でミスるから、出発が遅れたの」

「あ、あれを投げてきたのはプルセナじゃニャいか」

「すぐ人のせいにするの。全部リニアのせいなの」

「獲物の匂いを追ってたはずなのに、野宿中の冒険者が焼いてる肉に引き寄せられたヤツがよく言うニャ。あれのせいで獲物を仕留めるのに時間がかかったんだニャ」

「ぐっ、あ、あんなところで野宿なんてするほうが悪いの」

　リニアとプルセナ。

　二人はいつものように険悪な空気を作っている。ただ、これはじゃれあいだ。

　周囲の面々も慣れているのか、後ろに手をやって直立不動を貫いていた。

「あ、ボス」

「むっ、全員、挨拶ニャ！」

　俺の姿を目にしたリニアの号令で、彼ら一同、一斉に頭を下げてきた。

　その途端、彼らの後ろにあったものが目に入った。

　木の板に載せられた。三つの塊だ。

「ボス！　顧問の成人祝いニャ！」

「昨日から森に行って、みんなで取ってきたの！」

　それは、巨大な魔物だった。

　イノシシに似た魔物で、この辺りの森に生息しているやつだ。

　昨日から……。

「……お前ら、今日は事務所にいなかったのか？」

「大丈夫ニャ。最低限の人員は残したニャ」

「そうなの。今日はほとんどお仕事ないように調整したの」

　てことは、アイシャが早めに帰ってきたのは、事務所に誰もいなかったからか。祝ってもらおうと喜び勇んで行ったら、誰もいない。仕事もない。待ってれば誰か来るかと思ったが、昼を回っても誰も来ない。

　そりゃ、アイシャもセンチな気分になるな。

「あ、顧問ニャ！」

「みんな、顧問なの！」

　振り向くと、そこにアイシャがいた。

　目の前にドンと置かれたイノシシを見て、唖あ然ぜんとした顔をしている。

「なに、これ……」

「顧問！　誕生日おめでとうなの！」

　プルセナの言葉を皮切りに、団員がもう一度、一斉に頭を下げた。

　おめでとうございます、おめでとうございます、と近所迷惑のような大声がこだまする。

　まるでヤクザの集会のような光景。頭を下げられているのは、一人の少女。

「…………あはっ」

　アイシャは笑った。

　その光景を見て、とうとう耐え切れなかったかのように、笑った。

「そんなに、食べきれるわけないじゃん……あは、あはははは」
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　自分でそう言うと、何がツボったのか、大声で笑い出した。

　団員たちは笑われながらも、しかし、アイシャの嬉しさはわかったのだろう。

　誰もがほっとした顔をして、朗らかな笑みを浮かべていた。

　今日はノルンの人気ばかりを目の当たりにしてきたが、アイシャもちゃんと、自分のコミュニティの面々には受け入れられているのだ。

「ねぇお兄ちゃん、せっかくだし、ウチの庭を使ってさ、皆で食べてってもらっていいかな」

　そんな提案に、ふと団員の方を見ると、しっぽを振っているヤツが何人もいる。

　獣族のしきたりは知らないが、普通は獲物を譲渡するだけでなく、自分も祭りに参加して食べるのだろう。

　ハラペコなのか、よだれをたらしてるヤツや、腹を鳴らしているヤツもいる。

「ああ、もちろんだ」

　俺のそんな言葉で、アイシャは満面の笑みを浮かべた。
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　その後、ノルン目当てでやってきた学生を巻き込みつつも、庭で宴会が始まった。

　獣族の持ってきたイノシシが丸焼きにされ、商店街でアイシャに世話になったというおっちゃんが持ってきた酒が振る舞われた。近所迷惑だっただろうし、厳かな成人式ともかけ離れていたせいか、ノルンもため息をついていた。

　もっとも、ノルンも嫌そうな顔はしていなかったし、水を差すようなことも言わなかった。

　アイシャが、心の底から楽しんでいるように見えたからかもしれない。

　宴会はしばらく続き、傭兵団の面々の腹がくちくなったところでお開きとなった。

　人々が三々五々、お開きになる中、ポツリとアイシャが言った。

「大人って、わかんないや」

　自覚を持って生きるといったノルンに対し、アイシャの言葉は子供っぽいようにも聞こえた。

　でも、そんなもんだろう。アイシャにはアイシャの、ノルンにはノルンの大人像がある。

　人の数だけ、大人と子供がいる。それぞれ、自分の理想に近づいていけばいいのだ。

「そうだな、わかんないな」

　俺はそう答えておいた。

　アイシャに対しては無理に大人ぶる必要はない、そう思えた。




　こうしてアイシャとノルンは、十五歳になった。







第五話「成果とそれから」




　そうこうしている間に、一年が経過した。

　あっという間だ。




　今日、卒業式だ。ラノア魔法大学の卒業式。

　俺の、卒業式だ。

　いつもは生徒会側から眺めるだけだった行列。

　そこに、最近あまり袖を通していない制服に身を包み、卒業生の一人として参列している。

　ザノバとクリフの卒業式があったのが、つい昨日の出来事のようだ。

　見覚えのない同級生に囲まれながら、校長の話を聞く。校長の話は、以前に数回聞いたのと、まったく同じものだ。恐らく、毎回同じ原稿を読んでいるのだろう。

　こういう時、在校生の参列がないというのは、楽でいいな。

　しかし、感慨深さはあまりない。

　学校自体に、あまり来ていなかったのもあるだろう。授業もほとんど取っておらず、最終的にはホームルームにすら出なかった。籍をおいているだけという感じだ。それでも、無詠唱魔術に関する研究考察と、その教育方法に関するレポートを提出したところ、Ｃ級魔術師ギルド員の証をもらえたが……。

　これでは、感慨深さを感じろというのも、難しいだろう。

　しかし、思い出は多い。

　シルフィと再会し、ザノバやクリフと仲良くなり、事あるごとにリニアとプルセナにセクハラをかまし、ナナホシと共に日本の思い出話を語り、バーディガーディと酒を飲んで笑って……。

　そんな場所ともお別れ。

　そう考えると涙が出てきそうになる。

　あ、これが感慨ってやつか。

　なるほど、深いな。
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　さて。この一年で、アスラ方面への根回しは完了した。数ヶ月ほどアスラ王国に滞在し、傭よう兵へい団の支部、ザノバ商店の支店と、商品を製造するための工場を作った。

　どれも、アリエルの力添えがあってのことだ。

　アリエルはすんなりと仲間にできた。

　改めてオルステッドに協力してくれと頼むと「元よりそのつもりです」という心強い言葉を頂いた。その上で、アリエルは自分の派閥の人間を集めて、パーティを開いてくれた。俺に、というより自分の後ろ盾である七大列強『龍神』につながりを持つチャンスを設けた、という名目で。

　派閥ということもあって基本的には、アリエルの息が掛かった人物ばかりだ。

　要するに、アリエルの後ろ盾で、十年後、二十年後に要職につく人物だな。

　大半は、アリエルのイエスマンだ。

　だが、中にはちょっと毛色の違う人物もいた。

　それは水帝イゾルテであったり。どんな因果で連れてこられたのかわからないが、なぜか会場にいた、剣王ニナであったり……。

　ともあれ水神流や剣神流の面々がオルステッドに協力的であるのは嬉うれしい。

　なんてエリスに伝えると、ニナの説得はまかせろと走りだしたのだが、結局、どうなったんだろうか。しばらくは三人であれこれ遊んだりしてたみたいだが、結果は聞いていない。

　あまり期待していないが、ニナという人物がエリスつながりで俺を信用してくれると、助かるね。

　正直、八十年後にラプラスが復活するとかは、大半の者が理解していなかった。

　なので、俺の勧誘の言葉も少しお座なりになっていたと思う。

　だが、彼らの手綱はアリエルが握ってくれる。

　大丈夫。彼女は人を引きつけるという意味ではとてつもなく優秀だ。

　頼れるアスラ支部長だ。

　そんなアリエルに「エリスが男の子を生んだ。これで子供は三人目だ」と報告すると、彼女は大層喜んでいた。

　そして、イタズラめいた顔で言ったのだ。

「そうですね。では子供の誰かをアスラ王家の子供と婚約させませんか？　そうすれば、私たちの仲も盤石になるかと思うのですが……」

　彼女としては、真面目に言ったんだと思う。

　俺は反射的に「冗談じゃない」と思い、強く反発してしまったが、たくさん子供を産んで、つながりの出来た権力者と婚姻を結ばせたりするのはアリなのだろう。

　他の面々も、アリエルはともかく、姿の見えないオルステッドや、得体の知れない俺を後ろ盾とするのは、少々怖いだろう。

　でも、俺の肉親が、アリエルの身内と婚約していれば、ひとまずは安心できる。

　肉親の情は深い。

　もっとも、俺としてはそういう風に子供を使うつもりはない。

　いや、子供が王子様と結婚したいとか、お姫様になりたいとか、本気で言い出したら考慮するけどな。

　ともあれ、アスラ方面は、完全に手中に収めたといっても過言ではないだろう。

　アリエルを筆頭に、その貴族連中。水神流の一派。運がよければ剣の聖地の面々も。

　そして、ルイジェルド人形＋絵本の製造工場と販売所も順調だ。これに傭兵団（輸送隊）を組み合わせることで、中央大陸の大半にルイジェルド人形を拡散できる。

　完璧だ。

　できれば、早めにルイジェルドがこちらを見つけて、コンタクトでも取ってくれると嬉しい。

　次は王竜王国の方に進出し、死神ランドルフのツテを利用してつながりを持っておこうと準備している。次回はアリエルという驚異的な存在がいないため、一筋縄ではいかないだろう。

　最低でも二年から三年、あるいはもっとかかると見ている。

　アスラ王国はチュートリアル的なものだった。

　ここからが本番だ。




　研究の成果も話そう。

　まずザノバだ。彼はこの一年は店舗の立ち上げと販売等の指揮で忙しく、研究には従事できていない。仕方あるまい。一年の間に、シャリーアとアスラで同時に店舗を立ち上げたのだ。

　てんてこ舞いだったろう。

　でも、ジンジャーや、傭兵団出身のマネージャー、アリエルの付けてくれた財務関係のブレーンが、うまくサポートしてくれたお陰で、店自体は順調に回っている。

　人形と絵本は爆発的とは言えないまでも、順調に売れている。

　特に後半の、文字の読み書き練習用の表が人気のようだ。

　オマケで付けたものが一番人気になるのは納得いかないが、結果オーライとしておこう。

　基本的に、アリエルというスポンサーもついているので、すぐに閉店はないはずだし、気長にやってほしい。

　次にクリフだ。彼はこの一年、家族との親睦を深めつつ、呪いの研究に従事していた。

　エリナリーゼと、オルステッドの呪いの解呪。

　もっとも、これも大発見があったわけではない。高いハードルにぶつかっているのだろう。

　魔道具の効果をアップさせることには成功したが、完全な解除には至っていない。ただ、これのお陰で、エリナリーゼも一年以上、性活と無縁でいられるようだ。本人の性欲は、抑えられないようではあるが。

　そして、俺だ。

　今回は俺も収穫があった。

　アスラ王国と魔法都市シャリーアを行ったり来たりしつつ、俺は魔導鎧マジックアーマーの召喚方法について考えていた。

　ペルギウスに何かいい方法はないかと聞いたり、ナナホシにアドバイスを求めたりもした。

　そんな中、ある法則に気がついた。

　双方向の転移魔法陣。その上に載っているものは、転移が発動した時点で『交換』されるのだ。

　つまり、魔法陣Ａの上に載っているものはＢに、Ｂの上に載っているものはＡに、同時に移動する。

　発動のタイミングはモノが上に乗った瞬間であるため、なかなかこの法則には気づかなかったが、考えてみれば、よくある話だった。

　だが、これに気づいたお陰で、画期的な仕組みを閃ひらめいた。

　魔導鎧マジックアーマーを、予あらかじめ双方向の転移魔法陣の上に設置しておく。俺は起動していない転移魔法陣のスクロールを持ち歩いておき、ここぞという時にそれを広げて、転移魔法陣を発動させる。するとあら不思議、最初から魔法陣の上に載っている魔導鎧マジックアーマーが、自動的に俺の元へと転移してくるというものだ。

　この思いつきを、早速事務所の地下に魔導鎧マジックアーマーを設置して試してみたところ、見事に成功。

　これにより、世界中のどこにいても魔導鎧マジックアーマー『一式』を召喚することが可能になった。

　出ろ、ガン○ム！　ってやつだな。

　ただ、予めでかいスクロールを持っていかなきゃいけない上、召喚後に魔導鎧マジックアーマーの重みでスクロールが破けるため、一枚につき一回しかできない。

　回数は限られる。

　同じように、対となるスクロールを二枚持っていけば、緊急脱出用の転移魔法陣にもなるため、汎はん用よう性の高い研究結果となった。

　さらに、オルステッド。彼もうまいことやってくれた。

　電話……は作れなかったが、通信用の石版を作ってくれた。

　これは、技神の作った『七大列強の石碑』とまったく同じ作りになっているらしい。メインとなる石版に描かれているものを、サブとなる石版が写しとる、という仕組みだ。

　お互いにメイン、サブを持って歩けば、いつでも文字による通信が可能となる。

　ただ、これも重すぎるうえ、でかすぎるので現状では常に持ち歩くのは難しい。

　その上、結構な魔力が消費されるので、拠点に設置する形が望ましいだろう。

　要するに、固定電話だな。

　ひとまず、最初の一組はオルステッドの事務所と、アリエルの私室に設置された。

　夜な夜な、ぴかぴか光る石版に対して、アリエルが膝をついて「必ずやライダーめを倒してごらんにいれます」とかやってるのだ。

　研究の方はそんな感じだ。




　それから子供のことについても話しておこう。

　まずルーシー。ウチの長女は五歳になった。

　先月には誕生日パーティが開催され、家族全員からプレゼントをもらい、ご満悦の様子だった。

　彼女は、実に元気に育っている。

　ついこの間までヨチヨチ歩きをしながら舌っ足らずに喋しゃべっていたと思ったのだが、最近はしっかりと地に足をつけて歩き、舌っ足らずながらも、ハッキリと言葉を喋るようになった。

　得意なセリフは「ヤダ」と「ダッテ」だ。

　さらに、シルフィとロキシーの英才教育により初級魔術を習得。

　午前中は魔術の練習をして、午後はエリスと一緒に棒きれを振り回す毎日だ。

　まるで、かつての俺のような毎日だな。ルーシー本人は、当たり前と思ってやっているようだが、傍はたから見ていると、凄すさまじくスパルタに見える。

　なので、俺はついつい甘やかしてしまうのだが、そのせいか、最近は俺の姿を見つけると「パパ」と飛びついてきてくれる。

　超可愛かわいい。

　また、五歳の特別な誕生日パーティを経たことで、お姉ちゃんとしての自覚が出てきたらしい。

　最近では、ララやアルスの面倒をよく見てくれる。ララといつも一緒にいるレオのことも弟の一種とみなしているようで、ララと一緒に可愛がっている。先日など、ブラシを持ちだしてレオの白い毛並みを梳すいてやっていた。

　実に微笑ほほえましい光景だった……。

　が、後になってそのブラシがシルフィのものと判明。

　勝手に持ち出して犬の毛だらけにしたことで、カンカンに怒られていた。

「だって、ママもレオも、白いもん！」

　とは、ルーシーの言い訳である。

　子供は面白いことを言うなぁ、と思ってくすりと笑ったら、シルフィにマジギレされて、丸一日口をきいてもらえなかった。

　許してもらえたのもルーシーの仲裁だ。

「今度からパパのブラシ使うから、パパを許してあげて」

　だってさ。そういう流れで、俺のブラシが一つとられたが、なに、安いもんだ。男は手て櫛ぐしで十分だもんな。

　次にララ。

　二歳になった未来の救世主は、相変わらず仏頂面で泣かない子だ。

　しかし、行動力がないかというと、そんなことはない。よちよち歩きができるようになった彼女は、家中を歩きまわっている。誰かにくっついているということもなく、好奇心の赴くまま、一人であっちに行ったりこっちに行ったりだ。

　この行動力は、母親譲りだろう。

　目を離すのは危ない、と思うところだが、番犬であるレオが常にそばに付いていて、危ないことをしようとするとさり気なく助けるので、問題なさそうだ。

　移動した先で眠ってしまったら、レオが彼女を抱き込むように丸まって、守ってくれる。

　ララの方も、レオのことを自分にとって便利な召使いか何かだと思っているようだ。

　最近はレオの背中によじ登り、ガッシリと掴つかまって移動していることも多い。

　一度、エリスがレオを散歩に連れていこうとした時、レオがリュックサックのようなものを背負っているので何かと思ったらララだった。なんてこともあった。

　レオがいれば安心なのかもしれないが、やっぱりちょっと心配だ。

　あと、なぜかは知らないが、ララはゼニスがお気に入りらしい。

　よくゼニスの膝の上に座り、彼女の顔を見上げている。

　会話がないことを除けば、お祖ば母あちゃんと孫の、微笑ましい光景だ。

　最後にアルス。

　一歳になった長男は、父親に似ておっぱいが大好きだ。大きいのも小さいのも大好きで、母親であるエリスはもちろん、シルフィやロキシーといった小さなものから、他人であるリニアやプルセナといった大きなものに至るまで。

　その胸で抱かれている間はずっと幸せなようで、ご満悦の表情を浮かべている。

　大小に貴き賎せんはないことがわかっているらしい。

　しかし、おしっこをもらしてもご満悦の表情を浮かべているのは、いささか将来が心配になる。

　ちなみに、俺が抱くと泣く。すぐ泣く。

　スヤスヤと眠っていても、俺が抱いた瞬間にむずがりだして、目を覚ました瞬間に「なんじゃこりゃぁ！」って感じで泣く。

　よほど男の胸が気に食わないらしい。

　俺も泣いてもいいかな……。

　まぁ、俺も彼の誕生には立ち会えなかったから、仕方ないんだけど、やっぱりちょっと寂しいな。

　それと将来、いろんな女に節操なく手を出すんじゃないかと心配だ。

　もう少し育ったら、ちゃんと、きっちり、そのへんの教育をしたほうがいいだろう。うん。

　子供たちはそんな感じだ。

　総括を言うなら、この一年は成果の多い年だった。

　通知表をつけるなら、『来年もこの調子で頑張りましょう』といった感じだろうな。





　　　　★　★　★






　さて、そうやって一年を振り返っているうちに卒業式は終わった。

　もちろん、首席は俺ではない。

　授業に出ていないどころか、卒業試験すら受けていない俺に首席を渡すはずもないし、仮に首席だとしても、辞退するだろう。

　卒業式の後の決闘大会は割愛しよう。

　何やら玉の輿こし狙いっぽい女子から告白された件も割愛。校門前で教頭のジーナスに「あなたを推薦してよかった」と握手を求められたのも割愛していいだろう。特に、ジーナスに関しては、おそらくまだお世話になるしね。

　ノルンのこともそうだし、ルーシーだって、あと何年かしたら学校に通わせたい。

　そう言うと、ジーナスは何に感動したのか、泣いていた。




　夕方を回った頃。俺たちは皆で行きつけの酒場に集まった。

　クリフの送別会をやるのだ。俺の卒業祝いも兼ねているが、試験も何も受けずに卒業して、お祝いも何もないだろう。嬉しいけどね。

　クリフは一ヶ月後にはミリス神聖国へと旅立つ。

　そこで、戦いを始める。彼自身の戦いだ。何と戦うのかは、俺もちょっとよくわかっていない。

　おそらく、半分は自分自身だろうが、残り半分は不明だ。

　クリフはその何かと戦うために、今まで頑張ってきた。途中、エリナリーゼの毒牙に掛かるというアクシデントはあったものの、解毒を駆使して傷を経験と愛に変え、今まさに戦いに赴くのだ。

「僕は、必ずミリス教団の幹部になる。そうしたら、リーゼとクライブを迎えに、帰ってくる！」

　そんな宣言を、エリナリーゼはうっとりと聞いていた。

　彼女は強い。俺だったら、例えばロキシーあたりが「魔大陸で魔王になりますっ！」と言って留守にしようとしたら、心穏やかではいられないだろう。あの聡そう明めいなロキシーが、アホばかりで有名な魔王になるなんて言われて、心配しないわけがない。

　成功を信じて待つと、言葉で言うのは簡単だが、信じて送り出した結果、酷ひどい結末が待っていた……なんてことは、いくらでもある。

　その辺、エリナリーゼはクリフを信頼しているようだ。

　妄信しているわけではないだろうが、ある程度割り切っているのだ。不安はあるだろうに、クリフに悟られないようにしているのだ。

　伊だ達てに歳は食ってない。

　その時は、そんなふうに思っていた。

「ルーデウス、ちょっとよろしい？」

　そんな認識が少しだけ変わったのは宴会が終わる頃になってからだ。

　エリナリーゼは、そろそろ宴も終わりという時期になって、俺を外へと呼び出した。

　その時、俺は完全にハーレム状態だった。

　シルフィは俺の右膝を枕にして眠り、ロキシーは俺の左膝に乗ってお酒を飲み、エリスは俺の右肩に頭を乗せてくったりしていた。俺の両手は右も左も柔らかいものに触れており、酒が入っているのもあって「このまま三人同時にできないかなぁ」なんて邪よこしまなことを考えていた。

「……いいですよ」

　だが、エリナリーゼの顔を見て、少しだけ酔いが冷めた。

　彼女が宴会に似つかわしくない、真剣な表情をしていたからだ。

　用件は想像がついた。

　酔っている時に話すことではない、というのもわかった。俺はすぐに酔いを解毒で中和し、三人の嫁を引き剥はがして立ち上がった。

「なんですか、ルディ。浮気ですか。浮気はよくないですよ。浮気はわたしだけにしてくださ……んっ……」

　酔っ払ったロキシーを唇で黙らせて鎮座させ、

「んっふー、ルディの太もも、やらかいなぁ……」

　ロキシーの膝にシルフィの頭を載せ、

「ルーデウス……私、二人目も男の子がいいわ」

　ロキシーの肩にエリスの頭を載せ、

「じゃあ、行きましょうか」

　エリナリーゼと共に酒場を出た。




　外は寒かった。

　冬は終わったが、シャリーアの雪は長く残る。

　まだまだ、この寒さは続くだろう。

「ねぇルーデウス、クリフのことなんですけど。一つ、頼みがありますの」

　エリナリーゼは開口一番、そう切り出した。

　クリフのこと、というのはなんとなくわかっていた。エリナリーゼもこの一年悩んだということだ。

　悩まないはずもないのだ。

「その、こういうことを言うのは、クリフに悪いんですけど……やっぱり、ちょっと心配ですの」

　エリナリーゼは、白い息を吐きながら言った。

　彼女から見れば、クリフはまだまだ子供だ。愛する夫だが、弟や息子に対するような感情も抱いているのだろう。

　それを送り出すわけだ、心配だろうとも。

「だから、彼に付いてやってはくれませんこと？」

「いいんですか？」

　思わず聞き返した。

　エリナリーゼはクリフの決意を尊重していたはずだ。

「最初の方を見守っているだけでもいいんです……軌道に乗れるかどうかって大事でしょう？　クリフはちゃんとできる子ですけど、人の輪に入っていくのは、どうしても苦手だから……」

　そんな人見知りをする子供みたいな……。

　いや、でもわかる。確かに、クリフにはそういうところがある。

　結局、卒業まで、俺たち以外の友人が出来なかったことからも、それはわかる。

　ミリス神聖国に行っても、一人ぼっちで、周囲から爪つま弾はじきにされながら、それでも頑張ろうと精一杯努力するクリフ……。

　あ、やばい、なんか涙出てきそう。

「……でも、俺は手伝わないと約束していますからね」

　俺も、クリフには成功してほしい。

　うまいことミリス教団の中で上り詰めてほしい。一番上でなくてもいいから、クリフがやれるところまでやって、行けるところまで、行き着いてほしい。

　オルステッドの仲間集めのこととは別に、友人としても、彼を応援しているつもりだ。

　でも、手伝わないと言ったのだ。

　口で言ってはいないかもしれないが、今から一年前、彼の言葉に同意したというのは、そういうことだ。

「なんとかなりません？」

「……」

「本当に最初の方だけでいいんですのよ。何もしないでも、クリフが困っていたら相談に乗ってあげるとか、そういう形でも……」

「うーん……」

　男と男の約束とか、そういう臭いことを言うつもりはない。

　俺もクリフは心配だ。彼はちゃんと力があるが、苦手なこともある。その苦手なことが、最初のハードルになりかねない。最初のハードルを越えられず、自分のいい部分をまったく発揮できず、落ちていくクリフなんて、見たくはない。

　ならば、最初ぐらいは手を貸してあげたほうがいいかもしれない。

　クリフは、嫌がるかもしれないが、友人の力だって、自分の力だろう。

　いざという時に助けてくれる存在を、クリフは学校で手に入れた。そう考えれば、俺の助けもクリフの力といえるはずだ。

　無論、手助けしすぎてはいけないだろうから、塩あん梅ばいは大事だけど。

「……」

　よし。腹は決まった。

　だがさて、オルステッドの仲間集めの方は大丈夫だろうか。クリフがミリスに行ってる間、王竜王国の方で活動しようと考えていた。アイシャにもそう伝えているし、動いてもらってもいる。

　行き先をミリスに変更したら問題はあるだろうか……。

　ミリス教団のお膝元であるミリス神聖国に、魔族の人形を販売するザノバ商店を作るのは難しいだろう。だが、傭兵団だけでも先に作っておくのは、問題ないはずだ。

　ひとまず先に傭兵団を作り、人材と情報を集めておく。

　商店の方は、クリフが成功してから、改めて根回しする形でいいだろう。

「わかりました、俺もミリスに行きましょう」

「……！　ありがとう、ルーデウス！」

　エリナリーゼだって、本当は自分が行きたいのだ。

　クライブを俺の家あたりに預けて、ミリス神聖国でクリフを助けたいのだ。

　でも、きっと彼女はクリフと約束したのだろう。家で、クライブを育てながら、待つと。

「ただ、クリフを助けるかどうかは、俺自身で判断しますので、よろしくお願いします」

「もちろんわかってますわ」

　エリナリーゼはほっと胸を撫で下ろしていた。夫を支えようと、あれこれと手を回す……か。

　俺も自分の嫁に不満があるわけじゃないが……。

　やっぱり、いい女だよな、こいつ。




　そんな送別会が終わり。

　酔っぱらった三人の妻を連れ帰り、それぞれのベッドに寝かせた。

　子供たちはすでに就寝していた。

　幼い子供を置いて酔っぱらって帰ってくることができるのも、リーリャやアイシャのお陰だな。

　一言お礼を言うべく、一度リビングに戻った。

　エリナリーゼのこともあるし、アイシャにも次の支部設営について相談したい。

　そう思ってリビングに入ったところで、俺は重苦しい空気を感じた。

　今回の送別会を途中で退出したノルン。留守番していたリーリャとアイシャ。

　三人が、難しい顔をして、顔を突き合わせていた。

「どうしました？」

「あ、お兄ちゃん……ちょっと、これ」

　三人の前にあったのは、一通の手紙だった。

　手に取ってみる。

　差出人の名前は「ラトレイア家」。

　覚えがある。ゼニスの実家だ。ミリス神聖国から、ようやく手紙が戻ってきたらしい。

　俺宛てであるにもかかわらず開封済みだが、まぁいいとしよう。

　中を見てみると、手紙が一枚。

『貴殿からの報告を受理しました。

　我が娘ゼニスが心神喪失状態とのこと。

　早急にゼニスを、我がラトレイア本家へと連れて戻ることを命じます。

　もしその場にいるのであれば、ノルン・グレイラット並びにアイシャ・グレイラットも連れてくること。

　ラトレイア伯爵夫人クレア・ラトレイア』

　酷く短い文章だった。実直と取ってもいいが……これを手紙というには、少々弊害があるな。

　これは、命令書だ。

「今更こんな手紙を……」

　と、言いかけてやめた。

　考えてみると、俺が手紙を送ったのは、約五年前だ。

　ここからミリス神聖国までは遠く、馬で移動しても一年以上かかる。

　この世界の郵便はさほど発達していない。手紙が変なところをウロウロしていることだってあるはずだ。

　配達人が魔物に襲われるとかで、手紙自体が消失する可能性もある。

　だから、五年で手紙が戻ってきたのは、妥当といえるかもしれない。

「あれ？　手紙って、これだけ？」

「はい、それだけです」

　リーリャが答えてくれた。

　別の一通が入っていて、それを隠匿しているとか、そういうことはなさそうだ。

「そうですか……」

　数年かかる相手に送るには、ずいぶんと短い手紙だ。

　いや、だからこそか。ラトレイア家も、手紙が長い距離を旅するのはわかっていたはずだ。

　恐らく届かない可能性を考慮して、何通も書いたはずだ。

　命令書のように短い文面で書いてあるのは、長文で書いて相手に本当に伝えたいことが伝わらないことを防ぐため……と考えれば合理的だ。

　命令口調なのは、どうしても戻ってきてほしいからだろう。

　……と、思ったのだが、妹二人の反応は違った。

「はぁ……」

「……おばあちゃん、変わらないね」

　ノルンは露骨にため息をつき、アイシャは冷めた表情で手紙を見ていた。

　二人とも、その名前は一生聞きたくなかった、って顔をしている。

　二人の反応を見るに、このクレアという人物は、こういう手紙を書く人柄の持ち主ということだろうか。

「……」

　ふと見ると、リーリャまでもが難しい顔をしている。そんなに嫌な人なのだろうか、このクレアという人物は。会ったことはないからわからない。

「旦那様は、いかがされるおつもりですか？」

　俺が見ていると、リーリャはふと顔を上げ、そう聞いてきた。

　俺の答えは決まっている。ちょうど、ミリスに行く口実も欲しいと思っていたところだ。

　渡りに船。ナイスタイミングだと言える。

「一応、この文面通り、母さんを連れてミリスまで行くしかないでしょう」

「……」

「……」

　姉妹と義母は、互いに目配せをしあった。間違ったことを言ったらしい。

　そんなにクレアという人物はダメなんだろうか。

　でも、娘が記憶喪失で心神喪失状態と聞いたら、誰だって会いたいと思うだろう。親だもの。

　ゼニスを捜したかったのは、彼女らも同じはずだ。

　ゼニスは家出状態だったらしいけど、それでもパウロの話によると、ラトレイア家はフィットア領捜索団にも資金援助してくれたようだし、恩もある。

　ミリス国内において力を持ってそうだし、俺としても会っておいたほうがいいだろう。

「まぁ、どのみち、いつかミリスには行こうと思っていました。モノのついでという言葉もあります。仕事ついでに、ちょうどいいでしょう」

「えっ、ちょっと待って、お兄ちゃん。来月から王竜王国に行くんじゃないの？」

　アイシャが慌てたように言った。

　無論、そのつもりだった。王竜王国に傭兵団を作り、死神ランドルフと王女ベネディクトとコネクションを作り、ザノバ商店を維持していくためのスポンサーとなってもらう。

　アイシャには、それを手伝ってもらう手はずだった。

　アスラ王国の時もそうだったが、傭兵団支部の立ち上げはアイシャに来てもらっている。

　彼女と、彼女が現地で選んだ人材と共に、傭兵団の立ち上げをする。

　すると、傭兵団はほんの一ヶ月で軌道に乗る。二ヶ月目には、傭兵団はアイシャの手を離れ、独立して動き出す。魔法のような手腕だ。

「こんな手紙が来た以上、早いほうがいいだろう。ミリスを優先して……ついでにおばあちゃんにも挨拶してこよう」

「えー……」

　アイシャは露骨に嫌そうな顔をした。

　つい数ヶ月前に成人式を迎えたというのに、彼女のこういう部分は変わらない。

　と、そこでノルンが立ち上がった。

「……兄さん、私は、行きたくないです」

　ノルンはそう言った。きっぱりとそう言った。

　行きませんでも、行けませんでもなく、行きたくない。

　アイシャのように嫌な顔をするでもなく、真面目な顔でそう言った。

「学校も大事な時期ですし、生徒会もあります。何ヶ月も空けるわけにはいきません」

「……まぁ、そうだろうな」

　俺が卒業したってことは、ノルンは最上級生だ。

　あと一年。ちゃんと授業を受けて、試験を受けて、卒業しなきゃいけない。俺と違い、ノルンは六年間、しっかり学校に通っていた。ここで放り出せば、ノルンの六年間は無駄になってしまう。

「えっと、お兄ちゃん。あたしもね、えっと……そうだ、お米。お兄ちゃんの大好きなお米の収穫があるから行けない！」

　アイシャは思いついたかのように言った。

　でも俺は知ってる。アイシャが傭兵団の面々を使って郊外に田畑を作り、そこで米を量産していることを。すでに責任者を置いて全てを任せているため、アイシャ自身はあまり田畑には行ってないことを。全部知ってる。

　だから、そのへんを指摘して、連れていくことはできるだろう。

　だが、アイシャは気分屋だ。

　無理に連れていって気分を損ね、適当な仕事をされても困る。かといって、アイシャに来てもらわないと、支部の立ち上げで困る。俺一人ではうまくいかないだろうし……。

　あ、そうだ。

　別にミリスに行っても、会わないって選択肢はあるか。

「わかったよアイシャ、そんなに会いたくないなら、無理にとは言わない。でも、せめてミリスまで一緒には来てくれ。ラトレイア家には俺とリーリャさんと母さんの三人で行ってくるから、お前は傭兵団の方に専念してくれればいい」

「……やたっ。ありがとうお兄ちゃん！」

　アイシャがにぱっと笑った。

　クレアがそんなに嫌か。

　でも、リーリャもそんなアイシャを咎とがめない。いつもなら、こういうことを言うと小言と同時にゲンコツなのだが。

「わかりました旦那様。お供させていただきます」

　リーリャはいつも通りの無表情で頭を下げたが、彼女自身あまりクレアには会いたくなさそうだ。

　彼女の立場を考えれば、わからなくもない。

　ゼニスはミリス教徒だった。その母親も、きっとミリス教徒だろう。

　ミリス教において、二人目の妻というのがどういう扱いになるのかはわからない。戒律で禁止されているのだから、少なくとも、歓迎はされないだろうな。

「リーリャさん、お手数を掛けます」

「いえ、当然のことです」

　俺一人では、ゼニスの世話はしきれない。

　リーリャかアイシャ。最低でもどちらかは付いてきてもらわないとまずい。

「じゃあ、アイシャ。そういうことだから、王竜王国からミリス神聖国への切り替えを頼む」

「はーい。出発はいつ頃？」

「そうだな……」

　いっそ、クリフに合わせるか。特に理由はないが、転移位置からミリスまでは少し距離もある。

　別に手伝うわけでもないのだし、ご一緒してもいいかもしれない。

「じゃあ、一ヶ月後に」

「りょうかーい」

　それにしても、祖母か。どんな人なんだろうな。

　ノルンとアイシャの反応を見る限り、会うのが怖い。
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　王竜王国行きを変更。

　次の傭兵団支部はミリス神聖国に作る。

　アイシャは文句を言いつつも準備を開始してくれた。

　王竜王国用、と書かれた紙束とは別に、ミリス用と書かれた紙束を作り始めた。

　それを見るに、各国でどんな人材が必要になるのかという資料を用意しているのだろう。

　今回は国に後ろ盾がないため、人材集めにしろ何にしろ、もう少し時間がかかるはずだ。

　ひとまずは、半年ぐらいを目め処どにしておく。そこで軌道に乗れそうか、まったく無理そうかの見極めをする。

　クリフにも、一応言っておくことにした。

　偶然、たまたま、ゼニスの実家から呼び出しを食らったから、一緒に行こうとかなんとか。

　クリフは苦笑していたが、嫌がっているようではなかった。

「なんだかんだ言って、君は付いてくると思っていたよ」

　ってことだ。何やら信頼のようなものを感じられる、安あん堵どの篭こもった言葉だった。

　案外、クリフも不安だったのかもしれない。ザノバの時は付いていくと言ったくせに、自分の時は付いてきてくれないのかって。意外と僕には友情を感じていないのかなって。

　そんなわけないのになー。クリフ先輩ったらもう。

　さて、これでミリス行きが決まったのはクリフに続いて四人だ。

　俺、アイシャ、ゼニス、リーリャ。

　リーリャとアイシャが家を出ると、家事能力が高い人が少なくなるため、シルフィは留守番。

　魔族ということで、ミリス神聖国では嫌な思いをするからと、ロキシーも留守番。

　エリスは行きたそうにしていたが、リーリャが強く反対した。エリス奥様はラトレイア家には行かないほうがいい、絶対に争いになる、と。その真意についてはよくわからない。

　だが、リーリャの言葉から、ラトレイア家のクレアという人物が、かなり気難しい人物であることは読み取れた。

　そんなのとエリスを会わせないほうがいい、というのは理解できる。

　ゼニスの実家と険悪になるのも面白くはない。乳幼児を連れての旅ってのも大変だしな。

　ってわけで、エリスにも断念してもらった。

　珍しく、嫁が誰もついてこない状況だ。

　……ま、たまにはこういう時もあるだろう。




　そうして準備を進め、もうすぐ出発という段階になったある日。

　シルフィの妊娠が判明した。







第六話「そしてミリシオンへ……」




　シルフィが妊娠した。二人目の子供である。

　出発直前のこの時期。以前なら、どうしようと頭を抱えたことだろう。

　しかしながら、こうして長期出張に出る時に子供ができるのは四度目である。

　心配なことに変わりはないが、今までとくらべて余裕があった。

　実におめでたいことだ。名前は何にしよう。今度は男の子かな、女の子かな。ルーシー、弟か妹が出来るよ？　またおねえちゃんになるね？

　と、俺は喜び勇んで庭駆け回ったのだが……。

「シルフィ奥様が……ど、どうしましょう……!?」

　リーリャは狼ろう狽ばいしていた。

　いつもは冷静な彼女が、青い顔をして、迷っていた。

「ゼニス奥様の世話をするのは私しか……でも、家事ができるのは身重のシルフィ奥様だけで……万が一があっては……」

　ゼニスの世話をするためにミリスに付いていく。その間の家事は、シルフィに一任する。

　という流れで決まっていたところに、妊娠である。

　一応、ロキシーもひと通りの家事はできるし、なんだったら一時的にお手伝いさんでも雇えばいい。そう思う面もあるのだが、妊婦を置いて数ヶ月も留守にするというのは、やはり不安が残るようだ。

　リーリャは迷っていた。ゼニスに付いていくべきか、残ってシルフィを見るべきか。

　こうしてリーリャが狼狽しているのを見ると、俺もオロオロしなければいけない気がしてくる。

　もしかして無邪気に喜んでいる場合ではないのだろうか。

　元々、オルステッドの配下になると決めた時点で、妊婦を置いて出張に出る可能性については覚悟していたが、考えてみれば、それはアイシャかリーリャという、信頼できる世話係の存在を前提にしてのことだ。

　もしかして、今回はまずいのだろうか。

　おろおろ……。

「えっと、ボクは大丈夫だよ。二回目だし、ロキシーもエリスもいるし、お祖ば母あちゃんもいるから」

　悩むリーリャに、シルフィはそう言った。確かに、シルフィ自身も二度目だ。

　何をどうすべきかはわかっているだろう。頼れる人も多い。

　ロキシーは家にいないことも多いだろうが、エリナリーゼに定期的に見に来てもらえるなら、それが一番だろう。

　エリスだって、何かあれば積極的に動いてくれるはずだ。

　うん、そうだ。最初の妊娠の時は、家にはノルンとアイシャしかいなかった。

　今でこそ三人の妊婦の世話を経験したアイシャだが、当時は妊婦の世話など未経験だったろう。

　そう考えれば、今の状態はマシだ。一年も留守にするわけじゃないし。

　だから大丈夫だ。

「そうね、なんとかなるわ！　私が守るもの！」

「わたしは昼間いないので不安なところはありますが、でも周囲に常に人がいますので、そうそう危険なことはないかと思います」

　エリスとロキシーもそう言う。

　でも、不安の種はつきない。

　リーリャは、ロキシーのローブの裾を掴つかんで立っているララをちらりと見下ろして言った。

「しかし、今は子供もいて、負担も増えています。何が起こるかわかりません……」

　確かに、子供ってのは何をやるかわからない。

　ルーシーもララも、活発に動いている。二人が害意を持ってシルフィを襲ったりすることはない。が、例えばルーシーが練習で放った魔術がシルフィを直撃したり。レオの背中に乗ったララが家の外に出ようとして、慌てたシルフィが階段を転げ落ちたり。

　……いや、そんなことを言い出せば、キリがないのはわかっているんだが。

　とにかく、子供ってのはアクシデントの塊だ。

　悩ましい。そもそも、「種族柄、多分もうできないよ」なんていうシルフィに、「どうかな、確かめてみないとわからないじゃないか」なんて言って、家族計画など考えずにオイタしちゃったのは俺だ。

　いや、もちろん遊びで作ったつもりは毛頭ない。

　ずっと二人目を切望していた。ルーシーが生まれてから五年だから、シルフィの言う通り出来ないのかなと思い、最近はあまり気にしないでやってたけど……。

　ともあれ、悔やんでもしかたない。

　責任は俺にある。俺は、妻が妊娠で大変な時期に、イマイチ付いていてあげられてない。

　三人の時、みんなそうだ。

　それにしても、どうして、俺が遠出しようとするタイミングで子供が出来てしまうのだろうか。

　ヒトガミの呪いなのだろうか。

　いっそミリス神聖国行きを遅らせる、という案もある。

　一年ほど遅らせて、シルフィの出産を見届け、それから改めて出発する。

　その時には、次はロキシーが！　エリスが！　と連鎖する可能性もあるが……。

　何にせよ、ミリスまでの移動時間を考えれば、一年や二年遅れたところで、向こうも文句は言うまい。

　クリフと同じだ。

　しかしそう、クリフの件もある。エリナリーゼには、せめて最初だけでも見ていてほしいと頼まれている。クリフは、仮に俺たちが行かないと言っても、行くだろう。

　大丈夫だとは思うが、一年の間に取り返しのつかないレベルで追い詰められてしまうかもしれない。シルフィにしろ、クリフにしろ、『万が一』だ。

　どちらも緊急性はない。

　選ばなければいけない。クリフを取るか、シルフィを取るか。

　仕事を取るか、愛を取るか。

　将来的なことを考えれば、さっさとミリスに傭よう兵へい団を作り、クリフを援助して未来の大教皇様へと導いてやるのがいい。

　俺にとっての都合が一番いい。

　けど、それでいいのか。その陰でシルフィと子供が泣いていたら、何の意味もないのではないか。

　俺が何のためにオルステッドに協力しているかを考えろ。

　本質を見失うな。

「…………」

　そう思った時。ふと、ゼニスが動いた。

「っ？　奥様？」

　彼女はふらりと、夢遊病患者のように予備動作のない動きで、リーリャの手を掴んだ。

　かなり力強い動作だったらしく、リーリャはたたらを踏みながら、ゼニスに連れられて歩いていく。ゼニスが向かった先は、シルフィのところだった。

「えっと……ゼニス、さん？」

　戸惑うシルフィ。ゼニスはリーリャの手を、シルフィの肩の上に、そっと乗せた。

　まるで、リーリャはこの子を見ていて、と言わんばかりに。

　自分は大丈夫だから、と言わんばかりに。

「お、奥様……！」

　リーリャの目が潤んだ。

　ゼニスが時折見せる強い意志。子供や孫が関係した時にこそ、そうしたものを見せることは、家族の誰もが気づいていた。ゼニスなら、リーリャには自分の世話より、シルフィとお腹の子供の面倒を見させるだろう。

　誰もがそんなことはわかっていた。

「わかりました」

　リーリャは涙を拭ぬぐい、ゼニスの目を見て頷うなずいた。迷いの吹っ切れた顔だ。

「アイシャ！」

「は、はい！」

　ぽかんと見ていたアイシャに、リーリャは言った。

「私の代わりに、ゼニス奥様のお世話をし、無事にラトレイア家に送り届けなさい。ワガママは許しません！」

「……はい！」

　アイシャは一瞬迷った。正直、ラトレイア家の敷居はまたぎたくないのだろう。

　だが、それでも今の流れを見て、ノーと言えるほど、悪い子ではない。

「ルーデウス様、そういうことで、よろしくお願いします」

「……はい、お手数を掛けます」

　リーリャが見てくれるのであれば、シルフィに万が一はない。そんな確信があった。

　俺は、憂いなくミリス神聖国で仕事をしてくればいい。

「シルフィ」

「……なに、ルディ」

　だが、一つだけ言っておかなければいけないこともある。大事なことだ。

「愛してる」

「うん。ボクもだよ」

　シルフィは立ち上がり、俺の背中にそっと手を回した。

　俺は彼女の髪に顔を埋うずめるようにして、力を入れすぎないように抱きしめた。

「子供の名前、考えておくから」

「うん、帰ってきたら教えてね」

　シルフィははにかみながら笑った。いつもなら、まだ不安が残るところだ。

　だが、シルフィの後ろにはリーリャがいる。

　頼れる二人目の母さんだ。

　その後、ロキシーとエリスにもそれぞれハグをしてから、俺たちは出発した。
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　移動を開始した。

　俺、アイシャ、ゼニス、クリフ。たった四人での移動だ。

　荷物は厳選したが、どうしても多くなった。通信用の石版と、魔導鎧マジックアーマー『一式』召喚用のスクロールがかさばるのだ。

　相変わらず『二式改』を装備しての移動なので重量は問題ないが、どんな力持ちでも、手は二本しかなく、背中は一つしかない。人の大きさは変わらず、自分より大きな荷物を持てば動きにくくなる。一抱えもある、空のダンボールを持っているようなものだ。

　そんな大荷物を持ちながら郊外でクリフと合流する。

　メンバーが減っていることについて説明すると、クリフは驚いていた。

　だが、子供が出来たと聞いて、朗らかな笑みと共に祝いの言葉をくれた。

「僕の立場だと、君の状況はあまり褒められないけど……。ミリス様も言っている『新たなる生命の誕生は、それがいかなる存在であれ、喜ばしい』」

「そう言っていただけるとありがたいです」

「君の子供たちが、僕の子供の良き友となってくれることをミリス様に祈るよ」

　俺がどれだけミリス教的に悪いヤツでも、子供に罪はないのだ。

　まぁ、俺から生まれた子供が、将来的に相手をとっかえひっかえする可能性もあるけど……。

　その時は、またクリフが説教してくれるだろう。

　いや、俺が説教しなきゃいかんな。うん。

「ところで、クリフ先輩はラトレイア家について何かご存知ですか？」

「ラトレイア家か……」

　この一ヶ月で、妙に嫌な顔をする妹たち＋リーリャに、ラトレイア家のクレアばーちゃんについてあれこれと聞いてはみた。

　結論から言うと「頑固で厳しい人物」だ。

　ノルンは「出来が悪いと怒られた記憶しかありません」と顔をそむけて言い、アイシャは「何かする度にノルン姉を立てろって怒られた」とため息交じりに言った。

　リーリャは「とにかく血筋と教義を重んじる方です」と答えてくれた。

　要するに、この三人は、ミリシオンに滞在している頃、かの家に厄介になりつつ、家柄や結婚のことについてだいぶネチネチとやられたらしい。

　もっとも、俺はクレアに対してはあまり心配していない。

　確かに前情報だけ聞くと、会いに行くのが怖くなるが……「頑固で厳しい人間」には俺も一人、心当たりがある。

　もう故人ではあるが……サウロス・ボレアス・グレイラット。

　エリスの爺じいさんだ。かの爺さんは、重んじているものがクレアとは違ったが、それでも一本筋は通っていた。きちんと礼節を持って接すれば、相応の対応をしてくれた。

　クレアも人間だ。

　血筋を重んじるにしても、俺も一応はラトレイア家とグレイラット家の系譜に連なる。

　教義を重んじる、という点は少し怖いので、重婚しているということは隠しておいたほうがいいだろう。

　何にせよ、あの大声と暴力の支配するエリスの実家でも暮らしていけたのだ。

　クレアについてもサウロスの女バージョンあたりを想定していけば、多分大丈夫だろう。

　妹たちも思い出補正で嫌なヤツだと断定しているが、会ってみたら、ちょっと頑固なだけで情に厚い好人物、って可能性も十分にありうる。ルイジェルドみたいにな。

　何にせよ、母親が娘に会いたいというのを止めるつもりは、俺にはない。

　でも一応、情報は集めておく。

「魔族排斥派の幹部の一つで、優秀な神殿騎士を何人も輩出している名家だな」

「なるほど」

　神殿騎士団。思えば俺の叔母であるテレーズも、神殿騎士団の一員だった。

　元気にしてるかね、あのひとは。

「僕もミリスにいた頃は小さかったし、詳しいことは知らないけど、厳しい家だということは、ノルン君から聞いてる」

　ノルンはクリフを信頼しているらしく、在学中は困ったことがあるといろいろと相談していたらしい。

　その流れで、かつてラトレイア家で、「出来の悪い子」の烙らく印いんを押されたということも話したようだ。アイシャと常に比べられ、愛人の子に負ける出来損ない、と。

　クリフはそれに対し「他人と自分を比べることはない。常に今の自分を超えるように努力しろ」と言い続けたのだそうだ。

　その結果、ノルンは生徒会長となった。

　口には出さないが、ノルンはクリフのことを尊敬しているようだ。

　恋慕の域には達していない。でももし、エリナリーゼがいなかったら、ノルンとクリフの二人がくっついていた可能性もあるだろう。

　あれ、でもそうなると、魔族排斥派のラトレイア家と、魔族迎合派のグリモル家がくっつくってことで……。

　あ、いやいや。ノルンは違う。ノルンはパウロの子、グレイラット家だ。

　ミリス教団の派閥争いなんて関係ない。

「僕としては、君がラトレイア家の一員になって、敵にならないことを祈るのみだよ」

「俺がクリフ先輩の敵になるわけないじゃないですか」

「もちろん信用してる。けど、時にはどうしようもないことだって、あるだろうからな……」

　クリフはそう言って、苦笑していた。

　確かに、考えると面倒な関係だな。ラトレイア家は神殿騎士団、魔族排斥派で、クリフの敵。

　その家とつながりを持つのは、考えたほうがいいのだろうか。

　いや、血がつながっているのは確かなのだ。だから、俺はあくまで魔法都市シャリーアのグレイラット家。オルステッド配下、『龍神の右腕』のルーデウス・グレイラット、クリフの友人のルーデウス、として立ち回ればいい。

「積極的にクリフ先輩の手伝いはしませんが、でもだからって敵に回ることはありません。嘘うそだったらクライブ君にウチの娘の一人をあげてもいいですよ」

「ああ、それはいいかもしれないな。君の娘と僕の息子の婚約……うん、悪くない」

「あ、ちょっとまってください。やっぱり子供の結婚を親が決めるのは……」

「わかってるわかってる。冗談だ、さ、早く行こう」

　クリフはフッと笑って歩き出した。

　ホントに冗談だよな？　でも、ルーシーもララも可愛かわいいからなぁ……。

　きっと二人とも、将来は母親に似た美人に育つだろう。クライブ君は、そんな美人姉妹を見て育つ。きっと初恋の相手はルーシーとかだろう。クライブ君はエリナリーゼの息子だし、もしかすると早い段階で告こくって付き合いだすかもしれない。

　どこの馬の骨ともわからぬ輩やからならまだしも、クリフの息子だ。

　クライブ君がどうしてもというのなら、お願いしますお義と父うさんと頭を下げて頼んでくるなら、交際を認めてやらんでもない。

　もちろん、君にお義父さんと呼ばれる筋合いはないのだが──。

「お兄ちゃん、置いてくよー」

　ゼニスの手を引くアイシャに呼ばれ、我に返った。

「ああ、すまんすまん」

　何にせよ、まだまだ先の話だ。そう思いつつ、俺たちはクリフの後を追った。




　事務所に寄って、オルステッドに挨拶。その後、地下に移動し、転移魔法陣に乗った。あっというまにミリス大陸だ。

　転移したミリス側の転移魔法陣は、以前この付近に来た時に作った。

　ミリス首都からそう遠く離れていない森の奥。

　そこにある廃屋敷の地下だ。

　なぜ森に廃屋敷があるのか、と思うだろうが、この世界では森の近くにあった村が、唐突に侵食してきた森に飲み込まれることがある。

　ここも、そんな村の一つなのだ。

　苔こけむして、蔦つただらけになった屋敷の地下。ボンヤリと光る魔法陣。

　屋敷自体は管理されていないが、木々に支えられているせいか、すぐに潰つぶれることはあるまい。

　たまに近所の町から冒険者がやってくるが、魔法陣のある部屋は隠し通路でつながっており、その通路への入り口のある部屋には、宝箱を置いておいた。中には、どうでもいい魔力付与品マジックアイテムが入っているだけだが、大抵のヤツはそれで満足して帰るだろう。

　そこからは徒歩での移動だ。

　心神喪失状態であるゼニスを連れての旅であるため、少々時間がかかる。

　ミリスの近くであるため、強い魔物はいないが、ゆっくり進む必要があるだろう。

　そうそう、魔物といえば、魔法陣を設置するためにオルステッドとこの森を訪れた時、初めてあの魔物に出会ったのを思い出した。

　ゴブリンだ。緑色の肌をして、人間の半分程度の大きさを持つあいつだ。

　好色で好戦的、世界でも最弱クラスの個体。群れで生活し、時折他の種族を捕まえてきて交配し、妊娠させる。話は通じないし、人を敵として見ており、見かけると襲いかかってくる。

　でも正直、ゴブリンという生物は、魔物ではなく魔族なのではないか、と思う部分もあった。

　彼らは、森の奥にある洞窟で非常に原始的な生活をしている。

　横穴式の住居で、集団による狩りで生計を立てている。

　工作レベルは低いにしても、棍こん棒ぼうや石包丁といった道具も使っている。また、チラリと見ただけだが、親のゴブリンは子供のゴブリンに対して、愛情のようなものを見せていた。

　単に知能が低すぎるため魔物扱いされている、というだけで、原始時代の人間とそう変わりはしないのだと思う。

　これで言葉を理解できれば、もう少し違ったのかもしれない。

　でも、ここはミリス大陸。ミリス神聖国ではあの手の生物は認められていない。

　もしかすると、ゴブリンが人を見ると問答無用で襲いかかってくるのも、そうした過去のしがらみがあったからかもしれない。きっと、ゴブリンとミリス神聖国には、俺の知らない闘争の歴史があったのだろう。

　思えばゴブリンもかわいそうな生物だ。せめて生息していたのが中央大陸だったら、完全な魔物ではなく、最下級の魔族として認識されていたかもしれない……。

　そんなことを俺は道中で襲いかかってきたゴブリンを排除した後に考えていた。

「お兄ちゃん、ゴブリンなんて見て、どうしたの？」

「うん。思えばゴブリンも、住んでいる場所が違えば、魔物ではなく魔族と言われていたのかもしれない、なんて思ってね」

「……それ、ロキシー姉に言って怒られない？」

「ロキシーは怒らないさ」

　魔族と一口で言っても、いろんな種族がいるのだから。

　俺はさすがに知らないが、ゴブリン並みに頭の悪い種族だっているはずだ。

　なにせ魔王と呼ばれている存在すら、相当頭が悪いわけだしな。アレ以上頭の悪い種族がいても、不思議ではない。むしろ魔王のあのアホさ加減のほうが不思議だ。

「でも、なんでそんなこと思ったの？」

「いやなに、ゴブリンって、他の魔物と違って組織だって行動しているからさ。これで言葉がわかれば、今みたいな扱いを受けてなかったのかなって」

「えー？　同じじゃないかなー？」

　アイシャは露骨に嫌そうな顔をしていた。

　古今東西、ゴブリンという生物は女性や子供に人気がないのだ。

　ま、いいさ。俺はゴブリン愛護団体ってわけじゃない。

「組織といえば、アイシャは傭兵団の方はどうなんだ？」

「んー？　どうって？　うまくやれてるとは思うけど……」

「うまくっていうか、仲良くやれてるか？」

　それは、単なる世間話のつもりで聞いた。

　やれてるよ。こないだ、誰それと一緒にご飯を食べに行って、そしたらなんかすっごく辛からい料理で、みんなでヒーヒー言いながら食べたんだよ、とか、そんな話を聞きたくて。

「……どうなんだろ」

　しかし、帰ってきたのは暗い声だった。

　まさかイジメ!?

　と、いつもの俺なら慌てて傭兵団に駆け込み、リニアとプルセナを逮捕して、取調室でカツ丼を食べさせるところだ。

　でも、つい去年、俺は見ている。

　リニアとプルセナ、それに傭兵団の面々が、アイシャの誕生日プレゼントを用意してくれたのを。

　少なくとも、アイシャは傭兵団に受け入れられているのだ。

　それは間違いない。

「何か懸念でもあるのか？」

「うーん……なんていうか、よくわかんないんだよね」

「ほう」

「ノルン姉とかもそうなんだけどさ、何かをしはじめて『それをやったら絶対に失敗する』ってことを平気でやるじゃん？」

「……いや、それがわからないから平気でやって失敗しちゃうんだと思うよ」

「あ、違うの。えっとね、一度失敗して、同じ失敗を二度したりするんだよ」

「ああ、なるほど」

　同じ失敗を繰り返すってことか。

　ノルンは確かに、同じ失敗を繰り返すタイプだ。

　でもそれは……いや、まぁ落ち着け。話を遮るのはよくない。最後まで聞こうじゃないか。

「傭兵団では、あたしは顧問だから、みんなの上司だから、部下が同じ失敗をしたら注意したり、時には怒ったりするんだよね。こないだこう言ったでしょ、どうしてできないの、って」

「うん」

「でもみんな、それが、嫌みたい」

「まぁ、怒られていい気分になる奴はいないよな」

「でもさ、嫌なら同じ失敗をしなければいいじゃん。何が悪かったのか、次はどう考えればいいのか、全部あたしが教えてあげてるんだからさ」

「教えてもらって、すぐに実践できるってもんじゃないさ」

　俺がそう言うと、アイシャは「わかんない」という顔をした。

　まぁ、アイシャにはわからないかもしれないな。

　アイシャはいわゆる天才肌だ。要領はいいし、一度憶おぼえたことは忘れない。失敗の頻度も極端に少なく、成功した時も完璧に近いことが多い。

　経験や知識を次に活かすのが抜群にうまいのだ。

　俺のような凡人からすると「違う種類の失敗」に思えるようなものでも、アイシャからすると「同じ種類の失敗」で、過去にこういうことがあって反省したのに、どうして同じことを繰り返すのかと、見ていてもどかしく思えるのだろう。

　多分、アイシャに怒られている部下に、同じ失敗を繰り返している自覚などないはずだ。

　だから、失敗する度に怒ってくるアイシャのことを良く思っていないのかもしれない。

「そんなだから、うまくはやれてると思うけど、仲良くはやれてないと思うんだよね……」

「なるほどな」

　アイシャは能力こそ高いけど、それがゆえに他人を置いてけぼりにしがちなんだろう。

　何をやっても自分の方がうまくやれてしまう、自分なら失敗しない。だから他人に対しても叱しっ責せきが多くなったり、きつく当たったりしちゃうのだろう。

「でも、そんなだったら、職場の空気とか悪くならない？」

[image: ]

「えっと、あたしが怒ったら、リニアがあたしの怒った相手のところに寄っていって、何か言うんだよね。何言ってるのかはわからないんだけど。それでみんな、スッキリした顔で戻ってくる」

　なるほど。

　アイシャは傭兵団の面々を叱責し、そのフォローをリニアやプルセナがしているのか。

　まさに適材適所じゃないか。

「じゃあ、そのうち、アイシャもその役をやれるといいな」

「えー……」

　アイシャは露骨に嫌そうな顔をした。

　やれって言われたらできるけど、やりたくない、って感じか。

　まぁ、実際のところ、アイシャならできるんだろうな。

　人を慰めたり、持ち上げたりして、モチベーションを保つぐらいのことは。

　でもきっと、その気持ちまでわかっているわけじゃないんだろう。

　アイシャにも、いずれわかってほしいところだな、うまくできない奴の苦悩とか、うまくやろうと思ってもできない時のもどかしさ、これが最善だとわかっているのに体が動いてくれない無力感なんかを。

　それがわかれば、きっとアイシャは、もっと多くの人から好かれるようになる。

　わからなくても、アイシャなら上手に生きていけるんだろうけど、それでもな。

「ま、焦ることはないさ」

「うん。焦ってはいないよ。うまくはやれてるからね」

　アイシャとそんな会話をしながら、俺たちはミリシオンへと向かうのだった。




　森を抜けてから、ミリシオンまでは七日程度の距離がある。

　途中で村に寄って、馬車を購入した。馬車といっても荷車のような粗末なものだが、歩くよりはマシだろう。石版も重いしな。

　馬車を操りながら街道を行く。

　この国はアスラ王国よりも平原が多く、畑作より放牧をしている農家が多い。

　アスラ王国はアメリカの麦畑的な風景が多いが、こちらはモンゴルの放牧地のような風景が多い。

　アスラは黄と緑。ミリスは青と緑。

　どちらも緑が多いという点では一致している。

　緑の多さは豊かな証拠だ。

　道中における魔物の多さは、一応ミリスの方が多いが、その程度だ。

　魔大陸や北方大地に比べれば、ぬるま湯のような環境と言える。




　そして、俺はミリス神聖国首都・ミリシオンへとやってきたのだった。







第七話「クリフ、故郷に帰る」




　ミリス神聖国の首都ミリシオンに到着した。

　この町に来るのも久しぶりだ。転移魔法陣を設置した時もミリス大陸には来たが、首都には訪れなかった。だから、人生で二度目だな。

　前に来た時は北側からで、当時の光景は今でも思い出せる。青竜山脈から流れる川が湖へと流れこむ様、湖の中央には純白のホワイトパレスが浮かんでいて、川沿いには金色の大聖堂や、銀色の冒険者ギルドが建っていた。

　そして町を囲むように配置された七つの塔と、大きく広がる草原地帯。

　……あ。

「尊厳と調和。二つを併せ持つ、この世界で最も美しい都市である」

　だったかな。

　光景が昔読んだ本の解説そのままだったから、なんとなく覚えていた。

　いや懐かしい。あれ、なんて本だったかな。

　そうそう、冒険家・ブラッディーカント著『世界を歩く』だ。今思うと凄すごい名前だ。

　それにしても、南から見るミリシオンも、やはり美しい。高い塔と高い城壁のお陰で不要なものは一切見えない。ただ清廉な白銀の城だけが光を反射してキラキラと光っている。城壁が城以外を隠していることで、城の美しさが際立って見える。

　シンプル・イズ・ベスト。

「そうだな、この都は世界で一番美しい」

「でも、その中身はきっと、世界で一番汚い」

　ポツリと言ったのは、クリフだった。独り言を聞かれてしまったようだ。

　クリフの瞳には、ホワイトパレスだけが映っていた。今の彼にとって、あの美しい城は威圧感を与える存在なのかもしれない。これから、戦場になる町なのだ。そう思うのも当然だろう。

　ぶっちゃけ、中身の汚さで言えば、アスラ王国の方が上だと思う。アリエルも、その他の貴族たちも、だいたい中身が汚かった。でもアスラ王国は、なんだかんだ言って、外側にも汚い部分が多かった。ミリス神聖国ほど、外面を綺き麗れいに取り繕おうとはしていないのだ。

　その点を見れば、確かにミリスの方が汚いかな。

「…………クリフ先輩」

「もう、先輩じゃないだろ？」

「クリフ……何かあったら、言ってください」

　今回、俺は気軽な立場だ。気軽なりに、クリフの力になってやりたい。

　それこそ、コンビニにジュース買いに行くとか、そういうレベルでいいから。

「じゃあ、とりあえず……馬車で僕の家まで送ってくれ」

「うっす、未来の大司教様の仰せのままに」

　この日、クリフはミリシオンに戻った。

　約十年ぶりのことである。





　　　　★　★　★






　ミリシオンには四つの入り口がある。

　冒険者区、居住区、神聖区、商業区の四つだ。

　前に来た時は、冒険者区から入った。理由は確か、町の外の人間がそれ以外の入り口から入ると、面倒なことになるから、だったかな。ともあれ、城壁をぐるりと回って、最も活気のある出入り口から入ったことは覚えている。

　今回も同じ入り口だ。

　ただ前回と違い、今回はクリフがいるため入り口にこだわる必要はない。単に南側にある冒険者区の入り口が、最も近かったのだ。

　もっとも、あくまで近いというだけだ。人通りの多い町中を通るより、人通りのない外周を走ったほうが時間的には早かっただろう。急がばまわれってやつだな。

　しかし、クリフは言ったのだ。

「久しぶりに町中を見たい」

　とね。なにしろ、久しぶりの故郷、十年ぶりの故郷だ。

　これから何年も暮らしていくことにはなるだろうが、今日という日は特別だ。

　入り口から家までの道を行く途中、あれは昔のままだ、あそこには昔あれがあったと郷愁に浸る。

　それができる機会は決して多くはなく、今がその機会だ。

「了解」

　というわけで、俺はクリフの言葉に従い、真正面から馬車を乗り入れたのだ。

「懐かしいな……」

　クリフはミリスの美しい門をくぐった時に、ぽつりとそう言った。

　クリフは神聖区の出身で、あまり冒険者区には行かなかったと聞いている。けれども、なぜか冒険者区の門を見て、目を細めていた。何か、思い出せるようなエピソードでもあるのだろうか。

　俺がこの町にいたのは、せいぜい一週間程度だ。

　思い出されるのはパウロとのことばかり。

　それはそれで深く思い出せば涙も出てくるが、それ以外に思い出というほどの思い出はない。

　だから、周囲を見て思うのは未来のことだ。これから、この町で作る傭よう兵へい団について。

　周囲には、冒険者が歩きまわっている。

　アスラ王国に比べて獣族や長耳族といった種族が多い。

　冒険者のランクは様々だが、服装を見れば大体わかる。

　明らかに中古の装備に身を包んでいる十五、六歳ぐらいの少年少女は駆け出しだ。

　新品の装備を身につけているのが、十八歳ぐらいの初級。

　新品と使い古された装備が入り混じった二十代が中堅。

　一見すると使い古された、しかし魔力付与品マジックアイテムらしきものや、高級なものに身を包んでいる者がベテラン。

　職業は様々だが、ミリス教団のお膝元ということもあって、治癒魔術師が多く、魔術師が少ない。

　魔法都市シャリーアでは、歴戦の戦士・剣士と、駆け出しの魔術師が多かった。

　魔法大学で生まれた冒険者志望の魔術師の卵を、歴戦の戦士たちがスカウトするような形だ。

　種族は人族と獣族が多かった。獣族が多いのは、リニアとプルセナの長期滞在が関係していたのだろう。

　アスラ王国の首都アルスでは、右を見ても左を見ても駆け出しばかりだった。学校の類たぐいが充実しているため、職業に偏りは少ないけど、種族は人族ばかりだ。人族以外の種族は、大抵中堅かベテランで、すぐに王都を発たっていく。

　ミリスにおける冒険者の人種と熟練度がバラけているのは、大森林が近いからだろう。

　大森林から獣族、長耳族、小人族、炭鉱族といった種族の駆け出しが南下し、ミリス側で実績を積んだ冒険者が、魔物の強い大森林へと北上する。だが、大森林には冒険者ギルドがないため、ミリシオンかザントポートを拠点とするわけだ。

　結果として、冒険者ギルドの本部もあるこの町には、偏りなくいろんな冒険者が滞在することになる。

　さて、そんな中で、どう傭兵団を立ち上げるか。

　アスラ王国では、アリエルのコネもあって、楽に事が進んだ。

　あの国では、『剣士』と『商人』と『貴族』があぶれていた。

　剣術道場に入ったものの兵士にはならず、冒険者にもならず、誰かに剣術を教えるコネもない平民。商人の息子として生まれ、商人としての勉強をしてきたものの、店を長男に継がれ、独立を余儀なくされた者。そして、総合的な勉強をしてきたものの、家督をもらえず嫁ももらえない、下級貴族の三男坊、四男坊。

　人材を集めてみるとあら不思議、各方面にコネが出来て、兵士のやりにくい仕事を中心にうまいこと回ってくれた。

　最終的には、アリエルの紹介でやってきた上級貴族の五男坊に支部長を任せてきた。

　いやー、あの五男坊に支部長を任せる時に面接をしたが、楽しかったな。

　アイシャと二人で三角形の伊だ達てメガネを掛けて「君、ウチにくるまでに二年間の空白があるけど、何やってたの？」とか聞いちゃったりな。

　返答は「身分を隠し、積極的に平民と交流していました。そうすることで、文化の違いを知ると同時に、仕事仲間一人ひとりをよく知ることの重要さを学ぶことができました」だった。

　受け答えが理路整然としていて、「おっ、こいつは」と思ったものだ。

　実際、人をまとめる能力も高かった。貴族と平民の生活・文化の違いに熟知し、団内でモメ事が起きた時は、互いの言葉を理解して解決に導けるヤツだった。

　カリスマ性はなかったが、不思議と人には嫌われないタイプでもあった。

　そりゃ任せるよ。俺より優秀だもの。

　ま、それはさておきだ。

　ひとまず、この国でもうまいこと傭兵団を立ち上げていきたい。

　人材と、支部長。傭兵団としての方向性。アイシャはなにかメモを作っていたようだが、決断は現場を見てから、という判断だ。

　ゆえに、彼女も俺と同様、周囲をキョロキョロと見回している。

　だが、ここの様子で全てを決めてしまうのは早計だ。ここは冒険者区だから冒険者が多いが、神聖区やら商業区、居住区もある。冒険者より、現地の人々を相手にしたほうがいいのは確かだ。

　神聖区や居住区を見てから結論を出したほうがいいだろう。

「前に来た時は気にもとめなかったけど……いろんな種族がいるね」

「大森林が近いからなぁ」

　言いながら俺も周囲を見る。本当にいろんな種族がいる。

　十歳ぐらいにしか見えない小人族、枯れ木のような細い手足を持つ長耳族。獣族もいろんなヤツがいる。犬、猫、ウサギ、鹿、鼠ねずみ、虎、狼おおかみ、羊、熊……ふと思ったが、ああいう連中って、家畜として飼われてる牛とか豚とか見て、なんとも思わないのだろうか……。

　いや、人間が動物園で飼われている猿を見ても、何も思わないのと同じか。

　違う生き物なのだ。

「あー、あー……！」

「あっ、ちょ、立ったら危ないよ……！」

　ふと後ろを見ると、ゼニスが馬車の上で立ち上がっていた。

　アイシャが慌てて座らせようとしている中、馬車の揺れによろめきながら何かを指さしている。

　指先の向こうにいるのは、猿だ。

　いや失礼。猿のような顔をした男だ。

　そういえば、獣族に猿っぽいのはいないように思える。てことは、むしろこの世界において猿は珍しいのだろうか。

　ゼニスが指さして喜ぶぐらいに。

　ん、あの猿、どっかで見たことあるな。

　っていうかあれ、獣族じゃなくて……。

「……あ」

「おぉ!?　ゼニスに先輩じゃねえか！　どうしたんだこんなところで！」

　魔族ギースじゃないか。





　　　　★　★　★






「いやー、まさかこんなところで会えるとは思わなかったぜ」

　ギースは俺たちの姿を見かけると、すぐに馬車に乗り込んできた。

　まるで遠慮がなかった。勝手知ったる自分の馬車とでも言わんばかりだ。

「偶然ってのは恐ろしいな！　っていうか何しに来たんだよ！」

　ギースは俺たちに会えたのが、よほど嬉うれしかったらしい。

　満面の笑みだ。そこまで喜ばれると、俺も嬉しくなる。

「半分は仕事、半分は家のことです」

「そうかそうか、ちなみに俺はな、聞くも涙、語るも涙の──」

　ギースは聞いてもいないのに、シャリーアで別れた後の話をしてくれた。

　ギース、タルハンド、ヴェラ、シェラの四人は、予定通りアスラ王国に到着。

　そこで、吸魔石を換金し、莫ばく大だいな金を手に入れた。ヴェラとシェラは、その金で冒険者を引退。

　そのまま、自分たちが元々住んでいた町へと戻ったらしい。その後のことは知らないそうだが、金はあるため、何かしらの商売を始めたんだろうとギースは言った。

　さて、ギースはというと、案の定というか何というか、ギャンブルにハマった。

　俺はよく知らないが、アスラ王国にはギャンブル街があり、そこに入り浸ったそうだ。

　ギース自身が元々ギャンブルが好きなヤツだってのもあるが、大金を手にしてタガがハズレてしまったらしい。ギースはほんの数ヶ月で、手に入れた大金をすっかり溶かしてしまったのだそうだ。

「いや、あの時はさすがにヤバかったぜ、着るものも全て取られてな、あとは命ぐらいしか賭けるものがねぇって状態だった」

　きっと、そのままいくと、コンクリ詰めにされて海の底だったろう。

　それを助けてくれたのがタルハンドだ。

　彼はそろそろ次の冒険に出かけようと、ギースに挨拶しに来たところ、その場面に遭遇。呆あきれながらも、工房で作ってもらったばかりの篭こ手てを売り払い、ギースを助けた。

　吸魔石を使った篭手で、これも開発費に全財産をはたいたものらしい。

　お陰で二人は一文無し。物価の高いアスラ王国にはいられず、南へと旅立つことになったんだそうだ。

　俺だったら、さすがにそんなレベルまで金遣いの荒いヤツを助けたり、一緒に旅をしたりはしないが、タルハンドもギースと長いから、お互い様なところとかあるんだろう。

　タルハンドも逆にギースに助けられていたり、とか。

　まぁ、友情だね。

　そうして二人は、内乱できな臭くなっていたシーローンと、それに加担していると噂うわさの王竜王国をスルーしてミリスに戻ってきた。

　古巣に戻るかのように。

　その後、タルハンドは思うところがあって去り、ギースは一人になったそうだ。

　ギース曰いわく、恐らく故郷に戻ったのだろうということだ。

「あの野郎、故郷になんて戻って、何やってんだか」

　ギースはぼやいたが、俺はなんとなくわかる。

　長い旅をしていると、ふと家族に会いたい気分になる時もあるだろうさ。

　ホームシックってやつだ。ナナホシの持病だな。

「ギースは戻らないのか？」

「俺が？　馬鹿言えよ。あんな辺へん鄙ぴで何もねえところに戻ったって、面白くもなんともねぇや」

　そんなもんかね。俺はいつだって自分の家が恋しい。

　シルフィの触ると体力の回復する胸、ロキシーの触ると一定時間ラックの値が上昇する胸、エリスの触ると時間をスキップできる胸。全てがあるのは家だけだ。

「あの野郎も、自分の故郷には嫌な思い出があるみてぇなんだけどな」

「じゃあ、その嫌な思い出を清算しに行ったのかもしれませんよ」

　昔なにをしたとしても、年月が経過すれば、いろいろと変わってくる。

　十代の時に絶対に許せなかったものが、二十代の時には許せるようになっていたり、五十代ぐらいになる頃には、どうでもよくなってたりするもんだ。

　タルハンドも、心の方に一区切りついたから、何かを見直しに行ったのかもしれない。

「まっ、タルハンドは置いといて、俺はこっちで冒険者稼業を再開だ」

　ギースはタルハンドと別れた後、ここでまた冒険者として活動を始めたようだ。

　もっとも、全然稼げてはいないらしい。魔族だし、戦闘能力はないしで。

「で、先輩はどうしてこっちに来たんだ？」

「母がこんな状態になったということで、実家の方から呼び出しを受けましてね。友人を送るついでに、顔を見せに」

「へぇ……ゼニスんところの実家ねぇ……」

　ギースは気の毒そうにゼニスを見た。

　ゼニスはいつも通りのうつろな表情だが、いつもより機嫌が良さそうに見える。

　ギースがいるからだろうか。

「ま、俺もゼニスの実家がどういうところかは聞いたことあるけど……あんまり愉快なことにはならねぇと思うぞ……？」

「……どういう風に聞いてるんですか？」

「詳しくは知らねぇ、お固い家って話だ」

　ギースは肩をすくめた。その程度の情報は、来る前からわかっている。

　でも、行くしかないだろう。

「っと、もうすぐ区境か。悪いが、止めてくれ。魔族の俺が神聖区になんて入ったら、ひでぇ目にあっちまうからな」

　ギースの言葉で、俺は馬車の動きを止めた。

　ギースはすぐさま、ひょいと馬車から飛び降り、

「んじゃ、しばらく滞在するってんなら、また会うこともあるだろ。達者でな、先輩」

　手をヒラヒラとさせながら、路地へと歩いて……振り返った。

「先輩！　一つ聞いてもいいか!?」

「なんですか？」

「あの迷宮でパウロが言った言葉、覚えてるか？」

　迷宮での言葉。心当たりは多かったが、心に残っている言葉はあった。

　おそらく、あれだろう。

「はい」

　そう言うと、ギースは満足そうに頷うなずき、踵きびすを返した。

　唐突に出会った知り合いは、唐突に去っていった。

　本当に偶然の再会だったのだろう。

　しかし、偶然とはいえ、緊張してるところに知り合いに会えるというのは嬉しいものだ。

　そう思いつつ、俺は神聖区へと足を踏み入れた。





　　　　★　★　★






　クリフの家に着く頃には、すでに日が落ちていた。

　クリフの家は、思った以上に普通の家だった。普通の一軒家、家族三人か四人で住むのにちょうどよさそうな、こぢんまりとした家だ。

　隣の家と代わり映えしない……というか、神聖区には、まったく同じ形をした家が並んでいる。

　教皇の家だというのでアリエル並みのものを予想していたが、拍子抜けだ。

「意外と小さいんですね」

「教団本部に勤める聖職者は、みんなこの家を支給されるんだ。もっとも、祖父は本部の方にも部屋を持っているから、この家は使っていないけどな」

　クリフは俺の失礼な呟つぶやきに腹を立てることなく、説明してくれた。

　要するに、社宅というやつだな。

「送ってくれて助かった。もう遅いし、泊まっていってくれ」

　クリフの提案に、ふと俺は考えた。

　ゼニスの実家は、居住区にある。てことは、今からだと少し時間がかかるか。

　あまり夜中に訪ねても迷惑な気がする。旅装のまま訪ねるのも、あまり心象が良くないだろう。

　冒険者区の方で宿を取り、明日改めて訪問してもいいが……二度手間だな。

「そうですね、お願いします」

　俺はクリフの提案に乗ることにした。

　荷物を降ろし、馬を馬小屋に、馬車を倉庫に入れさせてもらっているうちに、残りのメンツが荷物を中へと運んでいく。が、俺が馬車を操ろうとした瞬間、扉の中から白い煙のようなものがもわりと上がった。

「くしゅっ！」

　ツンとした匂いが鼻について、アイシャが可愛かわいらしいくしゃみをもらした。

「けほっ……酷ひどいな……爺じいさん、掃除もしてなかったらしい……」

　クリフは鼻のあたりを布で押さえながら、悪態をついた。

　まだクリフが帰ってこないと思って放置していたのかもしれない。

　何にせよ、家の中は埃ほこりまみれのようだ。

「泊めてもらうお礼ってわけじゃないですけど、掃除ぐらい手伝いますよ……アイシャが」

「ああ、すまな……え？」

「えっ、あたし？」

　アイシャが素すっ頓とん狂きょうな声を上げ、ゼニスが非難がましい目を向けてきた。

　いや、ゼニスは無表情だけどね。ただ、視線に意思を感じる。

　アイシャもそんな目で見るなよ。俺がお前一人に掃除を任せたことがあったか？

　あったな。いつもだな。任せっきりだな。感謝してるよ……。

「や、もちろん冗談ですよ？　俺も手伝いますよ？」

「当たり前だ」

　夜の大掃除が始まった。

　窓を全開にして、風魔術でバッと大まかな埃を外に出した後、サッと箒ほうきではく。

　あとは、使う部屋だけを雑巾で水拭きだ。数年間使われていなかったことも考慮して、ベッドや毛布も熱風で殺虫しておいた。

　台所なんかもかなり汚れていたようだが、アイシャが一人で何とかしてしまった。

　ていうか、俺とクリフがリビングを片付けている間に、使う部屋の大まかな掃除をアイシャが全て終わらせてしまった。

　通常の三倍のスピードで。赤い彗すい星せいのアイシャアだ。

　その後、旅で余った食料を使って、軽い晩ばん餐さんをした。

「クリフ先輩。ご帰還おめでとうございます」

「まだ早い。祖父に会うまでだよ」

　水で乾杯しつつ、干し肉とスープを食べる。家の中での料理としては、少々味気ないが、こんなもんだろう。食材を大量に余らせても困るし、使いきってしまおうという魂胆だ。

「ルーデウスたちは、明日はどうするんだ？」

「ひとまず、ラトレイア家を訪問します」

「そっか、夜はそっちに泊まるのか？」

「多分そうなると思います」

　なんだかんだと評判は悪いが、一応はゼニスの実家だ。しばらく滞在させてもらっても、問題ないだろう。傭兵団支部の設立準備に、クリフの様子見にとやるべきことがいろいろあるから、ラトレイア家に滞在していると少し自由には動きにくいかもしれないが……行ってみなきゃわからない。

　なんだったら、挨拶だけして、別のところに泊まってもいい。

「じゃあ、誰か家事のできるヤツを雇わないとな……」

「なんだったら、ウチのアイシャを何日かに一度、派遣しましょうか？」

「いや、いいよ。君たちだって忙しいだろうし、心当たりもあるからな」

　クリフは肩をすくめてそんなことを言っていた。




　寝るのに、俺たちは客間を使わせてもらった。

　さして広くない部屋に三人。家族水入らず、川の字になって就寝。

　……と、思ったが、俺もアイシャも体はすっかり大人だ。ベッド自体も小さく、大人が三人も並んで眠れるスペースはない。てことで、ベッドはゼニスにあげて、俺とアイシャは床で寝ることにした。

　クリフに借りた毛布とクッションで寝床を作る。

　床にはじゅうたんが敷かれているため、野宿に比べればなんてことはない。

　枕に頭を乗せて横になる。

　すると、いつしか俺の目の前に寝床を作っていたアイシャと目が合った。

「えへへ、お兄ちゃんと同どう衾きんなんて、シルフィ姉に言ったら嫉妬されちゃうなぁ……」

「旅の途中では、結構あっただろ」

「うん。でもなんかね、えへへ」

　アイシャは家の中で雑魚寝することが楽しいのか、にへらと笑った。

　可愛らしい笑みだ。これがシルフィであったなら、なんとなくムラムラきて、そのまま抱き寄せただろう。シルフィもそれとなく、俺の方に身を寄せてきただろうし。

　でもアイシャにはムラムラこないし、彼女も別に、俺の方に擦り寄ってくるわけでもない。

　俺はアイシャが好きだし、アイシャも俺が好きなようだ。

　でも、いわゆる性的な欲求は感じない。感覚で言えば、ルーシーに対するものによく似ている。家族愛ってやつだ。

「つかぬことを聞くけど、お前さ、リーリャさんが昔から言ってることって、今どう思ってるんだ？」

「お母さんが昔からって、どれのこと？」

「俺に仕えさせるとか、アレするとか、コレするとか、そういうこと」

　そう聞くと、アイシャはきょとんとした顔をした。

　それから、ふと考えこむように顎あごに手を当てた。

「んー、別に嫌じゃないよ……でも、多分、シルフィ姉とかのとは、なんかね、違うと思う。なんか……なんかってなんだろ……」

「いやわかるよ。そうだな、なんか違うよな」

　ファジーな会話だが、なんとなく通じる。

　フィーリングが合っている感じだ。

「んふふ、そゆとこわかってくれるから、お兄ちゃん大好きー」

　アイシャはそう言いつつ、ずりずりと俺の方に寄ってきて、体を密着させてきた。

　温かくて柔らかい。いい抱きまくらだ。

「……あたしもいつか、誰かを好きになって、子供とか産みたいって思うのかなぁ」

　感触を楽しんでいると、ふとアイシャが思いついたかのように言った。

　なんか、の内容についてだろう。

「どうかな。思うんじゃないか？」

「どんな相手かなぁ……」

　アイシャの恋人か。

　想像もつかんな。優秀なタイプか、それとも頼りないタイプか。

　アイシャならどんな相手にでも合わせられるだろうけど、アイシャは相手に合わせなきゃいけないようなのを好きになりそうにはない。

　アイシャの普段の付き合いってどんなんだっけか。

　傭兵団は……獣族が多いな。あんな野獣のような連中にアイシャが？

　どこの犬の骨ともわからんようなヤツに妹はやれんぞ！

　オルステッドあたりに聞けば、アイシャがどんな相手と結婚したのか知ることができるだろうが……まあ、聞かないでおこう。一生独身って聞いたら、なんかかわいそうになってしまいそうだ。

　と、そうだ。

　寝る前に確認しておこう。

「アイシャ、明日、母さんを実家に連れていくけど……お前はどうするんだ？」

「……」

　アイシャは俺の腕の中でもぞりと動いて、距離をとった。

　元の位置に戻る。

「行くよ。お母さんに、くれぐれもって頼まれたから」

「そっか……」

「うん」

　アイシャの心強い返事を聞いて、俺も安心した。

　明日はゼニスの家への訪問。

　そこでひと通りの話をして、コネをつなぐわけだが、格式高い家に一人で行くのは、なんだかんだ不安があった。

「じゃあ、しばらく頼む」

「わかった。まかせて」

「本当に、助かるよ。今日の掃除も、ありがとな……じゃあ、おやすみ」

「ん、どういたしまして…………おやすみなさい……ふぁ」

　アイシャの眠そうな声を聞きながら、俺はまぶたを閉じた。





第八話「ラトレイア家」




　ゼニスの実家はでかかった。想像通りといった感じか。

　大きな門、門の両脇に立つ獅子の像、門から入り口へと続く長い石畳の道、道の途中にある噴水、変な形に刈り揃そろえられた芝。そして、その奥に白く綺き麗れいなお屋敷が鎮座している。

　まさに、貴族の家っていえば、こんなんだよね……って感じだ。

　場所は居住区の貴族街で、その中でも、特に高貴な者の家屋が立ち並ぶ場所だ。アスラの貴族街に雰囲気が似ているか。

　それにしてもでかい家だ。クリフの家は拍子抜けだったが、ゼニスの家は想像通りだ。

　もっとも、俺もアスラ王国にこの手の屋敷を一つ持っている。

　アリエルからもらったものだから、あまり自慢げに話すものでもないが、これと同じぐらいの大きさの屋敷だ。こっちの方が清廉な雰囲気を持っているが、豪華さでは一緒なはず。

　だから何も恐れることはない。ビビってねぇぞ。

「はぁ……」

　隣で、アイシャがため息をついた。嫌な顔で屋敷の方を見ている。

　現在、俺たちは門の前で待っている。家から持ってきた貴族っぽい服に身を包んだ俺と、メイド服のアイシャ。そして俺同様、貴族っぽい服装を着せたゼニスである。

　俺たちは入り口にいた衛兵と思おぼしき人物に取り次ぎを頼んだ。手紙を見せようとしたが、衛兵はゼニスの顔を見てすぐに屋敷へと飛んでいった。

　まだ、戻ってはこない。

「あのね、お兄ちゃん。忠告しておくけど、お祖ば母あちゃんってすっごく嫌な人だから」

「何度も聞いたよ」

　忠告が怖い。

　でも、俺は個人的に嫌なヤツには耐性があるほうだと思う。俺自身、生前は最低なヤツだったからな。それに比べれば、大抵のヤツは許容できる。

　だから大丈夫なはずだ。

　仮に我慢できないレベルの相手でも、ゼニスの近況を話して、一緒に嘆いて悲しむことぐらいはできる。それ以上のことは無理かもしれないが、それだけでも十分だ。

「あ」

　なんて考えていると、屋敷の方からぞろぞろと男女が歩いてきた。

　先ほどの衛兵だけではない。メイド姿の人物や、執事姿の人物まで。総勢で十二名ほどが急ぎ足でこちらに向かってくる。

　メイドたちは門の前、道の端に二列で並んだ。執事が正面に立ち、背筋を伸ばしてこちらを向いて立つ。お金持ち系の漫画でよく見る、「お出迎えの陣形」だ。

　アスラ王国でもよくやっていた。

　衛兵が扉を開けると、執事が深々と頭を下げた。それに合わせて、メイドも頭を下げる。

「ゼニス様。ようこそお帰りくださいました。我ら一同、心よりお待ち申し上げておりました」

　頭はゼニスへと下げられていた。

　だが、ゼニスはいつも通り、放心した顔で、彼らを視界に入れることはない。

「では、ルーデウス様。大奥様がお待ちです。こちらへ」

「はい。よろしくお願いします」

　執事はそれを気にすることなく俺に一礼すると、案内するように踵きびすを返した。

　アイシャには一言もない。メイドの格好した奴はメイドとして扱うということだろうか。なら、アイシャには別の格好をさせておくべきだったな。俺の妹っぽい格好だ。フリフリのドレスとか。

　などと考えつつ、長い道を抜けて、玄関から中へと入れてもらう。

　中はやはり上品な調度品であふれていた。無論、アスラ王城やペルギウス城とは比べ物にならないが、趣味は悪くないと思う。

「それでは、こちらでお待ちください」

　案内された場所は、いわゆる応接室だった。

　向かい合ったソファに、部屋の隅に置かれた花瓶。部屋の端に立つメイド……。

　お待ちですという割に、大奥様の姿はない。

　旅が終わるのを待ってたって意味で、今は人前に出る準備中なんだろうけど。

　ともあれ、俺はまずゼニスを座らせた。その後、自分も隣に座る。

　ふと見ると、アイシャが椅子の脇に立っていた。

「アイシャも座りなさい」

「え？　でも、立ってたほうがいいと思うけど……」

「お前は俺の妹だし、ここでは客人のはずだ。座りなさい」

「……うん」

　俺の言葉で、アイシャはゼニスの隣に腰掛けた。

「……」

　そのまま、三人で会話もなく待つ。

　こうしていると、フィリップのところに面接に行った時のことを思い出す。

　あの時は、サウロスがいきなり登場して、怒鳴るだけ怒鳴って帰っていった。

　懐かしいな。あの時のようにうまくやれればいいが……。

　サウロスの時はどうしたっけな。確か、先制して名乗って挨拶だ。どんな世界でも、先に名乗るのが礼儀のはずと思ってやったのだ。今回もそれでいこう。

「大奥様、こちらです」

　なんて考えていた時、扉が開いた。

　入ってきたのは白髪の混じった金髪の、神経質そうな婆ばあさん。そして、白衣のようなものを着た、中年太りの髭ひげの男だ。

　誰が大奥様なのか、聞かれるまでもなかった。

　俺は即座に立ち上がり、胸に手を当てて軽く会釈をした。

「はじめましてお祖ば母あ様、ルーデウス・グレイラットと申します、本日は──」

「……」

　婆さんは俺に一いち瞥べつもくれなかった。

　挨拶をする俺の横を素通りすると、ゼニスの顔が見える位置まで移動した。

　そして、一歩距離をおいた位置で立ち止まり、ゼニスの顔をまじまじと見た。

　感動の再会……にしては、クレアの表情は冷たかった。

　ややあって、クレアはふんと息を吐いて、冷たいとも言える声音で言った。

「確かに娘です。アンデル、お願い」

　その言葉で、髭面の男が動いた。俺の脇を通り過ぎ、ゼニスの手を取って立ち上がらせる。

　そして、その虚うつろな顔に手を触れて……。

「ちょっと待ってください、いきなりなんですか？」

　慌てて割り込む。

「ああ、申し遅れました。わたくし、クレア様の主治医を担当しております、アンデル・バークレーと申します」

「これはどうもご丁寧に、ルーデウス・グレイラットです。お医者様なんですか？」

「はい。本日はクレア様の問診日でしたが、ちょうどいいので娘を診てくれと……」

　なるほどそういうことか。

　クレアおばあちゃん、ゼニスを見てちょっと焦っちゃったのね。わかるわかる。

「そういうことでしたら、母を──」

「誰に座ってよいと教わりましたか！」

　お願いします、と言おうとした瞬間、背後から叱しっ責せきの声が飛んだ。

　びくりと身を震わせつつ後ろを振り向くと、アイシャが慌ててソファから立ち上がるところだった。

「メイドの分際で、主あるじが席を立っている時にも座ったままでいいなど！　誰が教えましたか！」
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「も、申し訳ございません」

　アイシャは泣きそうな顔で頭を下げた。

　いやいや、待て待て。なんでそうなる。ちょっと待て。

　ペースが早い。なんで俺を無視するんだ？　泣くぞこら。

「俺が座っていろと言ったんです」

　強い口調で言うと、クレアはゆっくりとこちらを向いた。あ、しまった。俺って言っちゃったな……ええい、ままよ。

「メイド服を着てはいますが、彼女は俺の妹です。あくまで母の世話をしてもらうのに動きやすいからメイド服を着ているだけで、メイドとして扱ってもらっては困ります」

「人は服で身分を表すものです。我が家ではメイド服を着ている者はメイドとして扱います」

　そういう家ルールだとしてもだ。

「では、俺のような服を着ている者の扱いは？」

「無論、相応の扱いを」

「こういった服装をしている者を無視するのが、この家のやりかたですか？」

　言いながら両手を広げ、自分の服を見下ろす。おかしな格好ではない……と思う。この服、どこで買ったんだったかな。たしか、シャリーアだったと思うけど……アスラ王国で買ったやつの方がよかったかな？　でもあれはパーティ用だし……。

「いいえ、あなたを無視したのは…………見知らぬ男が唐突に私のことをお祖母様などと呼んだからです。ここ数年、そうした詐欺師も出ていますからね。真偽を確かめるまで、返答に値しないと判断しました」

「……なるほど」

　まぁ、これだけでかい家で、娘が一人出奔しているともなれば、血筋を主張して、取り入ろうとするヤツも出てくるだろう。俺は挨拶はしたものの、身分を明かすようなものは何も提示しなかった。この服にだって、別にグレイラット家の紋章が入っているわけではない。用意しようと思えば、どこででも用意できるだろう。

　スジは通っている……といえなくもない。

「ゼニスは本物でした。そちらのアイシャも、よく覚えています。あなたが私の孫である証拠はなにかありますか？」

　証拠か、証拠と言われてもな。ゼニスとアイシャを連れてきて、手紙まで持ってきた。

　それ以上のものが……いや、なんで俺が証拠を出さなきゃいけないんだ。

「必要ありますか？」

「なんですって？」

「母さん……ゼニスとアイシャを連れてきて、あなたからの手紙も持ってきた。それ以上の証拠は必要ですか？」

　そう言うと、クレアは眉をぴくりと震わせた。

「ならば、あなたをラトレイア家の一員と認めることはできませんね」

「結構。俺はグレイラット家の人間……当主ですし、この家の敷居をまたいだのも今日が初めて。ラトレイア家の人間だと主張するつもりはありません」

　取り入ろう、という気持ちはある。

　傭よう兵へい団のためにもな。

　だが、向こうが警戒してるなら、その気持ちを表に出していく必要はない。ひとまずは、ゼニスの帰郷が目的だったことだし。

　クレアはやや面白くないのか、眉をぴくぴくと震わせながら、睨にらんできている。

「グレイラット家の当主にしては、ずいぶんと安っぽいのですね。グレイラットはアスラの四大領主の一つ……ラトレイア家は名家といえど所しょ詮せんは伯爵家。しかも伯爵本人ではなく、伯爵夫人に対し先に名乗り、先に頭を下げるなど……」

「俺はアスラの四大領主の血は引いていますが、領主の本筋ではありませんし、そもそも貴族の位を持っているわけでもありません。当主とは言いましたが、シャリーアに住む一般家庭の大黒柱に過ぎません。もっとも、仮に高い身分を持っていたとしても、初めて会う己の祖母に礼を尽くすのは当然だと思いますがね」

「……ほう」

　そう言うと、クレアの目線が俺を見下したものに変わった気がした。

　いや、気のせいかもしれないが……にしても、この人は家柄第一の人なのだろうか。だとするとめんどうだが、一応、牽けん制せいしておくか。

「貴族としての位はありませんが、昨年アスラ王国で戴冠したアリエル陛下とは、個人的な付き合いがありますし、私自身は七大列強二位『龍神』オルステッド様の配下です。あまり軽視しないでいただきたいものですね」

　別に軽視されてもいいのだが、アイシャの一件もあるしな。

　あくまで対等か、それに近い立場であることを明示しておこう。クレアは俺の言葉に、口を真一文字に結んで、顎あごを上げた。

　値踏みするように、じろじろと俺を見ている。

「こちらが、龍神配下の証拠です」

　龍神の紋章が入った腕輪を見せる。

　クレアはそれを数秒見た後、いつしか脇に立っていた執事に小声で何かを聞いた。執事が頷うなずく。「確かに、龍神の──」という言葉が聞こえた。あまり有名ではないと思うのだが、あの執事は、龍神の紋章を知っているらしい。

　こんなものいくらでも偽造できる……とか言われると困るが。

「なるほど……わかりました」

　クレアはそう言うと、すっと顎を引いて、両手を腹のあたりで合わせた。

　そして、自然な動作で頭を下げた。

「私の名はクレア・ラトレイア。神殿騎士団・剣グループ『大隊長ラージリーダー』カーライル・ラトレイア伯爵の妻です。現在は、この屋敷を切り盛りさせていただいています。先ほどの失礼は、平にご容赦を」

　身分を証明できたのか、それとも俺の態度が何かのハードルを越えたのか。

　わからないが、クレアは頭を下げると同時に、謝罪をしてきた。

　それにしても、神殿騎士団の『大隊長ラージリーダー』か。

　ゼニスの妹、テレーズも神殿騎士団の所属だったし、この一家は神殿騎士団と関わりが深いのだな。

「では、改めまして。ルーデウス・グレイラットです。パウロ・グレイラットとゼニス・グレイラットの息子で、現在は『龍神』オルステッド様の下で働かせていただいております。先ほどのことは気にしないでください。俺も用意と配慮が足りませんでした。警戒するのは当然のことかと思います」

　お互いに頭を下げ合って、一件落着だ。

　ふぅ。これで一息つけそうだ。挨拶だけでずいぶんと遠回りをしてしまったが、これでなんとかなったろう。

「では、どうぞ、お座りください」

「はい、失礼します」

　俺は促されるままソファに座る。

「まずは長旅、ご苦労様でした。もうあと数年はかかるかと思いましたが、迅速な対応を感謝いたします」

　クレアはそう言ってポンと手を叩たたくと、扉が開いた。

　扉から、カートを引いたメイドが入ってくる。カートの上に載っているのは、ティーセットだ。

　お茶会か。いいだろう。空中城じょう塞さいで鍛えた、俺のお茶スキルを見せてやる。

　あと、その前にアイシャを座らせてやるか。彼女はメイドじゃなくて、俺の妹だ。客人としてもてなしてもらわないと困る。なら、こういうところから、主張してかなきゃいかん。

「アイシャも座りなさい」

「え、でも……」

「今日、お前はメイドではなく、俺の身内として来ているんだ、座りなさい」

　アイシャはクレアの方をチラチラと見ながら、ゆっくりと腰を下ろした。

　クレアは何も言わず、眉をぴくりと動かしただけだ。一応、許されたらしい。そうだろうとも、なにせアイシャはもう俺の家の人間なのだから、許す許さない以前の問題なのだ。

　ちらりとゼニスの方を見る。彼女は、まだ医者の診察を受けているようだ。舌とか目とかを見られている。まぁ、そんなものを見たところで、どうにもならないとは思うが……。

　クレアとしても、人ひと伝づてに記憶が戻らないと聞くより、自分の信頼できる医者に診せたほうがわかってくれるだろう。

「母さんは……治そうと努力はしてみたのですが、手立てはありませんでした」

「……遠い田舎の地では、取れる手段も限られるのでしょうね」

　あらカチンとくる言葉。オラの村さ田舎だ言うか！

　……でもね、俺はちゃんとそういうことを言われるって予想してました。

　このぐらいは想定の範囲内です。

「確かにシャリーアはミリスに比べると治癒魔術は発展していませんが……見てくださったのはこの世のありとあらゆる魔術に精通するオルステッド様や、転移や召喚に詳しいペルギウス様です」

「ペルギウス？　あの三英雄の？　……にわかには信じがたい話ですね」

　ですよね。信じてもらえないのもわかる。かといって連れてくるわけにもいかん。だって今は虎の威を借りているに過ぎないからな。

　まあ、ミリシオンには数ヶ月は滞在するつもりだ。その間に、クレアもゼニスの治療は無理だと悟ってくれるだろう。あんまり無茶な治療法を試されても困るけど……。

「時に……ノルンはどうしていますか」

　そのへんについてもう少し話し合おうと思ったところ、唐突に話題が変わった。ノルンか。

「彼女は、ラノア魔法大学に在学中です。学業の方が忙しかったため、おいてきました」

「そうですか。彼女はあまり出来がよくなかったと思いますが、しっかりやっていますか？」

「はい。今は生徒会長として、学校の頂点に立っていますよ」

　やや大げさに言うと、クレアは意外そうな顔をした。彼女の中では、ノルンはよっぽどダメな子だったのだろう。まぁ、アイシャと比べてたら、そうだろうな。

「そうですか……卒業後はどうするのですか？」

「まだ決めていないようですね」

「縁談は？」

「色恋沙汰とは無縁なようで」

　そう言うと、クレアは顔をしかめた。何か気に障ることでも言っただろうか。

「では、卒業後に連れてきなさい」

　有無をいわさぬ命令口調だ。

　ここからシャリーアまでの距離とか考えないんだろうか。往復で数年かかるってのに……。

　まあ、実際には転移魔法陣使うから、一週間で行き来できるけどさ。

「それは構いませんが……」

「ラノア王国などという片田舎ではロクな相手もいないでしょうし、私が見繕います」

　ん。どういうことだそれ。見繕う？

「ノルンを、誰かと結婚させるってことですか？」

「その通りです。進むべき道もなく、当主が縁談を持ってくることもないというのなら、私が面倒を見ます」

「いやいや、ちょっと待ってください。そういうのはノルンの意思を聞いて……」

「何を言っているのですか？　家の女を結婚させるのも、当主の役目でしょう？」

　……え？　そうなん？

　と思いつつ、アイシャを見ると、彼女は、肩をすくめていた。「そうなんじゃないの？」って態度だ。もしかすると、このミリス神聖国の貴族の間では、それが常識なのかもしれない。

　そうだ、そうだな。

　前世でも、親が子供の結婚相手を決めるって世界はあった。

　俺がしっくりきてないだけで、案外普通な考えなのだ。

　でも、ウチにそんな決まりはねえ。

　ノルンが「結婚したい、兄さんちょっと誰か連れてきて」っていうんなら合コンとか開いちゃうけど。そうじゃないなら自由にさせてやりたい。

「ノルンのことは、俺が責任を持って見届けます」

　一応、そう言っておいたほうがいいだろう。

「そうですか、わかりました……あなたは当主なのですからしっかりなさい」

　上からの叱責がきた。さっきから、こういうのが多いな。

　見下しているのがわかる感じというか。けど、落ち着こう。想定内だ。嫌な相手ってのはわかってたわけだしな。そもそも常識が違うから、そのへんで反論しても喧けん嘩かになるだけ、平行線だ。

　今日はお互いに初対面。まずは互いを知ることからはじめなきゃいけない。

　要求はその後だ。

「──終わったようですね」

　俺が深呼吸していると、アンデル氏がゼニスを連れて戻ってきた。

　即座にアイシャが立ち上がり、ゼニスをソファへと座らせる。

「どうでした？」

「体は健康そのものです。お聞きしていた年齢よりも若く見えるぐらいです」

　だって。やったねゼニス。若作りしてないのに若く見えるんだって！

　……いや、逆か？　不安に思ったほうがいいのか？

　もしかして呪いの影響か……とか。

「ご家族の方にいくつか質問をしたいのですが、いいですか？」

「もちろんです、なんでも聞いてください」

「では──」

　質問内容は多岐にわたった。

　普段なにを食べているか、量はどんなもんか、運動はどの程度しているか、月のものはあるか。といった健康上の質問から、生活はどの程度自分でできているか、普段の仕草は、自分を傷つけたりすることはあるか。といった精神上の質問まで。

　医者っぽい質問で、俺はペラペラと答えた。たまにわからないところは、アイシャが補足した。

　リーリャがいればもっと詳しく説明できたのだろうが、いないのだから仕方がない。

「なるほど、わかりました」

　アンデルは質問を細かくメモを取り、頷いた。

　そして、クレアのところに行き、何やらブツブツと相談を始める。

「どうですか？」

「そうですね。問題ないかと思います。世話係のメイドが一人、付きっきりで見れば。病気や怪我もありません。精神も安定しているようです」

「子供は？」

「月のものもありますので産めるかと……。これも数名が付きっきりで介護をすれば可能です」

「よろしい」

　何がよろしいのだろうか。あんまり良さげな話はしていない気がするが……。

「まるで、ウチの母さんを再婚させるような会話ですね」

　冗談めかして言ったつもりだった。

　だが、クレアから返ってきたのは冷ややかな視線だ。

　冷ややかで、でも凄すさまじく強い視線。有無を言わさない、強制の意思を感じさせる目。

「……このミリス神聖国における女の価値は子を産めるかどうかです。子が産めねば、人として扱われない可能性もあります」

　ちょっと待ってほしい。否定しないって……ウソだろ？

　いや、落ち着け。否定はしていないが、肯定もしていない。彼女はこの国の常識を語っただけだ。

　子供が産めないと人として扱われないなんてことはないとは思うんだが、この手のおばあちゃんは自分でこうと決めたら、それが真実だと思い込むからな。

「ああそうだ。あなた方、教皇派の神父とは縁を切りなさい」

「……え？」

「あなた方が、教皇派の神父と懇意であることは知っています」

　また唐突に話が変わり、戸惑いが生まれる。

　会話の主導権を握れていないのは、先ほどからクレアが強い言葉を使っているせいだろうか。

　それとも、先制の挨拶に失敗したせいだろうか。

　アウェイだ。

「確かに、俺はクリフとは仲良くさせてもらっていますが……なぜ、縁を切る必要が？」

「現在、ラトレイア家は枢機卿派として動いているからです。教皇派の者と付き合うことは許しません」

　枢機卿派ってのは、魔族排斥派のことか。今のトップが枢機卿なんだろう。

「別に……俺自身が教皇派に肩入れするつもりはないんですから、それぐらいはいいのでは？」

「いいえ、許しません。この家に滞在する以上は、この家のルールに従ってもらいます」

　うーん。うーん。

　まぁ、確かに、クリフがある程度地位を確保したら、教皇派に肩入れしちゃうもんなぁ。

　そういう部分をわかってて言ってるなら、駆け引きとしてわからんでもないけど。

　そんな感じじゃないなぁ……。

「クリフには、学校で世話になりました。ノルンも彼にはお世話になっているはずです……友人として付き合うぐらいはいいでしょう？」

「いけません。どうしても教皇派の神父と付き合いたいというのなら、この家に滞在することを許しません──」

　ダメか。そうか。わかった。じゃあ、いいや。ひとまず今日は、別のところに泊まるとしよう。

　よし、大丈夫だ。怒ってない。怒ってないぞ。

　俺は落ち着いているぞ。俺は冷静でクレバーなルーデウスだ。

　慌てるこたぁない。クレアがそういう人だってのは聞いてたんだ。覚悟もしていた。

　俺自身の交友関係にまで口出しされるのは想定の範囲外ではあったが……俺たちは水と油で、相あい容いれなかった。それだけの話だ。

　せめて喧嘩せずにここは丁重に挨拶して、この家を出──。

「──ゼニスを置いて、早々に立ち去りなさい」




　思考が停止した。




「一応、以後この家の敷居をまたぐことだけは許しますが、あくまで他家の者として──」

「置いてって？　どういうことですか？」

　言葉が出てきたのは、一つ前の言葉への返答だった。数秒は意識が飛んでいた。

　クレアは言葉を切り、俺を見て、冷ややかな目をしながら言った。

「こうなった以上、他に道はありません。こんなのでも、子が産めるのであれば、まだ婚姻の道も残されています」

　口の中が乾いている。視界の縁が黒いもので覆われている。まるで黒い霧の中にいるようだ。

「……」

　なんだそれは、と誰かが叫んでいる。

　俺だ。俺が叫んでいるのだ。

　いや、さっきは常識で言っただけだろ？　まさか、本気で言ったのか？　って。

　ただ、言葉は出てこない。口がパクパクと動くだけだ。

「この子は、枢機卿派の貴族と結婚させます。何度か離婚することにはなるでしょうが、問題ないでしょう」

　自分の意思を伝えることすらできない人間を、誰かと結婚させる。

　自分の娘を、「こんなの」という。モノ扱いする。

「健康なのが、不幸中の幸いでしたね」

　俺は、血管が切れる音というのは、聞いたことがない。

　聞こえるはずがない。あれはそういう比喩だから。エリスを怒らせた時に、その手の幻聴を聞いたことはあるが、大抵はその後、すぐに気絶するので、あんまり覚えていない。

　だから自分の血管が切れる音を聞いたのは、今日が初めてだ。





　　　　★　★　★






　気づいた時には、夕暮れの中、ゼニスの手を引いて歩いていた。

　あのあと、自分が何を言ったのか、あまり覚えていない。

　大声で喚わめいたのは覚えているが、内容が曖昧だ。

　普段は言わないような罵倒が飛び出したのは間違いない。

　クレアが目を見開いていたのは覚えている。

　メイドたちが何事かと顔を覗のぞかせたのも覚えている。

　連れて帰ると宣言し、ゼニスの手を引いて立ち上がらせた時に、クレアが「なりません、ゼニスも正気ならそう言うはずです」と言い放ったのも覚えている。

　その言葉は俺の心に油を注ぎ、怒りに我を忘れた俺は、拳を握りしめたまま魔術を使おうとした。

　覚えている。

　そこで、「やっちゃえお兄ちゃん！」というアイシャの声で、少しだけ我に返ったのだ。

　それからクレアが衛兵を呼び、俺が衛兵を蹴散らし、ラトレイア家と縁を切ると言って、そのまま飛び出してきた。

「ふぅ～……」

　いつしか、神聖区との境まで戻ってきていた。怒りのせいで、視界がぐるぐる回っている気がする。思い出してもイライラする。あんな胸むな糞くそ悪い言葉を聞くとは思わなかった。

　ああ、くそ。何が不幸中の幸いだ。

　来なきゃよかった。あんなセリフ聞きたくなかった。

　なんなんだ。あの自分勝手な婆さんは。

　いやもう、最初に挨拶を無視したのはいいよ。まぁ、見知らぬ男にいきなりおばあちゃんなんて言われても、ドン引きするだけだしね。

　ノルンに婿連れてこようって話もわかる。前世でも、名家ってのはそういうもんだと聞いたことあるし。そっちの常識にしたがって動いてる。

　うん。わかる。

　けど、ゼニスはダメだろ！

　彼女は記憶喪失で、自分のことも満足にできない。そんな人を、どうして、嫁にいかせようなんて考えるんだ！

　あまつさえ、体は健康？　月のモノがきてるから子供は産めるのが不幸中の幸い？

　結婚したゼニスは、昼は介護を受けながら、夜は結婚相手に抱かれるってこと？

　俺、それなんて言うか知ってるぜ。ラブドールだ。

　そして妊娠したらどうすんの？　産めんの？　産めると思ってんの？

　仮に産めるとして、そこにゼニスの意思は？

　俺の気持ちは？　残された子どもたちがどんな気持ちになると思ってんの？

　人の母親を何だと思ってんだ！　自分の娘を何だと思ってんだ！

　大体使い道ってなんだよ！

　道具扱いか？

　産む機械か？

　ふざけやがって！

　久しぶりにトサカに来たぞ！

　何がクレアだ！

　クリームシチューでも作ってろ！

「ふぅ…………」

　最後に変なワードが出てきたせいか、少し落ち着いた。

　同時に腹がグルグルと音を立てた。そういや、腹減ったな。昼に何も食わなかった。

　シチュー以外のものを食いたい。

「お、お兄ちゃん……」

　呼ばれて振り返る。

　アイシャがもじもじと立っていた。なんて言っていいかわからない、困ったような顔で。

「アイシャ」

　俺は即座に、無言で片手を伸ばし、彼女を抱きしめた。

　彼女は抵抗なく、俺の腕の中にすっぽりと収まった。

　アイシャやノルン、リーリャまでもが言葉を濁していた理由がわかった。

　そうだな。あんなのには、会いたくないよな。アイシャやノルンが、かつてあの人から何を言われて育ったのかはわからないけど、きっと嫌な思いはしていたのだろう。

「ごめんな。連れてきちゃって」

「う、ううん。いいよ。でも、その、コネは作れなかったね」

　こね？　米？　稲？

　コネクション。

　ああそうだ。傭兵団を作るのに、あわよくばラトレイア家の力を借りようと思っていたんだ。

「まあいいさ。あんなのの力を借りることはないよ……」

　別のコネを作ろう。クリフあたりに頼んで、クリフの爺じいさんにツテを作ってみるか……。

　クリフにはあんまりいい顔はされないかもしれないが、クレアに対する意趣返しになるだろう。

　もしそれもダメなら、コネなしでやってみるしかないだろう。

　何にせよ、今日は疲れた。帰って休もう……。

　あ、帰るっても、泊まる場所がないな。今から冒険者区まで行って宿を取ると、深夜になるし、ゼニスをそこまで歩かせるのもどうか……

　よし。またクリフのところに泊めさせてもらおう。

　そう思い、俺はクリフの家へと戻った。







第九話「ミリス教団本部」




　クレアとの邂かい逅こうを終え、意気消沈してクリフ邸へと帰ってきた俺。

　そんな俺の前に、信じられない光景が広がっていた。

　なんと、家の中でクリフが見知らぬ女性と抱き合っていたのだ。

　素朴な感じのする女性だ。明るい栗くり色のショートヘアに、そばかす、低い背丈。全体的に痩せているが、ぽやんとした印象を受けるせいか、丸みを帯びて見える。

　エリナリーゼとは似ても似つかない。

　エリナリーゼを発情期の猫に例えるなら、こっちは去勢された犬だ。もちろん、見覚えはない。

　嘘うそだろクリフ先輩。そんな、俺にあれだけ強く説教した人が……エリナリーゼを連れてこなかったのは、その人と会うためだったんですか？　エリナリーゼとは、遊びだったんですか？　エロい相手だからって、子供まで産ませて……本命は別にいたんですか？

　嘘だと言ってくださいクリフ先輩。

　ラトレイア家に続いて、クリフ先輩までがそんなんじゃ、何も信じられなくなっちゃいますよ。

　ああ。畜生、愛はどこにあるんだ。シルフィ、ロキシー、エリス。誰でもいい、俺を抱きしめて愛をささやいてくれ。そうしたら、もうちょっとだけ頑張れるから。

「あ、ルーデウス、いいところに。ちょっと、そこの棚の上にある箱を取ってくれないか？　僕らの背丈じゃ、踏み台を使っても届かないんだ」

「あっはい」

　俺が次回予告している間に、クリフは少女と離れていた。

　特に顔を赤らめているとか、そういう感じはない。ただ、踏み台から落ちそうになったところを支えただけっぽい。

「ウェンディ、足首捻ひねってないか？」

「うん。大丈夫。ありがと」

　そんな会話を聞きつつ、俺は棚の上から箱を下ろした。

　先日の掃除で取りきれなかった埃ほこりを吹いて飛ばし、クリフに渡す。

「すまないな、多分これだと思うけど……よし、これだ。よかった、これで明日はなんとかなる」

　クリフは箱の中から、何やらワッペンのようなものを取り出していた。

　ミリス教団の紋章だ。仕事道具かな？

「それでルーデウス、どうしたんだ？　今日はラトレイア家に泊まるんじゃなかったのか？」

　聞かれ、俺は身を乗り出した。今日の話は、ぜひともクリフに聞いてほしかった。

「いや、それがですね、聞いてくださいよ──」

　憤りに身を任せながら、俺は事の仔し細さいをクリフに説明した。

　ラトレイア家に行ったこと。そこでのクレアの言動、行動。こらえきれずに暴れ、屋敷から出てきたこと。今は少し落ち着いたが、まだ怒りが収まらないこと。

　思い出してもイライラする。

「……うーん」

　俺の話を聞いて、クリフも顔をしかめていた。

　グゥの根も出ないほどの聖人であるクリフとて、今の話を聞けばわかってくれるだろう。

「確かに、ミリスの貴族には親が結婚を決める風習はあるし、女は子供が産めてこそって言う奴もいるけど……さすがに自分で会話もできない人間に婚姻を結ばせるのは、どうかと思うな」

「でしょう？」

　もう人でなしですよ。人鬼ですよ。いくら俺でも擁護できません。あんなのがゼニスの母親なんて信じられない。

　神はどこにいるというの！　魔法都市シャリーア！

「もっとも、クレア女史も少し混乱しているのかもしれない。いきなり娘がああなったんだしな。自分の子供で想像してみたら……わかるだろ？」

　クリフは俺を諭すように、そう言った。一緒に怒ってほしい気持ちはある。だが、クリフの立場からすると俺サイドから聞いただけの話だ。冷静に、向こうの立場で考えているのかもしれない。

　俺も少し、考えてみるか。

　自分の子供、ルーシーが……というのはまだ想像しにくいな。ノルンあたりにしておくか。

　ノルンが成人式と同時に旅に出て、やっと帰ってきたと思ったら心神喪失状態。それも、よく知らない男との子供と、血のつながっていない愛人の子供に連れられてくる。確かに混乱する。

　なんとかしなくちゃと思うだろう……が。

「どう混乱したら、結婚させようなんて結論が出るんですか？」

「案外、考えあってのことかもしれないぞ？　子供の話はさておき、貴族と結婚すれば、世話はしてもらえるからな。自分が死んだ後も」

　俺にはそうは思えなかった。

　まだ、機能が残ってるから、もったいないから捨てないで再利用するかって感じだった。

　人の親をさ。せっかく連れてきた自分の娘をさ。なんだよあれ。くそっ。

　屋敷で暴れた時の、クレアの顔が思い出される。衛兵を岩砲弾ストーンキャノンと爆風で蹴散らした時も、冷ややかな顔をしていた。まるで自分は一切間違ってないのに、なに暴れてんだコイツ、とでも言いたげな顔だ。

　もっとも、今の俺の目にはフィルタがかかっている。クレアは足がすくんでいて、顔も硬直していただけかもしれない。だとしても、口から出た言葉は変わらないが。

「何にせよ、そういう事情ならわかったよ。僕の家は自由に使ってくれ」

「ありがとうございます」

「ここは教皇の所有地だ。仮にラトレイア家が何かしようとしてきたとしても、手出しはできない」

　それを聞いて、俺はふとラトレイア家が何かをしてくる可能性に思い至っていなかったことに気づいた。

　クレアとは決別した。もう、二度と会うことはあるまい。

　俺はそう思っているが、向こうはそうは思っていないかもしれない。ゼニスを取り戻すため、何らかの手を打ってくる可能性もある。なら、ゼニスはシャリーアに帰したほうがいいだろう。

「君の母さんだって、故郷に帰ってきてすぐにとんぼ返りじゃ、かわいそうだろう」

「む」

　ミリスはゼニスの故郷だ。言われてみると、確かに彼女だって、もう少し見て回りたいはずだ。

　暇を見つけて、各所に連れていってやりたいって気持ちもある。

「でもなぁ……」

「出かけているうちは、ウェンディに世話を任せておけばいいよ。彼女は少しドジだが、信頼できる相手だ」

　そう言って、クリフは見知らぬ女の方を見た。

「……クリフ先輩、彼女は？」

「ああ、すまない。紹介が遅れたな。彼女はウェンディ。言ってみれば……そうだな、君とシルフィみたいな関係だな」

「なるほど、委細承知しました」

　俺とシルフィの関係……なるほどね、そういうことか。謎は全て解けた。

　じっちゃんの名はいつも一つ。

「エリナリーゼさんには、ナイショにしておきます」

「いや待て、ちょっと待て、勝手に納得するな、そういうんじゃない」

　クリフは慌てて説明してくれた。

　今日は教団本部に手続きに行くと同時に、これから暮らしていくために必要なものを調達していたそうだ。

　その一つとして、お手伝いさんを雇うことにしたらしい。

　そこでクリフは、自分が昔暮らしていた養護院に足を運んだ。養護院では、子供たちの職業訓練の一種として、家事や炊事も教えている。そんな子供たちに、手伝いを募ったのだ。

「ウェンディはその中でも一番の年長で、もうすぐ養護院にもいられなくなる年齢なんだ。だからってわけじゃないが、しばらく、通いでウチのことを手伝ってもらうことにした。僕のところで家事をしていたってのは実績にもなるからな」

　要するに、教育実習的な流れで彼女を雇ったのだ。

　教皇の孫であるクリフのところに勤めていたというのは、実績としても信頼できるものになるのだろう。

　就職に有利だ。

「ウェンディです。家事等はひと通りできます。よろしくお願いします」

　シルフィと一緒。なんて言うから、抜き差しならない関係かと思ったが、要するに、昔一緒に遊んでいた幼なじみってだけか。

　しかし、ウェンディが何歳かわからないが、こんな年若い娘と一緒にいて間違いが起こりやしないだろうか。

　いや、クリフなら大丈夫だ。俺じゃあるまいし、大丈夫だ。

「……」

　ともあれ、ラトレイア家を飛び出した時点で計画は破綻してしまった。

　こうなった以上、ゼニスを一いっ旦たん家に戻して、それから動いたほうがいいと思う。

　でも、クレアがゼニスをモノ扱いしたのに憤慨した手前、最低限、町中ぐらいは見て回らせてあげたいけど……うーむ、この考えはうかつだろうか。クリフが成長し、俺が彼を援助して、ラトレイア家を完全に押さえつけてからの方がいいだろうか。

　そんな未来が来るとも限らないが。

「アイシャ、どう思う？」

「……え？」

　困ったら、相談だ。アイシャの意見を聞こう。

「すぐにでも母さんを一旦家に戻したほうがいいと思うか？　それとも、しばらくこの家に滞在させてもらって、暇を見て、町とかを見せて回ったほうがいいと思うか？」

　聞くと、アイシャは考えこむように腕を組んだ。

　しかし、すぐに顔を上げ、クリフの方を向いた。

「この家は、本当に安全なんですか？」

「ああ。小さい家だが、ラトレイア家もそう簡単に手出しはできないはずだ、大問題になる」

「大問題になることを承知で、ラトレイア家が手出しをしてくる可能性は？」

「ほぼないはずだ。あの家にも、立場があるからな」

　立場か。あの婆ばあさんが家柄優先の人間なら、そういうものも考慮するだろうな。頑固だし、嫌な奴だが、頭は悪そうじゃなかったし。

「あたしは、大丈夫だと思う」

　アイシャは腕組みポーズのまま、そう言った。

「多分だけど、あの家……あの人、こんな風になっちゃったゼニスお母さんには、あんまり価値を感じてない……と思う」

　確かに。ラトレイア家にとって、ゼニスの利用価値は低いはずだ。クリフも言った通り、言葉も喋しゃべれない相手と結婚する、なんてのは、この国の常識に当てはめても眉をひそめるものだ。

　そんな人を押し付けられたところで、婚姻によるつながりも弱いだろう。

　フィットア領捜索団への援助の元を取りたいと思ってるのかもしれないが、それなら、要求してくれれば、俺が言い値を支払おうじゃないか。

　情によるつながりはないと見ていいはずだ。あるなら、あんな風にモノ扱いなんてしない。

「今回の一件でお兄ちゃんの怖さはわかっただろうし、さっきも追ってくるわけじゃなかった。だから、あんまりゼニスお母さんに執着してないんだと思う」

　うん、そうだな。

　ラトレイア家を出た後も、のんびり歩いて帰ってきたが、追っ手は来なかった。通報して、兵士たちに追わせるぐらいはできたはずなのにだ。俺を恐れてのことか、それとも単純に諦めたからかはわからないが、彼女は俺がクリフと懇意なのは知っていた。

　どこで情報を得たのかは知らないが……ともあれ、ああなった以上、ちょっと考えればここに逃げ込まれるとわかるだろうに、放置した。

「すぐにどうにかできる場所にいるならまだしも、敵対してる勢力のところで保護されてるなら、大丈夫だと思う」

「なるほど」

　リターンは少なく、リスクは大きい。となると、強引に取り戻そうとするとは、考えにくいか。

　さすがアイシャだ。よく考えている。

「そういうことならルーデウス」

　と、そこでクリフが口を挟んできた。

「明日、僕は祖父に会うんだが、一緒に行かないか？　ラトレイア家と問題を起こしたんだったら、今後、この国でも動きにくくなるだろうし……つながりは欲しいだろう？」

「いいんですか？」

「もちろん、祖父が後ろ盾になってくれるかどうかは、君次第だ。僕は紹介はするが、口出しはしない」

「ええ、それはもちろん」

　クリフは俺の介入を嫌がっていたはずだ。俺も積極的にクリフの手伝いをするつもりはない。

　俺という存在がどれだけ認知されているかわからないが、人を紹介し、味方陣営に組み入れたというのなら、それはクリフの実績となってしまうだろう。そこを我慢してでも、俺に教皇を紹介してくれるらしい。

　俺はゼニスだけでなく、傭よう兵へい団の方も進めていかなければならない。

　教皇の後ろ盾は、二つに対して有効に働くだろう。

　別に、教皇にゼニスを守ってもらう必要はない。ただつながりがあるというだけで、向こうはさらに手出ししにくくなるはずだ。

「……よろしくお願いします」

　俺は打算的にそう考え、クリフに頭を下げた。

　まぁ、まだミリスでやることは残っている。気を取り直していこう。





　　　　★　★　★






　翌日。朝食をとった後、教団本部へと赴いた。

　アイシャとゼニスは留守番だ。

　教団本部は金色の目立つ建物で、てっぺんにはタマネギがのっていた。

　静せい謐ひつをモットーとするミリス神聖国は、白と銀色にあふれている。そんな国において、この建物だけが金ぴかで、外装もピエロっぽく派手だ。上にのっているタマネギも悪趣味で、ぶっちゃけ浮いている。

　遠くから見る分には、まだいい。白と銀の中にポツンとある金色はアクセントになっている。

　けど、近くで見るとどうにもいかんな。ここだけ別世界だ。

　しかし、家の悪趣味さと中に住んでいる人間は別だ。なにせ、ここはミリス教団の本部。

　クリフの上位互換みたいな連中がひしめいている場所だ。悪趣味な建物に見えるが、そこで生息するのは聖人しかいないに決まっている……わけがないのは、もちろん俺もわかっている。

　前世でも政治家と宗教家ってのは金に汚いって相場が決まっていた。私見だけど。

　こっちの世界でも大体そうだろう。

　外面を取り繕う必要がないほどの権力を持った連中は、最終的にキレイ事すら言わなくなる。

　まぁ、そんな連中でも、上っ面だけで付き合う分には問題ない。

　俺も腹を据えて、自分を売り込んでいこう。

　オルステッドとアリエルの二人に深いつながりがあることをアピールして、自分をでっかく見せよう。

　ラトレイア家では、そのへんがうまくできていなかった気がする。だから、クレアにもナメられ、あんなことになったのかもしれない。

　俺はビッグ、ビッグマンだ。焼酎じゃないぞ。

　そのため、今日はローブ姿で来た。これが俺の正装だ。

　『龍神の右腕』ルーデウス・グレイラットだ。

　と、意気込んでいたのだが。

「申し訳ありませんが、許可証のない者は通すわけにはいきません」

　ある建物の入り口で、止められてしまった。しょんぼり。

「あれ？　僕の通行許可証ではダメか？　前は同伴者も入れたと思ったんだが……」

「昔から、お一人だけという規則です」

「そうか。うーん……昔は子供だからと見逃されてたのかな……？」

　クリフは、昨日見つけたワッペンを見つつ、困った顔をしていた。

　一応、あれが許可証らしい。ちなみに、今日の彼はミリス教団の正式な司祭服に身を包んでいる。

　ワッペンは、昨夜のうちに司祭服の胸元に縫い付けたようだ。

「クリフ神父が許可証をお持ちなら、中にいる方に一時許可証を発行してもらうのがよろしいかと思います。少々時間はかかりますが」

「……ああ、そうだな。すまんがルーデウス。ちょっと、許可を取ってくるから、そこらで待っててくれ」

　クリフは申し訳なさそうにそう言った。

「わかりました。急いではいませんから、ごゆっくりどうぞ」

　俺はおとなしく、奥へと入っていくクリフを見送った。

　出鼻をくじかれた……が、門前払いをくらったわけではない。

　しばらく敷地内を散策していることにしよう。




　敷地内は広く、建物も大きかった。

　ラトレイア家の軽く四倍はありそうだ。

　建物は四階建てで、上から見ると、□と◇を重ねあわせたような構造になっている。

　□の中に◇だ。八はち芒ぼう星せいではなく、正方形の中に正方形だ。

　外側にある□が教団本部の事務所だ。教団に関わりのある事務員や、一般的な神父なんかが事務的な手続きを行う。

　その他にも、入信の許可や、葬式の手配も受け付けているし、シンボルの販売なんかも行っているようだ。

　さすが本部というべきか、ミリス教団に関わることは、ここで全て行えるのだ。

　内側にある◇には教団幹部の居住区や執務室、そして御神像やら宝物殿があるらしい。

　基本的には偉い人しか立ち入りを許されておらず、事務員でも、中で何が行われているかは、知らされていないようだ。

　いわゆる、ミリス教団の中枢部だな。許可証が必要になるわけだ。

　なんて、見て回っているうちに、日が高く上ってしまった。少し腹が減った。

　それにしても、失敗したかもしれないな。クリフはまだ、帰還報告も済ませていなかったはずだ。

　彼自身は昨日のうちに教皇へのアポイントメントは取ったのだろうし、教皇も家族だからと融通をきかせるだろう。

　だが、俺は部外者だ。いきなり帰ってきた孫が、報告もそこそこに変なヤツと会わせたいとか言ってきたら、警戒されるんじゃなかろうか。

　ゼニスのことで少し嫌な思いをしたが、エリナリーゼの頼みも忘れたわけじゃない。

　クリフの足を引っ張るようなことは、極力避けたい。

「もう少し日をおいて、俺自身からアポイントメントを取るべきだったかもしれないな……」

　なんて反省しつつ歩いていると、中庭に到達した。

　ミリス教団本部には四つの中庭がある。□と◇を重ねた時に出来る、四隅の三角形部分だ。

　そこには、それぞれ四季に合わせた木々が植えられているらしい。

　今の時期は春で、俺が到達したのは偶然にも春の庭園だった。

　春の庭園では、色とりどりの花が咲き乱れていた。特に、黄色と白、桃色といった明るい色合いの花が多い。

　それを見ながら、ゆっくりと歩いていく。

　昔は植物辞典を片手に花の名前とか調べたもんだが、このへんの植物はさっぱりわからんな。

　いや待て、このピンクの花の木は見覚えがあるぞ。桜っぽい名前だったから記憶に残ってる。

　こないだ誰かに聞いたけど、なんだっけか。

「見て、サラークが満開だわ！」

　そうそう、サラークだ。

　アスラ王国の北部の山の方に生息する木。春になると真っ先にピンク色の花を咲かせる植物で、アスラ王国では『春を呼ぶ木』として知られている。木材からは独特な香りがするので、貴族に人気だ。

　だが、山の方に生息する木であるため、お値段は高い。

　現在はアスラ王家がサラークの養殖林を管理しており、外国にも輸出している。

　と、こないだ行ったアスラ王国で、アリエルに教えてもらったのだ。

「はい、とても美しいですね！」

「ミコ様は本当にサラークが似合います！」

「知ってるか？　このサラークは、現教皇が即位した時に、アスラ王国から贈られたもので……」

「おフッ、ミコ様はいつも無邪気だな……」

　気持ち悪い声が聞こえた。

　なんだろうと思って声の方を見てみる。

「ほら、見て見て、まるでサラークの雨の中にいるみたい！」

「サラークの花弁の中に佇たたずむミコさま……妖精のようだ」

「美しいですぅ！」

　そこには、オタサーの姫がいた。ヒラヒラと舞い落ちる花弁の中で、お姫様のようにひらひらした服を身に纏まとった女が、手のひらを上に向けてクルクルと回っている。

　少女と言ってもいいかもしれないが……恐らく二〇歳前後だろう。

　顔立ちは綺き麗れい系だが、ちょっとふっくらしてる。ウェンディはふっくらしてるように見えて腕や足が華きゃ奢しゃだったが、こっちは二の腕とか太ももとかが若干太い。どっちも不健康そうな感じだが、ウェンディはカロリー不足、こっちは運動不足といったところか。

　そんな女の周囲に、男たちが群がっている。

　男の人数は七人。縁起のいい数だな。彼らは、女が何かを言う度に、それを肯定し、絶賛している。こう、ご機嫌取りのような態度で。オタサーの姫っぽい感じで……いや、いっそ、普通に姫と言ってもいいかもしれないけど。

　なんとなくオタクサークルっぽく見えるのは、イケメンがいないからか。親近感の湧く顔をした連中ばかりだ。全員が青い胸甲キュイラスを着用しているところは、オタクっぽくないが。

「……あれ？」

　しかし、親近感は湧くが、安心感はまったく湧いてこない。

　ピリピリとした空気を首筋に感じる。

　殺気か？　いや、当然か。普通に考えれば、あのお姫様は本物のお姫様か、あるいはそれに準じた偉い人だ。そして、その護衛たちも、単なるオタクではないだろう。物腰や筋肉量を見ても、凄すご腕うで揃ぞろいだということがわかる。剣術にして上級か、聖級ぐらいありそうだ。

　そして、俺にも気づいているだろう。

　今日は万が一に備えてローブ姿で、下に魔導鎧マジックアーマー『二式改』も着込んできた。

　杖つえを持っていないから武器は持ってないように見えるはずだが、そこそこ剣けん呑のんな格好だ。

　警戒されているのだろう。

　でも、なんだろう。この感じ。もっとこう、不安な、ざわざわとしたものを感じる。うまく説明できない不安感というか……。

　もしかすると、あのうちの一人がヒトガミの使徒かもしれないな。

　ちょっと調べてみるか？

　いや待て、考えろ。俺の『ヒトガミって単語を口に出した時の事故率』を考えろ。ヒトガミって単語は口に出さない。その上でカマを掛けて……。

「あら？　あなた、見かけない顔ですね。入信の方ですか？」

　なんて迷っていたら、先に話しかけられてしまった。

「あ……」

　少女は無邪気な笑顔でこちらを見上げている。

　腰の後ろで手を組んで、前傾姿勢で上目遣い。シルフィあたりがやったら俺の理性が崩壊するポーズだ。ロキシーはこんなポーズしない。エリスがやったら、俺は蛇に睨にらまれたカエルの如く、身動きができなくなるだろう。死の覚悟が必要だ。

「どうしました？」

　あ、どうしよう。こんなこと考えてる暇はない。

　えっと、えっと。入信じゃなくて……えっと。ヒトガミをカマかけて、えっと。

「アナタタチは、カミをシンジマスカ？」

　一瞬だった。一瞬でオタサーのうち三人が剣を抜き放ち、俺に突きつけていた。

　残りの四人が姫を引き戻し、自分たちの後ろに隠していた。

　もうオタクっぽい雰囲気はない。今あるのは、戦場の傭兵のような雰囲気だ。ギラギラとした目に、淀よどんだ瞳が浮いている。

　怖い。やばい、こいつらヤバイ連中だ。声かけなきゃよかった。

　いや、俺からはかけてないけど。

「神はいます」

「ミリス様こそが神です」

「当たり前のことをなぜ聞くのです？」

「もしかして、ミリス様を信じていないのですか？」

「神を信じていない？」

「背信者……？」

「異教徒！」

　オタクたちが口々に言いながら、その目はどんどん濁っていく。

　やばい、このままじゃ魔女にされちゃう。

「す、すいません……その、ちょっと考え事をしていて変なことを口走ってしまって……許してください」

　ここは素直に謝っとこう。

　そうだね。ここはミリス教団の本部。ミリスという唯一神の信者しかいないはずの場所だ。

　そんなところで、聞いちゃいけないことだった。俺が不審者でした。どうかしてた、許して。

「グレイブ、どうする？」

「ダストが決めていいよ」

「じゃあ殺そう。多分異教徒だ。妙に落ち着いてるし……そうじゃなくても、ミコ様におかしなことを吹き込んだ罪がある」

「わかった殺そう。それがいい」

　すごい決断早いね。美徳だよそれは。俺だったら迷っちゃうからね。

「いやいや、ちょっと待って、落ち着いて、俺の話を聞いてください……」

　ここで暴れたら、クリフに迷惑が掛かっちゃうし、この美しい庭園だって酷ひどいことになる。

　サラークの木が粉々に吹っ飛ぶところなんて、見たくないでしょう？

　お互い良いことはない、話せばわかるって。

　そう思いつつも、俺の意識はすでに切り替わっている。剣を突きつけられた時点で、予見眼はすでに開き、魔導鎧マジックアーマーには魔力が注がれている。

　戦闘は避けたいが、謝っても許してもらえないなら、躊ちゅう躇ちょはしない。

　俺は、昨日から、機嫌が悪いんだ。

「それとも……本気でやるつもりですか？」

　俺の言葉で、奴らがぶるりと身を震わせ、カッと目を見開いた。

　体に力が漲みなぎり、手足に力がこもるのが、予見眼に映る。

　来る。




「待て！」




　凛とした声が響いた。少しだけ、懐かしい声だ。その声には強制力があったのか、奴らの力が一瞬で抜けた。

「何をしている！」

　近づいてくるのは、一人の女騎士だった。

　年頃は三十代中盤ぐらい。服装はオタクたちと同じ、青い胸甲キュイラスだ。凛り々りしくも落ち着いた感のある顔には険がある。しかし、その顔は俺も知っている顔だった。

「隊長。異教徒がミコ様に危害を加えようとしていました」

　オタクの一人がシレッと言った。嘘つくなよ。

「濡ぬれ衣ぎぬです。俺はただ、サラークを見ていただけで……」

「お前は黙れよ」

　俺に剣を突きつけているうちの一人が低い声で言った。黙るわけないだろ。命の危機だぞ。

「異教徒……？」

　と、そこでようやく女騎士が俺の顔を見た。

「あ！」

　そして、ようやく気づいた。顔をほころばせる。

「ルーデウス！　ルーデウス君か？　わぁ、懐かしいなぁ！」

　そして、俺が剣を突きつけられているのを見て、声を張り上げた。

「剣を収めろ！　彼は私の甥おいだ！」

　オタクたちが驚いた顔をしつつ剣を収めるのを見て、俺も予見眼を閉じた。




　テレーズ・ラトレイア。ゼニスの妹で、俺の叔母だ。

　ミリス大陸から中央大陸へと渡航する時に世話になった人物でもある。

　テレーズはあの連中のリーダーらしく、彼女の号令で、瞬く間にオタクたちは剣を引き、一応ながら謝罪もしてくれた。しぶしぶといった感じだったが。

　俺も改めて変なことを口走ったことを詫わびたが、変わらず俺に殺意を見せているし、不満そうだ。

　今も姫を連れて距離を取り、警戒している。

「私のことは覚えているか？　それとも、一度しか会ってないから忘れちゃったかな？」

「もちろん覚えています。渡航の件については、本当にお世話になりました」

　まあ、あいつらはひとまず置いといて、俺はテレーズと話をすることにした。

　なんとも懐かしい。

「それにしても、本家の方に顔を出したという話は聞いていたんだが、教団本部に来ているとは思わなかったな。あ、もしかして私に会いに来てくれたのか？」

「いえ、知り合いが教団の幹部を紹介してくれるというので……テレーズさんは、こっちに戻ってきてたんですね」

　確か、前に会った時は西の港町に左遷されたと聞いた。

　あれから十年。戻ってきていても、おかしくはないか。

「ああ、まあ、いろいろあってな」

　テレーズは苦笑しつつ、肩をすくめた。何か、言いにくい事情でもあるのだろう。

　詮せん索さくはすまい。だが、それとは別に聞きたいことはある。

「その、本家の方に顔を出したって話は、伝わってるんですね？」

「ああ、母様と喧けん嘩かしたそうじゃないか」

「喧嘩……喧嘩ですかね、あれは」

「母様が君を怒らせたと聞いたよ。どうせ母様のことだ。君に対してアレをしろ、コレをしろと言いつけたんだろ？」

「そうなんですよ！　聞いてくださいよ！」

　久しぶりに会った叔母。彼女が味方かはわからないな、とチラと思ったが、滑りだした口は止まらない。気づいた時には、昨日のことを、洗いざらい喋ってしまっていた。

　やはり、俺の中にはまだまだ鬱うっ憤ぷんが残っているのだろうか。

　それとも、ゼニスに似た顔をして朗らかに笑う彼女に、安心感を覚えているのだろうか。

「この国では、そんなことがまかり通るんですかね？」

「いや、いくらなんでもありえないよ……いくら母様でも、そんな……何かの間違いだと思うけどな……でも、うーん……もしかしてルーデウス君、母様を怒らせるようなことを言ったんじゃないか？　あの人、売り言葉に買い言葉でむちゃくちゃ言う時もあるから……」

「どうでしょうか。なるべく我慢して、怒らせないように話していたつもりですが」

「うーん」

　テレーズはしばらく腕を組んで、凛々しい顔で唸うなっていた。

　売り言葉に買い言葉って感じでもなかった。最初から決めてた感じだった。

「ま、今度本家に戻った時にでも詳しく聞いておくよ。母様は、頑固だし、強引だし、命令口調だけど、悪い人じゃないんだ。恐らく、ちょっとした誤解だよ」

「……」

　テレーズはあっさりとそう言った。

　仮に、本当に誤解だとしても、俺が怒ったのは確かだ。

　仲を取り持ってくれ、とは言いたくない。

　こいつとは上辺だけの付き合いすらしたくないと思ったのは、久しぶりだ。

　まあ、本当に誤解で、誠心誠意謝っていただけるなら、俺もいきなり暴れたことに対する謝罪はするけどさ。

「それにしても、ルーデウス君は大きくなったな！　ああ、いや、成人した男性に大きくなった、なんて言ってはいけないんだろうが……今はもう、二十歳ぐらいか？」

　テレーズが気を利かせてくれたのか、話題が変わった。

　俺も、いつまでもクレアのことを話していたくはない。

「はい、もう二十二歳になります」

「そうか！　もう十年も前になるもんなぁ……あ、そうだ、エリス様はどうだ？　元気にしてるか？　彼女はすごい元気だったからな！」

　テレーズは子供のようにはしゃいでいる。先ほどの凛々しさはどこにいったのだろうか。

　凛々しい時の顔は、あのクレアばあさんを彷ほう彿ふつとさせるのだが……。

　っと、いかんいかん、やめよう。

「エリスも元気ですよ。去年、一人目の子供を産みました」

「子供……？　あ、そうか、結婚したのか！　おめでとう！」

「ありがとうございます」

「彼女もこっちに？」

「いえ、シャリーアに留守番です。子育てもありますので」

「そっかそっか、大変なこともあるだろうけど、二人で力をあわせて頑張っていくんだよ」

　二人で……あ。そっか、この人もミリス教徒だったな。三人と結婚してますって話は言っといた方がいいのだろうか。

　まぁ、今は黙っとくか。せっかくの嬉うれしい瞬間に、水を差すこともあるまい。

「そうか、結婚かぁ……あの小さかったルーデウス君とエリス様が結婚か……はぁ……」

　と、思ったのだが、すでにテレーズは意気消沈していた。

　結婚という単語がＮＧワードだったようだ。この反応を見るに、恐らくまだ独身なのだろう。

　あるいはバツイチか。

　えーと、この人何歳だったっけか。

　ゼニスが三十八歳ぐらいとして、それより年下だから……三十五歳ぐらいか。

　この世界の成人が十五歳で、そこから二十歳ぐらいまでの間に結婚するヤツが多いことを考えると……えーと……。

「お仕事の方は順調ですか？」

　結婚の話はやめたほうがいいな。

「ん？　ああ！　なんやかんやあったが、また神み子こ様の護衛に戻れたよ。一応、連中を束ねてる」

　テレーズはそう言って、チラリと集団を見た。

　七人のうち、二人がこちらを警戒し、残りは姫の取り巻きと化している。

　こうして見ると、平和な連中だ。

「怖い方々ですね」

「ああ……以前に暗殺未遂を受けてから、神殿騎士団の中でも特に戦闘能力の高い連中を護衛にすることになったんだが、ちょっとらしいのが揃っててな……」

　以前、テレーズは神殿騎士は熱狂的信者の集まりだと言っていた。

　そういった意味での、「らしい」なのだろう。俺の失言から「殺そう」までがあっというまだったもんね。かつてのオルステッド並みだったよ。

「まぁ、ちょっと教義に固執しているだけで、悪い連中じゃないんだ。……みんな、神子様のことが大好きだしな」

　怖いなぁ。神を信じる気持ちはわかるけど、それで周りが見えなくなっちゃいかんよ。

　君たちの神だって、寛大だろうに。

「あの、テレーズ？　私も話に入れてもらっていいですか？」
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　その時、唐突に後ろから声が掛かった。オタサーの姫が、こちらを覗のぞき込んでいた。

　取り巻き連中は彼女の後ろで、今にも剣を抜き放ちそうだ。

「先ほど、エリスという名前が聞こえたのですが、もしやあの赤髪のエリス様とお知り合いの方なのですか？　剣士の？」

　彼女が神子か。ミコミコと呼ばれているが、本名は何なんだろうか。ナースだろうか。聞いてみるか……いや、俺から名乗ろう。クレアには先に名乗ると安っぽいとか言われたが、先に名乗るは武士の礼儀だ。

「申し遅れました。私はルーデウス・グレイラット。『龍神』オルステッド様に仕えさせていただいている身で、剣王エリス・グレイラットは我が妻です」

　龍神と剣王。二つの単語で取り巻き連中の剣呑さが増した。龍神に反応するってことは、やっぱり使徒が混じってるんだろうか。いやでも七人全員だし、関係ないかもしれない。

「まぁ！　そうだったのですか！　エリス様は、十年前に私の命を救ってくださった恩人なのです！」

　十年前というと、俺がミリシオンに来た時か。

　確か、その話は俺も聞いた。エリスがゴブリン退治に出かけて、暗殺者を退治して戻ってきたって話だ。

「エリス様はこちらには見えているのですか？」

「いいえ、あいにくと彼女は子供の世話がありますので、家で留守番です」

「それは残念です」

　姫が落ち込んだ表情を見せると、サークル全体の眉が下がった。

　ちょっと微笑ほほえましい。こいつら、本当に姫大好きなんだな。

　ていうか、名前を名乗ったのに名前が帰ってこない。

　俺もミコサマとか呼べばいいんだろうか。

「でも、そうしたら私は『龍神』オルステッド様に助けられた……ということになるのですね」

「え？」

　それは関係ないよ。俺もエリスも、当時はオルステッドの名前すら知らなかった。

　でも、今の俺はオルステッドの配下で、エリスはそれを認め、手伝ってくれている。

　ぎりぎり、エリスもオルステッドの配下といえなくもない……ってことは、オルステッドが助けたってことになるんだろうか。

　……ないない。そういうすぐバレそうな嘘はやめとこう。

「いえ、当時は私もエリスも、オルステッド様とは面識がありませんでした。ですが、もし神子様が恩義を感じてくださるのであれば、今後、オルステッド様に対して敵意を持たずにいていただけるとありがたいです」

「……？　会ったこともない人に敵意を抱くのですか？」

「オルステッド様は、そうした呪いを持っておりますゆえ」

　俺がそう言うと、姫は俺の目をじっと見てきた。

　ふっくらとした顔の中にある、つぶらな瞳。両目とも、特に色が違うわけではない。おそらく魔眼ではないだろう。

　しかし、直感的に思った。

　何か、されている。

　何をされているのかはわからない。

　身動きが取れないわけでもなければ、息苦しさを覚えているわけでもない。

　ただ、何かをされているという感じだけがした。

「……どうやら、本当のことのようですね」

　しばらくして、姫が真顔で頷うなずいた。

「わかるのですか？」

「はい、わかります」

　テレーズと取り巻きの様子を見ると、不思議がっている顔はしていない。てことは、これがこの子の『神子としての能力』だろうか。ザノバの『怪力と防御力』に相当するような。

　眼を見るだけで、嘘を見抜く能力。

　いや、相手の考えが読めるとかか？

　それとも、別の何かかもしれない。

「……それが、あなたの力ですか？」

「はい。そうです」

　詳細を聞きたいところだが、取り巻き連中が剣呑だ。

　聞かないほうが無難か。どうするか。オルステッドは、この神子については何も言っていなかった。

「へぇ……」

　まずいな。

　何かをされたと気づいて、俺の方も剣呑な気配を出してしまっている気がする。

　何を聞いても、取り巻きが襲いかかってきそうだ。

　でも、聞かないというのももったいない。また会えるとも限らない。聞くべきことは、聞いておかなければ。

「すぅ……ふぅ……」

　ひとまず深呼吸。

「神子様。失礼を承知で、一つだけお尋ねしてもよろしいですか？」

　質問の前に許可を取る。こういう段取りが大事だろう。その上で、詮索してると取られないよう、一つだけ質問だ。

「はい、どうぞ」

「最近、あなたの夢に神を名乗る人物が出てきて、何かお告げを残したことはありますか？」

「いいえ、最近はもちろん、今までに一度もありません。きっと、これからもないでしょう」

　姫はきっぱりと、そう言った。俺を見て、俺の話を聞いて。今までになく、これからもないと。

　なにやら確信があるらしい。

　となれば、これも、能力に関することなのだろう。

　例えば、ヒトガミが、会うのを拒否するような能力。

　やはり『相手の心を読む』とかかな？

　ヒトガミは俺以上に、読まれて困る心を持ちあわせていそうだ。

「ありがとうございます」

　俺は肩の力を抜いた。ひとまず敵でないのなら、それでいい。仮に今のが神子の嘘だとしても、ひとまずは信じよう。

「さぁ、今度は私の番ですよ！」

「……っ！　はい、なんなりとどうぞ」

　これ以上、何を聞かれる？

　心が読めるなら、聞く必要はないのでは？

　ひとまず、あの能力は常時発動ではない気がする。目を合わせて、何かをしなければ発動しない。

　相手の目を見なければいい……のか？

「エリス様のことについて、教えてください！」

「……はい」

　そんなことか。まあとにかく、敵じゃないし、ヒトガミとの関わりもないというのなら、信じておこうじゃないか。

　そのうえで、オルステッド社長の良さってやつを伝えていこう。

　我が社の保険は持み病この方でも大丈夫。八十年間の安心保障で、事故が起こった時でも、当社の優秀なスタッフがお助けします。

　また、当社は随時優秀なスタッフを募集しており……。

　いや、これから教皇に後ろ盾になってほしいって時に、神子にツバつけるのはまずいか？

　たしか、神子は教皇とは別の勢力だったよな。

「ルーデウス！　ルーデウス、いないのか！」

　なんて思った時、遠くの方から俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

　クリフの声だ。どうやら、ようやく許可が下りたらしい。

「申し訳ありません神子様。時間のようです」

「ええっ！　そんなぁ……」

　姫が眉を下げると、取り巻きの眉も下がり、俺へのヘイトが上がる。

　面白い。そして興味深い。俺としても、もう少し話をしてみたい相手だ。

　しかし、ひとまずは待たせてるほうが先だろう。

「しばらくこの町に滞在するかと思いますので、エリスの話は、その時にまた……」

「約束ですよ！」

　俺は姫に一礼し、テレーズに伝言を頼んだ。

「それとテレーズさん、本家の方に行くのなら、クレアさんには『母の面倒は自分が責任を持って見るから口出し無用だ』と伝えておいてください……それと、もしフィットア領捜索団への援助の見返りが欲しいなら、金で払うので金額を提示するようにと」

「わかった。一応、そう伝えておくよ」

「お願いします」

　俺はテレーズにも一礼した後、取り巻きたちにも目で挨拶し、その場から離れた。

　それにしても、神子か。一見すると箱入りのぶりっ子。あるいはオタサーの姫だけど、底知れぬものを感じたな。

　はっきりと、敵ではないと言ったが、ヒトガミのことは知っている様子だった。

　警戒はしておくとしよう。

　あ、名前聞くの忘れたな……。

　なんて思いつつ、俺は許可証を手にしたクリフのところへと移動したのだった。







第十話「教皇と、そして……」




「お荷物をお預かりします」

　中枢に入る前に、身体検査を受けた。

　武器になりそうなものを全て没収される形だ。

　愛用しているナイフから、スクロールまで、全て預けさせられた。

　もっとも、鎧よろいが武器だとは思わないらしく、脱衣は求められなかった。クリフも知っているだろうに言わなかったのは、俺を信頼してくれているからだろう。俺はそんなクリフに誠意を表し、吸魔石を搭載した左ガントレットと、ショットガンを搭載した右ガントレットを預けておくことにした。

　中枢内部は、迷路のような作りになっていた。

　まっすぐな通路は一つもなく、全てが曲線で構成されている。

　しかも、内部が真っ白に塗られているため、通路の先がどうなっているのかわかりにくい。

　もっとも、ここはミリス教団の中枢だ。

　城と同じように、敵が攻めてきた時のことを考えて造られているのだろう。

　そんな中をクリフはするすると進み、教皇の執務室へとたどり着いた。

　執務室は二人の騎士と、結界に守られていた。

「一応言っておくが、この中で魔術は使えない」

「はい」

　結界の強さは聖級か王級か。騎士の実力は聖級か王級か。

　いまいちわからないが、もし戦闘になったら肉弾戦のみで戦うことになるだろう。

「猊げい下か、お連れしました」

　クリフの祖父ハリー・グリモルは、透明な結界の向こう側にいた。

　姿形は、手紙の文面から想像していた通りの好こう々こう爺やだった。白く長い髭ひげに、金糸の入った司教服。

「はい、お疲れ様でした」

　サウロスのような力強さや、レイダのような鋭さはない。

　強者に感じられるようなオーラは感じ取れない。

　だが、その代わりに包み込むような器の大きさを感じた。なるほど、これが教皇か、と納得できるような、何かを感じた。オーラを感じない代わりに、大らかさを感じ取ったってわけだ。

　なんちゃって。

「紹介します。彼はルーデウス・グレイラット。ラノア魔法大学で一緒に勉強した仲で、僕の後輩です。僕を凌しのぐ魔術の才能を持っていて、極めて有能な人物です。今後、長い付き合いをしていくつもりなので、猊下に会わせておこうと思って連れて参りました」

　クリフの紹介に、教皇は和やかな顔のまま、ゆっくりと頷うなずいた。それ以上のことは、俺の口から説明しろということだろう。あくまで友人として紹介したから、その後は俺次第だと。

　昨夜のうちに話した通りというわけだ。

「なるほど、それで……。ルーデウス殿は、私に何を要求しにきたのですか？　傭よう兵へい団の立ち上げの許可ですか？　それともスペルド族の人形の販売の許可？　あるいは、龍神オルステッドの軍門への勧告に？」

　違った。どうやらクリフったら、事前に話を通しておいてくれたらしい。

　俺の目的とか、立場とか、何のためにこの国に来たのだとか。

　どうせ後で話すことだからいいけどね。むしろ、説明をせずに済んで楽だ。

　……あれ？

　クリフが驚いた顔で俺と教皇の顔を交互に見てる。

「さすが『龍神の右腕』と称されることはありますね。眉一つ動かさないとは……クリフもこうならねばなりませんよ？」

　気づいた時にはすでに遅かった。

　教皇の俺への勘違いは一瞬で完了していた。

「申し訳ありませんが、事前に調べさせていただきました」

　彼はにこやかな顔で手元にある資料を読み上げる。

「ルーデウス・グレイラット。名門ノトス・グレイラットの血縁。パウロ・グレイラットの息子にして、剣王ギレーヌ・デドルディアの弟子。転移事件に巻き込まれるも、三年後に自力で帰還。魔法大学に入学し、アリエル王女と懇意になる。その数年後、『龍神』オルステッドと戦い、その軍門に下る。アスラ王国の乱で暗躍し、水神レイダと北帝オーベールを撃破。現国王アリエル・アネモイ・アスラを国王へと押し上げる。その後、各地に己の私兵を作りつつ、権力者に龍神オルステッドへの協力を呼びかけている……何か間違っていますか？」

　調べられていたらしい。

　だが、驚くことはない。別に隠していたわけでもない。調べようと思えば調べられるし、目の前にいる人物は、調べられる立場にいる人だし、必要のあることを調べなければいけない人だ。

　ただ、間違いがある。

「間違いは三つ。魔大陸からは、自力で帰還したわけではありません。ルイジェルドという、スペルド族の戦士に力を借りました。水神レイダを倒したのは俺ではなく、龍神オルステッド様。オーベールも剣王ギレーヌ、剣王エリスと力を合わせてのことです。それと、一番大事な部分ですが、水王級魔術師ロキシー・ミグルディアの弟子というのも付け加えてください」

「ほう、正直な方だ」

　教皇はふむふむと頷きながら、手元の紙に何やら書き込んでいた。

　何を書いているのかはわからないが、最低でもロキシーの弟子とだけは書き加えておいてほしい。

「となると、スペルド族の人形を販売している理由は、そのスペルド族への恩返しのためですか？　識字率の上昇による国家の転覆を企たくらんでいるわけではなく？」

「はい」

「ほう」

　なぜ識字率を上げると国家が転覆するんだったっけか……。

　確か、風が吹くと桶おけ屋が儲もうかるのと同じ論理のはずだが。

「それでは、オルステッド様への協力の呼びかけは、いかなる理由によるもので？」

「今から約八十年後、魔神ラプラスが復活するため、それに対する備えです」

　そう答えても、教皇は顔色一つ変えなかった。

　ただ得心がいったように頷いた。

「なるほど。それで、クリフを利用して、私に協力を要請しに来たと、そういうわけですか。『龍神』を己の陣営につけたければ、言うことを聞け……と」

「いいえ、違います」

　なんか、このおじいちゃん、すでに交渉モードに入ってそうな感じだ。

　まあいいか。どのみち交渉は必要だったんだ。言うべきことは言っておこう。

「俺が味方に付けたいのは、クリフです」

「ほう。では、クリフの後ろにつき、その支援をすると？」

「いえ……確かに、最初はそのつもりでしたが、クリフが『己の力だけでどこまでやれるか試してみたい』というので、やめておきました。少なくとも、彼が教団内でひとかどの存在になるまでは、ノータッチです」

　そう言うと、教皇は顔をほころばせた。

　孫がテストで百点を取ったと報告してきた時の、おじいちゃんみたいな顔だ。

「そうですか、クリフがそんなことを言いましたか……」

「はい。なので、本日は一人の龍神の配下として、対応してほしい」

　正直に言った。向こうはこちらのことを調べている。抜けている情報も多そうだが、概おおむね正解だった。それ以外に何を知っているのか、まだわからない。だから、まずは嘘うそをつかない方向でいく。

　正直者はバカを見るとは言うが、正直者を嫌う連中はそう多くない。

「私の要望は二つ、傭兵団の立ち上げの支援と、スペルド族の人形の販売の許可です」

　ラトレイア家への件については、ひとまず置いておく。

　個人的なことであるし、つながりさえできれば、牽けん制せいになるからだ。

「ふむ」

　教皇は柔らかな笑みを浮かべたまま、俺を見ていた。いわゆる、ポーカーフェイスというやつだろう。笑っているが、表情は動かない。

「私は、人と人のつながりは切っても切り離せぬものだとは思っています」

　教皇は笑みをそのまま、ポツリと言った。

　それは、あくまで戒めの言葉だったのかもしれない。クリフを切り離して要求した俺への。あるいは俺を切り離して、自分の力だけで試したいと考えているクリフへの。

「なので、あくまでクリフとのつながりに免じて……傭兵団の支援を行いましょう」

　あっさりとそう言った。

　見返りを求めないのか、と一瞬だけ疑問に思ったが、すぐに打ち消す。

　『クリフとのつながりに免じて』という部分が見返りに相当するのだろう。どのみちクリフが大きくなれば、俺は教皇派であるクリフに大きな利益をもたらす。

　教皇にとっては、先行投資だ。

「ですが、スペルド族の人形の許可は難しいでしょう」

「どうして？」

「私は魔族迎合派のトップとして、教皇という立場にいます。ですが、最近は魔族排斥を唱となう枢機卿派が勢力を伸ばしています。現状、私に独断でスペルド族の人形の販売を許可できるほどの発言力はありません。次の教皇は、まず確実に、排斥派から選ばれることでしょうし……ねぇ？」

　教皇はそう言って、俺を見た。

　これは暗に、俺に『今すぐ魔族排斥派を潰つぶせ』と言っているのだろうか。

　しかし、それはどうなのだろうか。俺が教皇の手先として動くのはいい。ラトレイア家とも喧けん嘩か別れをしたのだから、どのみち敵対する流れとなってしまった。

　テレーズには悪いが、必要とあらば、魔族排斥派だろうとなんだろうと潰してみせよう。

　だが、それはクリフを手伝うことになるのではないだろうか。

　曖昧な部分だ。クリフが成り上がるためには、敵も必要だろう。それを俺が倒してしまっていいものだろうか。いや、そもそも、俺がミリス教団に協力するなら、結局はクリフの手柄になってしまうのか？　なら、いいのか。

　うーん……。

「……ひとまず、傭兵団の支援はしていただけるということで、間違いありませんか？」

「はい」

「では、今日のところは、傭兵団の支援を頂けるという言葉だけで、満足しておきます」

　保留にしておこう。今すぐ結論を出す問題でもない。

　元々、今回はスペルド人形の販売は視野に入れていない。傭兵団を立ち上げるだけのつもりだった。なら、欲張らず、ここまでにしておこう。

「そうですか、それは残念だ」

　教皇はそう言ってにこやかに笑っていた。





　　　　★　★　★






　クリフはまだやることがあるというので、一人で本部から出た。

「ふぅ……」

　出た瞬間、俺は大きなため息をついた。

　疲れたな……神み子こに教皇。今日は異なる二人の人物に出会った。二人とも、一癖も二癖もありそうな人物で、しかも二人は別の勢力にいる。

　魔族迎合派の教皇。魔族排斥派である枢機卿に擁されている神子。

　どっちに付くかと聞かれれば、言うまでもなく迎合派、教皇側だ。

　とはいえ、魔族排斥派には神殿騎士が所属している。ラトレイア家、並びにテレーズだ。

　テレーズは前回と今回、合わせて二度も助けてくれた。

　ラトレイア家は嫌いだが、彼女に対して不義理な真似はしたくない。

　それに、あの神子も、あんまり嫌な相手じゃなかったしな。取り巻きはともかく。

　だから、保留という判断は間違っていない……と思いたい。

　できれば当初の予定通り、中立の立場でいたかったがね。理想は遠い。

　とにかく、神子とはもう少し接触を図ったほうがいいだろう。彼女の能力について、もう少し把握しておきたい。ヒトガミの使徒かどうか……は、多分判別はつかないだろうな。

　仮に使徒だったとしたら、考えることが多くなるのは間違いない。

　少なくとも、アスラ王国で傭兵団を作った時はヒトガミの邪魔はなかった。

　俺の行動がヒトガミにとって害にならないのか、そうでないのか。

　現状ではわからない。考えるだけ無駄だ。

　なので、ひとまずは今回も邪魔はないと思って行動する。

　邪魔がある、違和感があると感じた時が、使徒を捜すタイミングだ。

　今のところ怪しいのは何人かいる。神子とか、クレアとか、教皇とか。

　でも、いつかみたいに、疑いすぎて悩みすぎるのも失敗のモトだ。

　その辺については、早めに傭兵団の支部を作り、通信石版を設置してオルステッドと連絡を取るのがいいだろう。

　うん。ひとまず、今回のことで教皇の協力は取り付けられた。

　なら、まずはそこからだ。傭兵団支部の建物を見繕い、購入。そこに通信石版と、緊急用の転移魔法陣を設置する。そして、オルステッドに業務連絡だ。

「よし。まずは、建物の選別からだな」

　次にやるべきことは決まった。

　建物の選別はアイシャに任せるのがいいだろう。冒険者区か商業区か、誰を相手にした商売をするか。そのへんは、アイシャの頭のなかにしっかりとインプットされているはずだ。

　任せられる相手がいるというのは、本当に頼もしいな。

　問題はゼニスのことだ。

　彼女を置いてアイシャが出歩くと、面倒を見る人がいなくなる。

　ウェンディに頼めばいいのかもしれないが……ま、そのへんは俺一人で考えても仕方ないな。

　帰ってから相談しよう。
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　そうして、俺は町中を移動する馬車を使い、神聖区のクリフ邸まで戻ってきた。

　時刻は夕暮れ。いい具合にお腹も減って、ご飯が楽しみだ。

　このへんは新鮮な卵が食べられるのがいいな。ゆでたまご、目玉焼き、オムレツ……パンもあるから、トンカツとかもできるな。卵がひとつあるだけで、料理の幅は広がり、俺の楽しみも増える。

　料理人アイシャを連れてきて本当によかった。

「ただいまー。いやー、お腹ぺこぺ──」

「この時間まで帰ってきてないって、どういうことっ!?」

　帰った瞬間、アイシャの怒鳴り声が聞こえてきた。

　慌てて家の中に入る。そこには、ウェンディに詰め寄る我が妹の姿があった。

「なんで外出を許したの！」

「だ、だって、大丈夫だって」

「なんで外の人の言うことを信じるの!?　昨日の話、あなたも聞いてたでしょ!?　なんで相手に事情を話さないの!?　出かけるなら、明日でもよかったでしょ!?　待っててもらえば、あたしだってすぐ帰ってきたのに！　お兄ちゃんにも相談できたのに！」

「そ、そんなことを言われても、その、わたし、昨日の話、よくわかってなかったし、あの人、大丈夫だからって」

「さっきからそれしか言えないの！　大丈夫じゃなかったって言ってんじゃん！　あんたもしかして、あたしたちの邪魔をしに来たのっ!?」

　アイシャは肩を怒らせつつ拳を振り上げ、ウェンディが身を縮こまらせて……。

　激げき昂こうし、怒鳴るアイシャは珍しい姿だ。

　そう思いつつ、俺は後ろから振り上げられたアイシャの手を掴つかんだ。

「アイシャ、ちょっと落ち着きなさい」

「黙っててよ！」

　振り払われた。

　が、そこでアイシャも俺に気づいたらしい。

「あ、お兄ちゃん……ごめんなさい……」

　振り払った手をもう片方の手で握りつつ、アイシャは俯うつむいた。

「何があったんだ？」

　ひとまず聞いてみる。

　喧嘩なら両成敗にしよう、なんて思いつつ。

　しかし、アイシャは青い顔のまま、俯いて、答えない。

　いつもハキハキと答える子なのに。

「えっと……」

　見かねて、答えたのはウェンディだった。

「その、昼間に、ギースという方が現れて……」

「ギースが……？」

「ゼニスさんも、せっかく故郷に戻ってきたのに、引きこもってちゃかわいそうだって、連れ出して──」

　そこでアイシャがポツリと言った。

「帰ってこない……」

　サッと頭から血が落ちていく感覚があった。

　深呼吸をする。

「アイシャ、落ち着いて、一から、説明してくれ。できるな？」

「うん……」

　アイシャは語りだした。

　昼間、この家にギースがやってきたらしい。彼はゼニスの友人を名乗り、この家に訪問してきた。アイシャも顔は見ていないが、ウェンディから後に聞いた人相、喋しゃべり方、背格好、話の内容、装備などからギースであると確信したらしい。

　そしてその時、アイシャは留守だった。

「なんでアイシャは外に出てたんだ……？」

「ここで暮らすならいろいろ必要だろうと思って、買い出しに出てたの……ウェンディ、文字読めないし、欲しいものわからないだろうから、あたしが……ごめんなさい」

「ああ、いや、いいんだ」

　アイシャが判断ミスをし、その間に予期せぬ出来事が起きた。

　珍しいことだが、ありうることだろう。

　ともあれだ。しばらく、ギースはウェンディを交え、ゼニスと三人で会話をしていたらしい。

　だが、ある瞬間、ギースは言った。

『せっかく故郷に戻ってきたのに引きこもってたんじゃ、ゼニスもかわいそうだ。いっちょ俺がそのへん見せて回ってくるぜ』

　ウェンディは、それを許諾した。

　なぜ許諾するのか、と頭を抱えたくなる気持ちはある。昨日の話は聞いてただろ、と。

　だが、ウェンディばかりを責めまい。彼女は当事者ではなく、ラトレイア家の嫌な部分も見ていない。ピンと来なくても仕方ない。

　さらには、ギースの話術のうまさもあるだろう。アイツはなんだかんだ言って、他人を説得するのはそこそこうまい。俺も、いずれゼニスには町中を見せたい、とは思っていた。

　ほんの小一時間で帰ってくるなら、と油断してしまったのも、仕方ないかもしれない。

「あたし、すぐに捜しに出たんだけど、見つからなくて……」

　買い出しから帰っていきさつを聞いたアイシャはすぐに家を飛び出し、捜しに出たらしい。

　だが、見つからない。昼下がりを過ぎて、夕暮れになっても見つからない。

　もしかしたら帰ってきているかと戻ってきても、まだ姿を現さない。どうしていいかわからなくなったアイシャがウェンディを糾弾しているところに、俺が戻ってきた……というわけだ。

「どうしようお兄ちゃん、あたしが大丈夫って言ったから……これ、あたしのせいだよね……？　どうしよう……どうしよう！」

　アイシャは普段見られないほどに狼ろう狽ばいし、半泣きになっている。

　ひとまずは、落ち着かせるのが先決だろう。

「落ち着きなさい。ギースのことだ、約束を忘れて、いろいろと連れ回しているだけかもしれない」

「でも、いま、ゼニスお母さんがどこにいるのかわかんないんだよ!?」

「いいから、落ち着きなさい」

　俺にも焦る気持ちはあった。だが、連れだしたのはギースだ。ヤツは戦闘能力こそ皆無だが、頼れる有能な男だ。安心感はある。

　まあ、ギースのことだ。

　ちょっと余計なことをして、時間を食ってしまっただけかもしれない。

　もう少ししたらひょっこり戻ってきて「悪ぃ悪ぃ、ちょっと昔の知り合いと会って意気投合しちまってよ」なんて笑いながら言いだすかもしれない。

「ひとまず、もう少し帰ってくるのを待とう」

　俺はそう決断した。




　しかしその後、日が完全に落ちても。

　疲れた表情のクリフが帰ってきても。

　ゼニスとギースが帰ってくることは、なかった。
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　時間を無駄にした……とは言うまい。

　時間が経過することにより、俺とアイシャは落ち着くことができた、と思う。

「すまん……だが、ウェンディをあまり責めないでくれ、悪気はないと思うんだ……」

　クリフはウェンディを叱しっ責せきしつつも、しかし必要以上に責めはせず、擁護した。

　彼自身も、こういった事態は想定していなかったのだろう。

　元々、家のお手伝いのために呼んだのだ。その上、彼女はこの歳になるまで就職先ももらい手も決まっていないのだと聞いていたのだから、相応に出来の悪い子なのだと理解しておくべきだった。

　人の能力の低さは責めるべきではない。

　責めるより、失敗のフォローだ。

「俺は捜しに行きます。クリフ先輩は入れ違いに備えて待機を」

「あ、ああ……」

　俺が捜しに出ることを決意したのは、晩飯時になってからだった。




　捜しに行こうと決意するのは、遅すぎたかもしれない。

　だが、言い訳をさせてもらえるのであれば、もしゼニスが一人で出かけたというのなら、俺もすぐに捜しに出たのだ。

　連れ出したのはギースだ。

　ウェンディの話が本当なら、ギースが一緒にいるはずなのだ。

　あの猿野郎は戦いに関してはへっぴり腰だが、それ以外のことはなんでもそつなくこなす。

　情報収集から、マッピング、買い出し、料理、道具の整備、パーティメンバーの健康管理まで。

　冒険者として致命的な一点である、「戦闘で役立たず」という点を除けば、頼れる男だ。

　ゆえに、ギースが付いているなら大丈夫だという謎の信頼感があった。

　だが、考えてみれば「戦闘で役立たず」というのは致命的だ。

　何か事件に巻き込まれれば、ゼニスを守り切るだけの力はない。

　それがゆえにギースは事件を回避する能力も高い。だが完全ではない。

　ゼニスが何かの拍子に強こわ面もてのおじちゃんの足を踏んじゃった、なんてこともありうる。

　出合い頭に、ちょっと目を合わせただけでぶん殴ってくる女もいるのだから。

　あとついでに言えば、ギースは魔族だ。

　もし、ラトレイア家が、ギースとゼニスが二人でいるのを見たらどう思うか。

　俺が連れ帰ったはずのゼニスが、魔族と二人で、だ。

　手早く襲撃して、ゼニスを取り戻そうとするかもしれない。

　なら、やはりラトレイア家だろうか。

　ラトレイア家なら、そもそもギースが偽物という可能性もある。人相や背格好、喋り方が似たような奴を捕まえて、ギースのフリをさせてウェンディを言いくるめる……とか。

　あんな奴が何人も転がってるとは思えないが。

　また、考えたくないことだが、ギースがヒトガミの使徒である可能性もある。

　神聖区に入るのを嫌がっていたギースが、なぜこんなところにまで来たのか。

「……」

　俺は、魔導鎧マジックアーマーとローブを着直し、家を出た。

「まず、どこに向かうの？　手分けする？」

　アイシャは当然のように付いてきた。

　ゼニスがいなくなったことに、焦りを感じているらしい。

　彼女が焦っているのであれば、俺が落ち着かなければならない。

「いや、お前がさらわれても困る。一緒に行動しよう」

「う、うん。わかった……」

　さらわれるという言葉で、アイシャは息を飲んでいた。

　ゼニスが誘拐された可能性を考えたのだろう。この世界には人さらい、多いからな……。

　だが、その可能性は低いだろう。

　一人でほっつき歩いているならともかく、ギースと一緒にいるのだ。ギースを叩たたきのめしてゼニスを奴隷にするのは、手間がかかる。

　俺だったら、もっと別の無防備なのを狙う。

「……」

　俺は数歩踏み出して、ふと足を止めた。

　まず、どこを捜せばいい？

　いかんな、まだ落ち着いていないのだろうか。落ち着け、落ち着けと言い聞かせても、人は落ち着けない。深呼吸だ。

「すぅ……はぁ……」

　俺より賢い奴は、すぐそばにいる。

　彼女に相談だ。

「アイシャ……ギースはどっちにいると思う？」

「えっと……冒険者区じゃないかな？」

「根拠は？」

「ギースさん、神聖区には入れないって言ってたし、ミリス教徒が多い居住区にも行かないと思う。商業区と冒険者区だったら、ギースさんは冒険者だし、冒険者区の方が確率高いと思う」

「よし、じゃあ冒険者区に行くぞ」

　さすがアイシャ、頭の回転が速い。

　そうと決まれば善は急げだ。

「急ごう」

「うん、あ、そうだ。馬を使ったほうがいいんじゃないかな？　馬車用の、まだいたよね？」

「ん？」

　馬か……。

　俺は未いまだに乗馬ができない。まったくできないってわけじゃない。多少は練習したし、馬車の操り方も知っている。が、緊急事態に自由自在に乗り回せるほど達者ではない。

　だが、心配はいらない。

　本気を出せば俺の移動速度は馬並みだ。

「そんなものはいらない」

「え？」

　俺はアイシャをお姫様抱っこした。

　魔導鎧マジックアーマーに魔力を込める。

　脚部よし。着地の衝撃を殺す練習は何度もしている。

「アイシャ、しっかり掴まっていなさい」

「え…………？　あ！」

　アイシャの体がこわばり、俺のローブを引っ張るようにつかんだ。

　俺はそんなアイシャの体をガッチリと固定する。

「……や、や！　やだ！　やめて！」

　最後に何か聞こえたが、無視だ。

　ゼニスがいなくなった。

　俺には、これが偶然の出来事とは思えなかった。

　ギースがやらかしたのか、それともラトレイア家が手を回したのか、はたまた教皇派が裏で何かしているのか、あるいは神子の策略に巻き込まれたのか……。

　ヒトガミが関わっているのか、いないのか。

　悩んでも仕方がない。迷っても仕方がない。悔やんでも仕方がない。

　事件は起きたし、時間は過ぎ去ってしまった。

　今の俺の状況は完璧とは言えない。このミリシオンで、誰が味方か、誰が敵かもわからない。

　だが、ヒトガミと戦う以上、それはわかりきったことだ。

　シーローンでの失敗を繰り返さない。

　俺は覚悟を決めつつ、夜の空に向かって跳躍するのだった。
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